








































さて、異世界ゲームガルドを攻略しようか。７
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　機械仕掛けのドラゴン──『創世の聖竜』が両翼にくっついたジャンボジェットを彷ほう彿ふつとさせるエンジンから爆音を轟とどろかせて飛び去るのを見送ったあとも、しばらくは呆ぼう然ぜんとしたまま動くことができなかった。

「各班長、被害を報告しろ！」

　シェリスのお母さんであるリドリスさんが、竜騎士たちに指示を出す声を聞いて、ようやくハッと我に返ったような有り様だった。

「みんな、怪け我がはないか!?」

　俺の呼びかけに、仲間たちがそれぞれ立ち上がって、

「運がいいことにね……」

「ちょっと擦すりむいた程度ですわ」

「どうにか」

「むしろ、心が折れそうです……」

「アンニャ、あいつ怖いー」

　と、それぞれ言った。

　ダンジョンが丸ごと消し飛ばされるような攻撃である。巻き込まれたら死亡どころか消滅が確定だし、とばっちりだけでも何十回となく死ねる。

　だが、どうやら竜騎士たちにも巻き込まれた人はいないようだった。

「シェリスちゃん、大丈夫だった!?　ああ、こんなに土まみれになって……！」

　そう言いながら、ブラックドラゴンに跨またがったシェリスのお母さんが空から降りてきた。

　そして騎乗のドラゴンから飛び降り、シェリスを抱きしめる。

「お母様……」

「こほん！」

　相方のドラゴンの咳せき払ばらいで、シェリスのお母さんはシェリスから一歩離れて、シャキッと背筋を伸ばした。

「救世主殿、あれはいったいなんなのですか」

「俺にもわかりませんけど、たぶん、始し祖その手記にあった『創世の聖竜』だと思います」

「あれが……」

　竜騎士たちの間にも、不安げなどよめきが起きる。

「あんなものを敵に回して、勝てるのか……？」

　おそらくは歴戦の勇士であろうシェリスのお母さんの言葉にすら、恐怖の影がちらついていた。

　確かく証しようはないが、おそらく、俺たちの敵である古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろは、あの聖竜の内部に乗り込んで操そう縦じゆうしているのだろう。

　もっとも安全な場所だ。だとしたら、のこのこ外に出てくるとは思えない。

　だとしたら、引きずり出すしか勝ち目はない。

　できるのか？

　その自問に、イエスと答えられる自信など、あるはずがなかった。

　でも──、

「勝ちますよ」

　そう言い切った。

　委員長やマリアベルが言っていたように、もう、俺は弱音を吐ける立場ではないのだ。

　俺は、救世主なのだから。

　手をこまねいていれば、ヤツに世界は滅ぼされてしまうのだから。

　大好きな仲間たちが住む、この世界を。

　そして、杏あん奈なの両親の仇かたきを、有あり瀬せ香か奈な子こさんの仇を、この地で散っていった救世主たちの仇を、討うたなければならない。

　誰かのためじゃなく俺自身が、杏奈を泣かせたヤツを、有瀬さんを殺したヤツを、許すことができないから。

　さあ、考えるんだ。

　あのチートモンスターを叩たたきのめすための作戦を。まともに戦えない俺にできるのは、それだけなんだから。

「あいつは、絶対に倒す──」

　そう言って、『創世の聖竜』が飛び去った空を睨にらみつけた。





　　　　＊






　動いたばかりの壁と、消し飛ばされたダンジョン跡地のクレーター。『創世の聖竜』が飛び去った、未開の森。

　そびえ立つリセットボタンの塔が、壁の向こうから俺たちを見下ろしている。

　ついに姿を現した強大な敵。

　だが、それを迎え撃つために、人間も、エルフも、ドワーフも、ドラゴンも、ワービーストも、すべての人々が団結しつつある。

　ここは剣と魔法と冒険の世界。杏あん奈なの両親の手によって創造され、光こう一いち郎ろうの父親である古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろによって奪われた箱庭、ゲームガルド。

　その世界の存亡と未来を賭かけた戦いは、もうすでに始まっているのだ。





第一章▼　布石




「もうここにいても意味はありません。街に戻って、防備を固めるべきです」

　俺はシェリスのお母さんに街への帰還を進言した。もう、ここには守るべきものは何もない。俺たちの『氷の魔神防衛作戦』は失敗してしまったのだ。

「その意見には同意するが、あんなものからどうやって街を守ればいいのやら……」

「それは……」

　俺も、言葉に詰つまってしまった。

「いや、申し訳ない。意地の悪いことを言ってしまったわ」

　自じ嘲ちよう気味に、シェリスのお母さんが言った。

「いえ、それを考えるためにも、早く戻って脅威の大きさを報告しましょう」

「ええ、そうね。総員、先に戻って各所への報告と警備を！　私は万が一の事態に備そなえ、彼らを送っていきます」

　シェリスのお母さんの号令で、宙を舞っていた竜騎士たちが編隊を組んで街へと向かい始めた。

「とはいえ、アレが戻ってきたら、私一人で君たちを守りきれるものではないがな。街の警備も、どうしたらいいのやら」

　シェリスのお母さんは、苦笑しながら肩をすくめた。

「まあ、確かにあの機械のドラゴンは脅威ですけど、幸い単体です。モンスターや猛獣を未開拓の地域から防御するやり方をベースに考えれば──」

　俺が言い終わる前に、「ねえ」と杏あん奈なに腕をつつかれた。

「なんだよ」

「あの機械のドラゴンはどこに向かったのかしら」

「さあな。迷いはなかったみたいだし、何か理由はあるんだろうが……」

「でも、目的はクエストクリアと管理者キーの入手でしょう？　前者はともかく、狙ねらいの一つは私のはずなのに、見向きもしなかったじゃない」

「それは……」

　確かに、おかしい。

　今この場で脅おどすか、さらなる脅す材料を得るために街の方へ向かうのがセオリーなんじゃないのか……？

　あるいは、そのための準備をしに行ったのか……？

「そういえば、もう確認できませんけど、『北風の魔宮』には何か謎なぞの文もん言ごんが刻きざまれたプレートがありまちたわよね」

「確か、天使の里がどうとか」

「あ、そんな話もありましたね……。ええと……『氷の魔神、其そは天使の住まう里への道を守る』……でしたっけ？」

「天使……」

「てんしってにゃんだー？」

　さっきまで『創世の聖竜』が怖いと泣きじゃくっていたネアが、俺を見上げて言った。さすがにもう泣き止やんでいるが、それでも杏奈にしがみついて離れようとしない。

　っていうか、天使の説明、前にしなかったっけ？　そのとき、ネアもいたはずだが、聞いてなかったのか覚えてないのか。んー、まあ、話の途中でも、ネアは興味が他に行くとそっちに夢中になっちゃうからなあ。

「後で説明してあげるわね」

　杏奈がそう言って、ネアの頭を優しく撫なでる。気持ちよさそうにごろごろと喉のどを鳴らすネアは、もう天使が何かなどどうでもよくなってしまっているようだった。

　だが、俺はといえば、ネアとは逆に天使に大いに引っかかりを感じていた。

「もしかして、『創世の聖竜』は天使の里に向かったんじゃないのか……？」

「でも、なんのためにですの？」

　そう、それが問題だ。

「そもそも、天使の里がどこで、何を意味するのかもわかってない」

「確かにな。額がく面めん通りの意味かどうかも疑わしいが……」

「義よし弥や君。今はそれを考えても仕方がないわ。『創世の聖竜』と黒幕に何か用事があるなら、私たちはその間に対策を練るべきよ」

「……そうだな」

　不確定の情報ばかりでは、判断の基準にならない。それに、仮に天使の里が額がく面めん通りの意味で、その里や天使たちが襲われていたとしても、『創世の聖竜』への対抗策がない今の俺たちが駆けつけたところで何ができるというのだろう。駆けつけるべき場所もわからないし、現状では勝ち目だってあるとは思えない。

「帰ろう。報告以外にも、やるべきことは山ほどある」





　　　　＊






　街まで戻ってきて、別れ際、シェリスのお母さんに、

「あの『創世の聖竜』を相手に、戦場を選ぶ余裕があるとは思えません。街中に攻め込まれたときのことを考えて、全住民の避難計画を立てておいた方がいいと思います」

　と提案した。

「確かにそれはその通りだろうが、どこに避難させろと……？」

「どこも安全とは言い切れません。でも、地下のダンジョンで、難易度が低く安全で、寒すぎず暑すぎないところがいいです。あのブレスの威力を考えたらなるべく深く潜れるところがいいですけど、さすがにそこまでは難しいですよね……」

「なかなか注文が多いな」

「それでも気休めですけどね」

　住人が分散していたのでは巻き込まれる人が増える一方だ。だったら、なるべくまとまっていてくれた方が守りやすい。なるべくそっちに被害が出ないよう考えて立ち回ることもできるだろう。

　それに、初級ダンジョンとはいえ、『旧坑道跡』のように拡張されたりして今後のクエストの舞台になる可能性を秘めている。塔への到達がリセットの条件である以上、簡単にポンポン消し飛ばしたりできないだろう。……今後のクエストのスケジュールを把握されていたらその限りではないが、そのあたりの敵情を知る術すべはない。

　だが、尻尾しつぽについていた機銃がどれほどの威力かわからないが、あれを掃射されたときのことを考えたら、建物の中より地下の方が安全なように思えた。

「できれば、そういうダンジョンを各エリアに最低一つ決めて、いざというとき、どのダンジョンに自分が避難すればいいのかを全住人に通達しておきたいところです」

「簡単に言ってくれる」

「大仕事なのはわかります。でも、住人の安全のためです。特に、戦えない病人やお年寄り、子どもたちはなんとしても守らないと」

「それを言われると、返す言葉もない。各方面に掛け合うことを約束しましょう」

「お願いします。もし必要なら、学生にも協力を要請してください」

「救世主殿、あまり大人をなめないことね。我々竜騎士団も、ダンジョンからモンスターが出てこないよう防備を固める警備隊も、伊だ達てや酔すい狂きようでゲームガルドの治安維持を任されているわけではないのよ」

「それはわかっていますし、気に障さわったのならすみません。でも、一斉に避難したあと、ダンジョンのモンスターから住人を守る人員も必要になります。そこまで込みで、人手は足りますか？」

　シェリスのお母さんは、難しい顔で考え込んでしまった。

「お母様。今は見み栄えやプライドなんかにこだわっている場合じゃありませんわよ」

「ああ、シェリスちゃん、本当にその通りだわ！　この世界のことを真剣に考える立派な冒険者になって……！　それでこそラフローリア家の娘だわ！」

　シェリスのお母さんが、ダダ甘の顔になってシェリスを抱きしめた。言うまでもなく、そこからはお決まりのシェリスの「もー！」と、シェリスのお母さんの相方ドラゴンさんの咳せき払ばらいと、変わり身シャキッまでがワンセットだ。

「すぐに上に避難計画を認めさせて、人員の配置計画を作成します。正規隊員に学生を何人か付けてサポートさせる形がもっとも効率的でしょう。学生も、上位、中位クラスのパーティは前線に出なければならない以上、警備に従事できる下位の学生だけでは荷が重いでしょうから」

「……恐縮です」

　こちらから提案しようとしたことを全部先に言われてしまった。ホントこの人、超優秀なのな。さすが、シェリスと学院長の母。これであの親バカさえなければ……。

「では」

　相方のブラックドラゴンに飛び乗って、シェリスのお母さんは赤く染まりつつある夕空へと飛び去って行った。





　　　　＊






　学院に戻ると、委員長たち『聖なる盾隊』が駆け寄ってきた。

「救世主殿！　いったい何があったのだ!?」

「壁が動いちゃったじゃない！」

「作戦は失敗したのです？」

　レーナとサリナも、俺たちに詰つめ寄ってくる。

「作戦自体は成功したが、そのあとで全部ひっくり返された」

「はあ？　それってどういう……」

「それはみんなの前で話す。冒険者全員──いや、関係者なるべくたくさんに、講堂に集まるよう伝えてくれないか。講堂の使用許可はこっちで取っておく」

　委員長は俺の目を真まっ直すぐに見て、まだ何か言いたそうなレーナを制した。そして「わかった」とうなずき、預けていた始し祖その手記を差し出した。

「その前に、これを返しておこう。私たちに難しいことはわからないが、今日の検査では、本物であるという裏付けを強化するような結果が出たようだ」

「そうか。助かった」

「それから、こっちのファイルは他のパーティにお願いしていた、協力者のリストだ。まだ全部ではないが、かなりのペースで進めてくれている」

「それも助かる」

　手記と資料を受け取りつつ、しかし、もう本物かどうかの証明は必要なくなってしまったけどな、と口の中で呟つぶやいた。




　講堂に集まった学生や先生方を前に、俺はまず、

「結果として、クエストはクリアされてしまいました。それは申し訳ない」

　と、頭を下げてから、『北風の魔宮』で起こった出来事をかいつまんで説明した。

　作戦そのものは成功し、敵の襲撃も退けたこと。

　しかし、その後に『創世の聖竜』が現れて、『北風の魔宮』ごと氷の魔神を消し飛ばしてしまったこと。

　その後、壁が動き、新たに加わった未開の森へとなぜか飛び去ってしまったこと。

「ダンジョンごと……消し飛ばした、だって……？」

　どよめきが、不安げな声が、講堂に満ちる。

「もうあまり猶ゆう予よはありません。今、竜騎士団で、いざというときの全住民の避難プランを作ってもらっています。いずれ人員を貸してほしいと要請があると思うので、前線に出る自信がない人はそちらに回ってもらうことになります」

　まだどよめきが消えない中、俺は伝えるべきことを強引に伝える。

　そんな中で、シルバードラゴンのマリアベルが優雅な振る舞いで立ち上がった。

「わたくしたちに、勝算はあって？　そんな、ダンジョンを丸ごとブレス一発で消し飛ばすような化け物相手に」

　その問いに、講堂内が静まり返った。

　全員の視線が、俺に注そそがれている。

　特に、俺を値踏みするようなマリアベルの目。

　ここで言うべきことは、ただ一つだ。

「もちろん」

　俺は、胸を張って言い切った。

「大まかな作戦はもうできてる。あとは、必要な人材を割り振るだけだ。それについては、調べておいてもらった資料を見ながら検討する」

　ホッと、講堂内の空気が緩む。「救世主がああ言うからには大丈夫だろう」「俺たちは助かる」そんな囁ささやくような声が、そこかしこから聞こえてくる。

「とにかく、決戦はすぐそこまで迫っているはずだ。みんなも、覚悟を決めて、武器防具その他の準備を整えておいてほしい」

　そう言って話を締めくくった。

　果たして、時間はあとどのくらい残っているのだろうか。そんな不安を、無む理り矢や理り飲み込んで。





　　　　＊






　夜。

　屋敷に戻るなり、

「作戦は、ホントにもうできてるんですか……？」

　ダリルにそう訊きかれた。

「そんなわけないだろ」

　そう答えると、ダリルが絶望的な顔になった。

「安心しろ、これからちゃんと考える」

「でも……」

　なおも不安がるダリルの肩を、杏あん奈なが叩たたいた。

「あの場では、ああ言わないわけにはいかなかったのよ。みんなを不安がらせてもいいことは一つもないわ」

「それはそうですけど……なんでみなさんはそんなに落ち着いてるんですか……!?」

「それはもちろん、ヨシュア様を信じているからですわ」

「その通り」

　言い切ってくれるのは嬉うれしいが、シェリスとティーナの言葉も肩にズシンとくるな。

「ダリルー、これがあるよ？　これ、食べたら元気ににゃるよ？」

　ネアが帰り道に買ってきた豚肉が入った袋を持ち上げた。

　ネアが有あり瀬せさんのスマートフォンを『北風の魔宮』で見つけてくれたので、ご褒ほう美びに何か買ってあげる、と約束していたのだ。

　それで、帰りに寄ったお店で「これ！　これ食べたい！　ご褒美はこれ！」とネアの目が釘くぎ付づけになった豚肉を買ってきたのだった。

　……いや、たぶん、ネアが夢中になったのは、『豚肉の塊を指定した重さにカットする魔法装置』で、それが稼働するのが見たかっただけっぽいけど。「かっこいーにゃ！」を連発してたしな。

「まあ、糸口がまったく摑つかめてないわけじゃない」

　俺は、ポケットの中のスマホに触れながら、自分に言い聞かせるように言った。

「今夜中に、自分の言葉をキッチリ真実にしてみせるさ」




　リビングで人材のリストと『冒険の書』を交互に見ながら、思考を巡めぐらせる。

　何かヒントになりそうなことはないか、と祈るような気持ちでページをめくり、過去の自分の日記を読み返す。『冒険の書』をメモ用紙代わりに使いながら、人材の配置を考えていく。

　大丈夫、シミュレーションＲＰＧは通常のＲＰＧの次に得意だ。どんとこい人材配置、任せろ適材適所。

　始し祖そである杏あん奈なの両親は、『創世の聖竜』とは戦うな、なんとか避けろ、と言っていた。しかし、そんなことが可能なのだろうか。

　確かく証しようはないが、あの『創世の聖竜』は内部に乗り込んで操そう縦じゆうするタイプのように思えた。だとすれば、どうにかして機械のドラゴンの操縦席から古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろを引きずり出すための一手が必要になる。

　だが、古掛光比呂も、『創世の聖竜』から降りることが致命的であることを理解しているはずだ。ただ待っていて、チャンスがやってくるとは思えない……。

　つまり、全属性の攻撃を無効化し、ブレス一発でダンジョンを消し飛ばすほどの攻撃力を誇る『創世の聖竜』の攻略は、ほぼ必ひつ須す──。

　はは。

　考えるほどに、笑えてくるな。

　せめて、ラスボスならラスボスらしく、どこかのダンジョンの奥深くにでも籠こもっていてくれればいいのだが、ほぼ確実に向こうから攻めてくるのだから始末に負えない。

「義よし弥や君」

「ヨシヤー」

　考えごとに没頭していた俺の意識を、杏奈とネアの声が現実に引き戻した。

「晩ご飯、できたわよ」

「ああ、もうそんなに経たったか」

「あら、敵に筒抜けの『冒険の書』にまだ日記をつけていたの？」

「筒抜けって言ったって、提出さえしなければ盗み見られることはないだろうし、まだ使い様はあるさ」

「確かに、メモ用紙や日記帳には使えるかもしれないけれど」

「ヨシヤー、ご飯だよ？　お腹なかいっぱいになれば、きっと大丈夫！」

「ああ、そうだな」

　ぐしゃぐしゃと頭を搔かいて、『冒険の書』を閉じた。

「考えごとを続けたいなら、ここに持ってくる？」

「いや、飯くらいはみんなと食うよ」

　このまま考え続けても、妙案が浮かぶ気がしない。

　何か、ブレイクスルーが必要だ。こういうときは、一旦考えるのをやめてみるのも一つの手だ。

「ヨシヤ、早くご飯に行こう！　今日はネアのお肉だから！」

　ネアが俺の手を摑つかんで、食堂の方へと引っ張る。

　言いたいことはわかるが、その言い方はどうなんだ、ネア。

　とにかく、三人で食堂へ。

　すでにシェリスとティーナとダリルは食卓に着いて待っていた。

　その食卓には、見覚えのある料理が美お味いしそうに湯気を立てている。

　千切りのキャベツを従したがえて、きつね色に染まったパン粉を纏まとった揚あげ物の王様、トンカツが……！

　そして、まるで一口大にカットされたトンカツに従うように、白いご飯とタマネギの味み噌そ汁しる、ピクルスの盛り合わせが並んでいる。

「おお、こりゃすごい！　トンカツじゃないか！」

「自家製ソースとからしもあるわよ」

「マジか!?　ってか、ソースって作れるのかよ」

　からしはマスタード的なものが売っていたりするから、なんとなくできそうな気はしていたが、まさかソースまで……！

「ええ。野菜や果物を煮に詰つめて、香辛料を駆使すれば作れるわ。醬しよう油ゆがないから、代わりに味噌の上うわ澄ずみを使っている分、少し味は違うかもしれないけれど」

「まさか、ゲームガルドでソースの染みたトンカツを食えるとは……！」

　感動しながら、いそいそと席に着く。

「ヨシュア様、これはそんなにすごい料理なんですの……？」

「少なくとも、俺たちの世界でこれが嫌いなヤツはいないと思う」

「そんなことはないわよ。脂っこいのが苦手、っていう人はそれなりにいるんじゃないかしら」

　信じられん。そんなヤツ実在するのか。

　いや、まあ、ティーナの皿の上で山盛りになった何枚ものトンカツの山を見るに、あれだけ積み上がると胸焼けしそうではあるが。

「ちなみに、このトンカツは私たちの世界の言葉では、名前の中に『勝利』という意味の単語が入っているの。勝てるように、って験げんを担かついで大勝負の前に食べたりするのよ」

「それは、今食べなきゃダメなお料理ですわね！」

「そんなことより、早く食べるべき」

「ネアもそう思う！」

「そうですね、せっかくのお料理が冷めちゃいますし……」

「同感だ」

　食事開始。

　杏あん奈ながゲームガルド勢にトンカツの食べ方を説明している間に、自家製ソースをキャベツとトンカツにたぱーっとかける。次いで、黄色いからしを皿の端はしの方に確保。

　ほどよくソースが衣に染みたところにちょこっとからしを塗りつけて、一口。

　サクッと音が食堂中に響き渡りそうな衣の歯ごたえと、その下の肉の柔らかさと弾力を兼ね備そなえた完かん璧ぺきな食感。

　熱々なトンカツを嚙かむほどに溢あふれ出だす肉汁とクリスピーな衣の夢の共演。

　しかもソースの再現率が恐ろしく高くて、ほとんど違和感がない。

　コクのあるソースとピリッとしたからしとの相性が抜群で、荘そう厳ごんなＢＧＭよろしく豚肉と衣の舞台を盛り上げる。

　うめえ。

　そして、トンカツが口の中にいるうちに、白いご飯で追撃をかけるこの幸福感。

　最高。トンカツサイコー。

「美お味いしいですわ……」

「お代わりを」

　早速、シェリスとティーナが舌鼓を打ち始めた。

　ネアも、「あち、あち」とかやりながら、

「これ好きー！　ネアのお肉、美味しい！」

　と満面の笑みを浮かべた。

「マジ美う味まいな」

　そう言ってネアに親指を立てる。それを見て、ネアは「みゃう！」と返事をして、またにへーっと笑った。

「ちなみに、このトンカツはパンに挟んでサンドイッチにしたり、タマネギと溶き卵とつゆで軽く煮にてご飯の上に乗せて丼どんぶりにしたりもするわよ」

「え、でも、煮てしまったら、このサクサク感がなくなってしまうのでは」

　フォークに突き刺したトンカツをまじまじと見ながら、ティーナが首を傾かしげた。

「いやいや、確かに衣のサクサク感はトンカツの魅力の一つだが、この衣ってヤツはタレを吸ってしんなりしても美味しいんだぜ」

「なんと……！」

「つゆの量や煮方によっては、サクサク感を残して仕上げることもできるわよ。衣にしっかりつゆを吸わせるか、サクサク感を残すかは好みが分かれるところだけれど」

　杏あん奈なの言葉に、全員の興味津々な視線が集まった。

　杏奈は苦笑して、

「ちょっと待っていてね」

　と席を立って厨ちゆう房ぼうに入り、少しして湯気の上がる皿を一つ持って戻ってきた。

「ティーナさんのお代わり用に揚あげておいたトンカツを一枚使って作ってみたわよ」

　言いながら、杏奈が皿をテーブルに置いた。

　その皿の上には、敷き詰つめられたタマネギの上に鎮ちん座ざする、半熟的なトロトロの玉子を纏まとったトンカツ、いわゆるカツ煮が。

「今日はあくまでトンカツだから、これはみんなで一切れずつね」

　早速、ティーナがフォークを伸ばし、迷いなくど真ん中の一番大きな一切れを持ち去り、口へと運んだ。

「これは……！」

　ティーナの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

「せっかく揚あげてサクサクに仕上げたトンカツをわざわざ煮にるという、一見台無しに見える料理なのに、なんという逆転の発想……！」

　ティーナに遅れて、みんながカツ煮に手を伸ばす。もちろん、俺も。

　下側のしっとりした衣と、上側の残ったサクサク感のコントラスト。嚙かむほどに、衣に染みこんだつゆがじゅわっと染み出してくる。つゆがまろやかに感じられるのは玉子の仕事か。そして、ほんのりシャキシャキ感の残った極薄タマネギの甘さが、脇役として目立たないように良い仕事をしている。

　これはご飯に乗せてカツ丼にしたら絶対に美う味まいぞ。

「これも好きー！」

　ネアが一口食べるなり叫んだ。

「確かに、これは美お味いちいですわ……！　もう完全に別の料理ですわね」

「異世界のお料理は、本当に何を食べても美味しいですね……」

「いや、そんなことはないって。美味い料理を杏あん奈ながチョイスしてるんだよ。あと、なんだかんだいって杏あん奈なの腕が良いから」












「な、何よ、褒めても何も出ないわよ」

　杏奈は顔を赤らめて、プイッとそっぽを向いてしまった。

「なんだよ、せっかく褒めてるのに……」

「アンナ殿」

　いつもは黙々と食べ続けるティーナが、フォークを置いて、真面目まじめな顔で言った。

「今度は、こっちの煮にたヤツをメインで作ってほしい。私たちが勝ったあとに。世界を救ったあとに」

　静かな決意に満ちたティーナの言葉に、全員が深くうなずいた。

「わかったわ。戦勝祝いはカツ煮パーティにしましょう」

「名案ですわ」

「はい……！　また一つ、勝たなきゃいけない理由ができましたね……！」

「ネアも頑張るよ！　それで、みんにゃでまたお肉食べるの！」

「そうだな」

　そのためにも、必勝の策を考えなければ……。

　カツ煮は一瞬で食べ尽くされて、みんなまたトンカツの夕食に戻る。

「それにしても、すごいですね……。衣でお肉の状態が見えないはずなのに、完かん璧ぺきに中にまで火が通っていて、しかもその加減が完璧で……」

　フォークに突き刺した一切れのトンカツをしみじみと眺めながら、ダリルが言う。

「お肉の厚さと揚あげる油の温度さえ把握できていれば、あとは時間を測るだけでちょうどよく火が通るわよ」

　微笑ほほえんで、杏奈が答える。

　こともなげに杏奈は言うが……それをちゃんと把握できてることがまずすごいんじゃないのか？

「ポイントは二度揚あげね。最初は低温でじっくり揚げてお肉に火を通して、次に高温で揚げて衣をサクサクに仕上げるのよ」

　それ、お店の手法だろうになあ。家庭料理でそこまでやるとは……。

　トンカツをまた一口囓かじって、その断面を見る。

　しっかりと火の通った、トンカツの肉の色……。

「ふうむ……」

　少し考えて、

「なあ。レッドドラゴンは火属性に対して完全耐性があるんだよな？」

　とダリルに訊きいた。

「え？　あ、はい」

「じゃあ、ダリルって熱さは感じるのか？」

「それは感じますよ。熱いお風呂に入れば、ああ、熱いなあ、とは肌感覚でわかります」

「えー？　ダリルがお風呂当番の日は、かなり熱かったりちますわよ？」

　あー、たまに一番風呂のときに妙に熱いときがあるけど、あれはダリルが風呂当番の日だったのか。

「そ、そうですか……？　あ、でも、さすがに煮に立ってたらわかります……！」

「煮立ったお風呂に入ったら、わたくちたちは死んじゃいますわよ!?」

「うう……。あ、でも、冷たいのは感じます！」

「それは水属性の領分だから」

「わかるような、わからんような……」

　じゃあ、もしかして水属性のブルードラゴンは、かき氷を一気食いしても頭が痛くならなかったりするのだろうか。属性、奥が深い。

「義よし弥や君、何か思いついたの？」

「まあな。いずれにしても、あと一手、確かく証しようが要るんだが……。とにかく、明日は朝イチでちょっとダンジョンに行きたい。みんな、そのつもりでいてくれるか？」

「ええ、もちろんいいわよ」

「了解ですわ」

「わかった」

「はい……！」

「みゃう！」

　みんなの返事を聞いて、「助かる」と一言返して、もう一口、最高に美う味まいトンカツを口に放ほうり込こんだ。





　　　　＊






　翌日。

　杏あん奈なに簡単なお弁当を作ってもらい、ネアの早朝散歩の時間帯にみんなで屋敷を出た。

　徒歩で温泉施設の近くを通って、お目当てのダンジョンへと入る。

　スタンダードな洞どう窟くつ系ダンジョンで、地下へ地下へと下っている。

「このダンジョン、懐かしいですね……」

　ダリルが周囲を見回しつつ、尻尾しつぽをくねくねさせながら呟つぶやいた。

「ああ、ここはダリルと初めて出会ったダンジョンだもんな」

「はい……。えへへ」

　なぜ照れる。

　っていうか、あのときはイルザに振り回されて散々だったからなあ。

「ところで、なんでこのダンジョンに来たのか、そろそろ教えてもらえないかしら」

　そう言う杏奈の声には、若干の刺とげ々とげしさがある。おそらく、昨夜から作戦の詳細について、完全に伏せていることが原因だろう。

　杏あん奈なにしてみれば、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろは両親の仇かたきなのだから、作戦の内容を知りたがるのも理解はできる。

　……でも、ちょっとなあ。

「ここでか？　ここはダンジョンの中、ヤツらの監視下なんだぞ」

「それはそうだけれど……」

　杏奈がそれでも不満そうに唇を尖とがらせる。

「だったら、ダンジョンに入る前に言ってくれればいいじゃない」

「お前さ、気づいてないだろ」

「え？」

　杏奈から離れて、俺の方へとまとわりついてきたネアの頭を撫なでながら、

「かなり殺気立ってるぞ。ネアが怯おびえてるじゃないか」

　と指摘した。

「……それは」

「まあ、無理もないと思うけどな。どうやって仇を倒すかって話なんだから」

　俺は肩をすくめながら言った。

「別に恨むなとか憎むなとか言う気はねえよ。俺も同じ立場なら許せないだろうし、それが力を発揮する局面だってあるだろうしな。でも、作戦立案とか、冷静さを必要とする分野ではちょっとマイナスだろ」

「……」

「みんなを信用してないわけじゃないけど、どこから作戦が漏れるとも限らないし、全容を把握してる人間が少ないに越したことはないと思ってる。まあ、細部を決めるのはこれからだし、話せることなんて今の段階じゃほとんどないんだけどな」

　そもそも、俺が立てようとしている作戦が実行可能なのかどうか、それを確認するためにここに来たわけで。

　まだまだ話せる段階ではない。あれだ、ミステリで名探偵が「まだ証拠がないから推理は言えない」って言う、あれ。

　しかし、どうなんだろうな。できれば杏奈の意に沿うように最後の仕上げを任せてあげたいところだが、黒い方の杏奈の苛か烈れつさを知っている身としては、果たしてそれでいいのだろうか、と不安にならないこともない。

「とにかく、もう少し奥に行って、朝飯にしようぜ」

「アンニャのお弁当！」

　ネアが両手を挙げて、万歳をする。

　ティーナも、

「それは名案」

　と手を打った。

「それは、ダンジョンを出てからの方がいいんじゃないかしら？　何も敵の監視下でご飯を食べる必要もないでしょう？」

　そう言う杏あん奈なに、俺は、

「だからこそ、さ。余裕を見せつけてやろうじゃないか」

　と笑ってみせた。




　定番の肉にく味み噌そおにぎりや、昨日の残りのトンカツで作ったカツサンド、卵焼きなどのお弁当で腹ごしらえを終えた頃、ネアが耳をピクピク動かして何かを聞きつけた。

「どうした、ネア。何か来るのか？」

「みゃう！　あっち！」

　ネアが指さした方向は、このダンジョンの入り口とは真逆だった。このダンジョンは分かれ道は多いが、行き止まりも多く、奥へ向かうルートはそういくつもない。

　ということは、元々ダンジョンの奥に棲せい息そくしていたモンスターか、転移などの手段で奥へ飛ぶかした相手、である可能性が高い。

　──転移でアイツが来たか。

　しかし、やがて聞こえてきたのは、荒々しい獣の息づかいだった。

　マジか、魔物除よけのタリスマンをちゃんと使ってるのに。

　姿を現したのは、ライオンの頭とドラゴンの頭と山や羊ぎの頭を持ち、胴体は山羊、四肢はライオン、翼はドラゴン、尾は毒蠍さそり。

「キマイラ……！」

　ゲームガルドで好まれているブドウの蒸留酒、『キマイラのミルク』の名前の由来になったモンスターだ。強い酒だから、とその代名詞になるほどのモンスター。

　俺たちの世界では、ギリシャ神話に登場する怪物で、伝承ではライオンの頭と山羊の胴、毒蠍の尾を持ち、一説ではそれぞれの頭を持つ、とも言われている。ドラゴンの頭も加わった三つ首のデザインがよく見られるのは、火を吐くという伝承からの連想だろうか。尻尾しつぽがヘビだったりすることもあるようだが、現代でも複数の動物を合成したようなものを指してキメラと言うのはこの怪物に由来しているのだそうだ。

　いずれにしても、今目の前にいるのは、全部盛りのタイプの獰どう猛もうなモンスターである。ドラゴンの頭の口から炎がチロチロと漏れているところからして、やっぱり炎のブレスを吐いてくるんだろうな……。

　そして、そのキマイラの背後から姿を現したのは──

「光こう一いち郎ろう……！」

　大剣を担いだパスパーと、男装の魔法使いサマーニを従したがえて、光一郎が薄く笑った。

　仲間たちも、その顔を見るなり身構える。

「あー！　悪い人！」

　早速、ネアが小石を拾ってスリングショットのゴム紐ひもをビヨンと伸ばす。

「ネア、待て待て」

　慌てて、ネアの肩を摑つかんで制止をかけた。悪即攻撃って、お前も容赦ないな。

「なんの用だ。また騙だまされに来たのか？」

「言ってくれますね……」

　そう言いつつも、光こう一いち郎ろうは不敵な笑みを浮かべたままだった。

　キマイラも、大人しく控えたまま。おそらく、モンスターに対する介入を行って支配下に置いているのだろう。

「その様子では、やはり降参の意志はなさそうですね。実際に『創世の聖竜』を見れば気が変わるかもと思っていたのですが」

「降参なんか、ちませんわよ！」

　べー、とシェリスが舌を出した。

「ヨシュア殿はもう『創世の聖竜』を倒す作戦を思いついてる。首を洗って待っていろ、と伝えるといい」

「おやおや、それはそれは……」

　光一郎が失笑する。

「シェリスさん、ティーナさん、余計なことを言ってはダメよ。わざわざこちらの情報をあげることはないわ」

「前にも言ったでしょ！　ネアたちは負けにゃいんだから！」

　今にも嚙かみつきそうなネアの反論に、光一郎はまた冷たく笑った。

「僕には強がりにしか聞こえませんが、いったい何をする気ですか」

「信じないのはお前の勝手だ。つーか、知りたきゃまた『冒険の書』でも読よみ漁あさってろ。今度はうっかりホントのことを書いちゃうかもしれないぜ？」

「心にもないことを」

「言いたいことがそれだけならさっさと帰れ。こっちは忙しいんだ」

　俺はシッシッと犬を追い払うように手を振った。

　しかし、なんか懐かしいな、こんなやりとり。学校でもこんなふうに軽口を叩たたき合っていたっけ。

「そうはいきません。できれば平和的に管理者キーを渡してもらいたかったんですが。あと、あのスマホも」

「有あり瀬せさんのスマホのことか」

「ええ。あれは大切なものなんですよ」

「それはそうなんでしょうね」

　杏あん奈なが言った。

「でも、あのスマホを託たくされたのは私たちよ。盗み出しておいてよく言うわ」

「まったくだ」

　俺も肩をすくめながら、杏奈に同意した。

「で、お互い言いたいことはこれで終わりか？」

「……そのようですね。とりあえず、拒否されたからにはこちらも強硬手段に出るしかなくなりました」

　キマイラが、低く唸うなりながら一歩前に出た。

「キマイラ如ごときで私たちを倒せるとは、ずいぶん甘く見られた」

「まったくですわ！　キマイラは上位モンスターですけど、今のわたくちたちなら一頭くらいお茶の子さいさいですわよ！」

　こんな発言がこの二人から出るようになったのだと思うと、感慨深いものがあるな。

「確かに、それは認めざるを得ませんね。正直、今のあなた方と真っ正面から戦うのはゴメンです。リスクが高すぎる」

「いやに素直だな。褒めても何もやらんぞ」

「偽らざる感想ですよ。志し度ど君たちのパーティは、短期決戦特化型という偏りはあるにせよ、最強のパーティと呼んで差し支えないレベルに到達しています。さすが、僕をも凌しのぐＲＰＧマニアと言うべきでしょう」

「そりゃどうも」

　あんまり褒められてる気がしないけどな。

「なので、こちらも対抗策を講じさせてもらいました」

　光こう一いち郎ろうが言うなり、キマイラが襲いかかってきた。

　だが、それも予測済み。全員が跳び退すさって、キマイラの鋭い爪つめを回避した。

　ダリルなどはただ回避するだけでなく、避け際に山や羊ぎの頭へと強烈な蹴けりを見舞う抜け目なさを見せる。

　だが。

「えっ」

　蹴ったあとに、何度かバク転をして距離をとりつつ、ダリルは変な顔でキマイラを見つめた。

　キマイラは、ダリルの蹴りを顔面に食らったというのに、痛がる様子もなく平然としている。

「ダリル、どうした!?」

「その……、手て応ごたえが……全然ないっていうか……」

　困惑顔で、ダリルが言う。

　手応えがない？　クリーンヒットしたのに？

「ネア！　あのモンスターを撃ってみてくれ！」

「みゃう！」

　スリングショットから放たれた小石が、ライオンの頭に当たって地面に落ちた。しかし、キマイラは痛がるどころか、気にした様子さえない。

　……これは……ダメージが入っていない……？

「まさか、物理攻撃に耐性を持っているのか……？」

「えっ、でも、キマイラにそんな特性があるなんて聞いたことがありませんわ！」

「亜種ってわけでもなさそうだし」

「光こう一いち郎ろう！　お前、このキマイラに何をした!?」

「ちょっと介入して物理攻撃に完全耐性を持たせただけですよ」

「ちょっとじゃねえだろ、それ！」

　介入ってそんなことまでできるのかよ！

　……いや、ありうるのか。テーマパーク運営したとき、ちょっとしたイベントをやるのにそういう権限が従業員に与えられていれば、便利なのかもしれない。

　弱点を克服した特殊なモンスターを倒せばレアなアイテムが手に入ります！　腕に自信があるユーザーのみなさんのご参加をお待ちしています！　みたいな。

「では、頑張ってください。僕らはみなさんが全滅した頃にまた来ますから。まあ、このキマイラに勝ったところで、どうせ明日には全部終わりですけどね」

　そう言い残して、光一郎とパスパーとサマーニは、例の転移魔法で地面の中に姿を消してしまった。

「ちょっと物理攻撃を封じた程度でわたくちたちを全滅させるだなんて、甘く見られたものですわね」

　言いながら、シェリスがタリスマンを取り出した。割り箸ばし大の透明な樹脂の棒の中では、水属性の青い光が宿っている。

「はい……！　物理が効かないなら、効く属性を付与すればいいだけです……！」

　ダリルも、同じようなタリスマンを取り出して、折った。途端に、ダリルの両拳こぶしに冷気がまとわりつく。

　俺が使っている特注タリスマンと違い、一定時間、武器に属性を付与する強化魔法が込められた市販品だ。

「キマイラは火を吐くモンスター。対立属性である水属性攻撃が有効」

　有名モンスターだけに、特性や弱点も知れ渡っているわけか。

　そして、以前シェリスは言ってたっけなあ。物理攻撃が効かない相手に備そなえて、属性付与のタリスマンを準備しておくのは戦士のたしなみだ、って。

　なるほど、うちの前衛はたしなみを忘れない物理アタッカーの鑑かがみだな。

「ネアは？　ネアは何にやにをすればいいの？」

　おっと、そうか。ネアは買い物の仕方をやっと覚えたばかりだから、自分でそういうアイテムを買ってるわけないわな。

「ネアは後ろに下がって、周囲の警戒をしてくれ！　ああは言っていたが、あの三人組が奇襲を仕掛けてくる可能性もある」

「みゃう！」

　ネアが下がるのを確認して、俺も水属性のタリスマンを引き抜いた。

「さあ、一気に仕留めるぞ！　杏あん奈なは魔法主体で攻撃、まずは俺とダリルが前衛をやってライフを削けずる！　俺が合図をしたら、ティーナとシェリスはいつものコンビネーションでトドメを決めろ！　ティーナの魔法後、杏あん奈なは万が一に備そなえて防御主体に切り替え！」

　全員が、返事とともに指示通りに行動を開始する。その息の合い方が、一糸乱れぬ感じでなんとも心地いい。

　光こう一いち郎ろうが言う通り、いつの間にか、俺たちは最高のパーティに成長していたのかもしれないな。




　キマイラを倒して、人心地。

「ふふん、余裕」

「余裕かどうかはさておき、勝利ですわね」

　シェリスとティーナがハイタッチをした。

　だが、楽勝とは言い難にくい。

　事実、ティーナの魔法一回と、杏奈の魔法複数回、さらには結構な数のタリスマンというリソースと、それなりの時間を使ってしまった。

「まったく、厄介な権限だよ、介入ってヤツは……」

　聖なるダガーを鞘さやに収めながら、俺はため息をついた。

「そうね。どんなモンスターの弱点も書き換えられるんだとしたら……」

　杏奈も不安げに呟つぶやく。

　だが、それはつまり──

「あの……、ヨシュアさん、あの人たちはまた来るって言ってましたけど、どうするんですか……？」

「待っていればまた来るなら、今度こそとっちめることもできる」

「ティーナの言う通りですわ！　この前からなんだか逃げられてばっかりで、スッキリちませんもの！」

「いや」

　俺は首を横に振った。

「もうここでの用は済んだ。また凶悪なモンスターをけしかけられても面倒だし、さっさと帰ろう」

　俺の判断に、シェリスやティーナ、ダリルさえも少し不満そうな顔をした。

　が、

「私たちが今一番に考えなければいけないのは、『創世の聖竜』でしょう？　そのためにしなければならないことがたくさんあるのよ」

　そう杏奈に諭さとされて、素直に撤退に同意してくれた。

『どうせ明日には全部終わりですけどね』

　さっきの光一郎の言葉が事実なら、タイムリミットは今日一日。

　杏奈の言う通り、やるべきことは山積みなのだ。
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　シェリスの典話を借りてあちこちにアポイントを取りつつ、まず、学院の中庭でマリアベルに会った。

　最初に話をするのはマリアベルであるべきだと思った。そうしなければならないと。

「……それはまた、ずいぶん重大な役目を任されたものね」

　俺の話を聞くなり、マリアベルはそう言って笑った。

「いやなら断ってくれてもいい。俺の読みが外れていたら、真っ先に死んじまう役回りだからな」

「見くびらないでほしいわね」

　マリアベルは銀色の翼を広げて、陽ひに翳かざした。鱗うろこがキラキラと、磨き上げられた銀細工のように輝く。

「『スタードエル家の者、有事の際にはその白銀の翼と鱗を以もつて救世主を支えよ』」

　マリアベルが諳そらんじた言葉には、聞き覚えがあった。

　マリアベルの家、スタードエル家の祖先であり、ドラゴンを選択可能な種として解放したドラゴンの祖でもある過去の救世主、リナ・ホシズミが遺のこしたという家訓だ。

「状況を考え合わせれば、この言葉はこのときのためのものよ。違って？」

「だと思う。読み違えてないことを祈るばかりだが」

「大丈夫、百戦錬磨の救世主様が、読み間違えるはずないもの。だから、喜んでお引き受けしますわ。もちろん、スタードエル家の一族総出でね」

「助かる」

「それはそうと、ヨシュアさん。救世主クラスの能力はもう見当がついているのかしら？」

「いや」

　俺は素直に首を横に振った。

「あら、決戦に備そなえるなら、重要なことではなくて？」

「それはそうだが、検証に割いている時間はない。おそらく、明日には敵も動く」

「わたくし、心当たりがありましてよ？」

「「「「「えっ」」」」」

　俺のみならず、黙って話を聞いていた仲間たちまでが驚きの声を上げた。

　ネアだけは『クエスト：天使と同盟を結べ』という文字が浮かび上がった『啓けい示じ板ばん』に興味津々だったが。

「驚いた。まさか、あなたたち全員気がついていないの？　いつも一緒にいるのに……。あ、もしかしたら、だからこそ、かもしれないわね」

「ちょっと、どういうことですの!?」

「慣れてしまったのよ、きっと。カエルを沸騰したお湯に入れればもがいて苦しむけど、水に入れて火にかけると、熱くなったことに気がつかずに死んでしまう、という話は聞いたことがあって？」

「意味がわからない」

　ティーナが不満げに唇を尖とがらせた。

「わたくちたちはカエルだって言いたいんですの？」

「正確には、水に入れて火にかけられているカエル、ということでしょうね」

「あの、マリアベルさん、そういうことなんですか……？」

「ええ。そうね、ダリルさん」

　マリアベルに呼ばれて、ダリルは、

「は、はい」

　と返事をしつつ、ビクッと身体からだを震わせた。

「ちょっと飛んでご覧なさい」

「え、そんな……」

「学院祭ではあんなに華か麗れいに飛べたじゃない」

「わ、わかりました……」

　ダリルは羽をパタパタさせながら、地面を蹴けった。

　が、一秒か二秒は滞空したものの、重力には逆らえずに着地してしまった。

　何度かチャレンジするが、ダリルが飛べそうな気配はない。

「ダリル、頑張れ、頑張れ」

　いつの間にか拳こぶしを握りしめてネアが応援しているが、それでもダリルはぴょんぴょん跳ねるのみだった。

「では、ヨシュアさん、彼女に命じてご覧なさい。『飛べ』と」

「なるほど……」

　確かに、それは俺もチラリと考えはした。

　まさか、と思ってそのときはあまり気にしなかったのだが……。

「ダリル、飛んでくれ」

「あ、はい……」

　もう一度、ダリルが地面を蹴った。

　まず、跳躍からして高さが違った。軽やかで、それでいて力強い踏み切り。

　ふわり。

　これまでのぴょんぴょんとは明らかに軌道が違う。

　ダリルの翼が大きく開いた。

　いつもは可愛かわいく見えるその翼が、今は力強く、雄々しくさえ見える。その翼がバサリと大きく羽ばたいた。

　その一度の羽ばたきで、ぐん、とダリルの身体は中庭の空へと大きく飛躍する。

「おー！　ダリル飛んだー！」

　ネアが大喜びで、宙を舞うダリルに手を振った。

　そしてダリルが空から降りてくると、ネアはご機嫌の笑顔で、ダリルに「かっこいーにゃ！」と言いながら抱きついた。

「まさか、マリアベルは、ダリルが飛べたのはヨシュア様の一言が原因だって言いたいんですの……？」

「あら、他に理由が考えられて？」

「確かに、これまでダリルさんが飛べたときの状況を考えると、義よし弥や君がそう指示を出していたときに限られるわね……」

　マグマに落ちそうになって、初めて飛んだダリルに助けられたとき、俺は「下からの熱気を翼で受けるようにしろ」とアドバイスした。

　ネアを助け出す作戦のときは、ハッキリと「飛んでくれ」と言った。

　学院祭でも、毎回、ショーの前には激げき励れいしに行っていた。

「……」

　何を思ったのか、杏あん奈なはすらりと剣を抜いた。

　そして校舎の壁の一番遠いところに向かって構えを取り、

「ハッ！」

　と鋭く剣を一いつ閃せんした。

　剣の刃から放たれた衝撃波が、空気と樹木の葉を震わせながら、校舎の壁にぶつかって弾はじけて、袈け裟さ懸がけの傷を刻きざんだ。

「義弥君」

　杏奈が俺を見る。

「わかった。杏奈、あの壁に衝撃波を放ってくれ」

　杏奈はもう一度同じように構えて、剣を振り下ろした。

　……違う！

　切っ先の速度はもちろん、放たれる気迫からして、全然違っていた。

　案の定、二撃目の衝撃波が一〇センチほど横に刻みつけた傷は、大きさも深さも倍近く勝っていることが遠目にも明らかだった。

　全員が息を吞のむ。

「やはり、わたくしの推測は正しかったようね。救世主クラスの能力は、味方の強化よ。きっと、指示に従したがう仲間の能力を大きく強化するんだわ」

　満足げに、マリアベルがうなずいた。

「あなたたちのパーティがここ一番というところで強かったのは、これが原因だったというわけね」

「ビックリですわ……」

「今考えれば、確かに、本格的に冒険を始めて間もなかった頃からクエストのボスをホイホイ倒せたりしたのは、都合がよすぎた」

「きっと、義よし弥や君も私と同じくらいの速度で成長していたのね。ただ、全部その能力の成長に費やされてしまったから、目には見えなかったのよ」

「……全っ然実感が湧わかないけどな」

「でも、事実ではなくて？　手記で始し祖そ様が仰おつしやっていたこととも合致するもの」

　ええと、

『君が救世主ならば、魔法もスキルも使えないがゆえに、多くの人に助けられてこの世界で生きてきたはずだ。

　その過程で結ばれた絆きずなは、何ものにも替えがたい武器になる、と私は信じている』

　……だったか。確かにな。

　能力の強化は確かに重要だ。ＲＰＧにおけるボス戦の要かなめだ。しかも、これまでこの能力を無自覚に使っていたということは、どうやら魔法のように使って消耗するタイプでもないらしい。ほとんど常時発動型パツシブ能力に近いのではないだろうか。

　ほぼ無制限に、ホイホイ味方を強化できる能力。しかも、指示の出し方によっては、大人数もまとめて強化できるのかもしれない。

　だとしたら、なるほど、それは強力だ。超強力だ。

「これからは、意識的に指示や命令を出すといいわ。今や、ゲームガルドのほぼすべてが貴方あなたの指揮下にあるんだもの。ただ命令するだけで効果を発揮するその能力、出し惜しみすることなんかないでしょう？」

「そうだな。でも、それを作戦に織り込むことはやめておこう」

「あら、どうして？」

「発動条件はなんとなくわかったが、具体的にどのくらい強化されるのかとか、どのくらい持続するのかとか、効果の内容の検証が足りない。これを前提に作戦を立てると、期待した効果に達していなかった場合、簡単に瓦が解かいする」

「ずいぶん慎重なのね。もう少し自分に自信を持ってもいいのではなくて？」

「自分だから自信を持たないんだよ。俺は俺がこの世で一番信用ならないことを知っているからな。主に運の悪さで」

　マリアベルも含めて、ほぼ全員が苦笑した。

　ネアだけが、小さい手で俺をペシペシと叩たたいて、「ヨシヤにはいいところもいっぱいあるよ？」と慰めてくれた。

　うん、ネア、そういう一言が一番グサグサくることもあるんだぜ？
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　マリアベルと別れて向かったのは、ドワーフの地下工房街（の地表部分）にある大たい衆しゆう酒さか場ばだった。

　店内は、ドワーフのみならず、人間やエルフ、ドラゴンも含めた建築関係の技術者や土木関係の専門家たちでひしめいている。ここにいる全員が、ティーナの親父おやじさんにお願いして集めてもらった、腕利きの職人たちだった。

　けれど、酒場特有のやかましいお喋しやべりは微み塵じんも存在していない。

　酒を手にしている人は一人や二人ではないけれど、全員が俺の話に真剣な顔で耳を傾けてくれていた。

「……というものを、大急ぎで造ってほしいんです」

「なるほど。話はわかりやした」

　うなずいたのは、ティーナの親父さんだった。

「で、納期は？　大急ぎだそうですが、具体的にはいつまでに仕上げればいいんで？」

「明日。できれば、午前中のうちに」

　俺の言葉に、静かだった店内にどよめきが満ちる。全員の顔に、「そんな無む茶ちやな」という抗議の表情が張り付いていた。

「無茶は承知です。でも、敵は待ってくれません。世界を救うために、なんとかお願いします！」

　そう言って、俺は深く頭を下げた。

　困ったような空気が流れる中、

「何をしておる。さっさと取りかからんと、本当に間に合わなくなるぞ」

　一人のドワーフが、手にしていたグラスをテーブルに置いて立ち上がった。

　思わず顔を上げる。

　声の主は、白髪交じりで貫かん禄ろくのあるドワーフだった。

　見覚えがある。

　おそらく、俺たちの住んでいる屋敷を引き渡してくれたドワーフだ。

　ティーナの親父さんは、こっそりと、

「うちの親方でさ。こりゃ、周りにお冠かんむりですぜ」

　と教えてくれた。

　実際、すぐに、

「おぬしら、全員が救世主様の呼びかけに応じて、息巻いて学院に押しかけたんじゃろうが。その救世主様が、世界を救うためにワシらの力が必要だと頭まで下げておる。これを誇らずにどうする！　これに応こたえられずに何が職人か！」

　と店内全方位を一喝したのだった。

「ドナン！　集められるだけ人を集めろ！　それと、夜通しの作業になる。夜食の手配も忘れるでないぞ！」

「へ、へい！」

　ティーナの親父さんと親方さんがさっさと店を出る中、あちこちから「負けてられるか！」「うちもやるぞ！」と火が点ついたような声が聞こえ始める。

「みなさん、よろしくお願いします！」

　ゾロゾロと店を出て行く職人たちの背中に、俺はそう声をかけた。




　ついでに、行きつけの武器屋に寄った。

「髭ひげの人ー！」

　手を振るネアに、店主の親父おやじさんがドワーフ特有の豊かな髭をしごきながら相好を崩す。

「これはこれは、いらっしゃい」

「混んでますね」

　賑にぎわう店内を見回しながら、言った。

「決戦に備そなえて武器を新調しようという常連が多くてのう」

「なるほど」

「シェリスのトゲトゲ鉄球は大丈夫？」

　ティーナに問われて、シェリスはえっへんと胸を張った。

「この子はそんなにヤワじゃありませんわ！　それに、特注品ですもの、今から注文ちてもたぶん間に合いませんわ」

「ええと……じゃあ、ヨシュアさんとアンナさんが武器を買うんですか……？　あたしは素手だから必要ありませんし……」

「私は特に考えていないけれど」

「俺も別に買わないぜ。ってか、手に馴な染じんだモノの方がいいだろ」

「じゃあ、どうしてここに……？」

「ちょっとネアの武器のことで、親父さんに相談したいことがあって」

「みゃう？」

「ほう。伺いましょう」

　ネアの名前を聞いて、親父さんがずいっと身を乗り出してきた。

「ネアの武器の特性は、弾が矢のように形状が決まったものでなくてもいい、ってことだと思うんですよ」

「ほうほう」

「つまり、こういうものをスリングショットで飛ばすのは有効なんじゃないかと思うんですよ。全属性無効化でダメージにはならなかったとしても」

　俺は紙に図を書いて、アイデアを親父さんに説明した。

「ふむ、なるほど」

　ふむふむ、と何度も親父さんがうなずく。

「今日中に作れますか？」

「強度にさえ気をつければ、そんなに難しいものじゃありませんな。他ならぬ救世主様の頼みで、ネアちゃんのためとなれば、急ぎでやってみせましょう」

「おー、さすが髭の人！」

「任せておきなさい」

　親父おやじさんはネアの頭を撫なでて、腕をまくりながら店の奥へと消えていった。




　そのあと、また学院に戻り、上位・中位パーティの学生たちや先生方を講堂に集めて、

「まず、大原則として、緊急時は学院に集合。万が一はぐれたり、奇襲を受けて散り散りになったり、判断に迷ったりした場合は、ここに集合して仲間と合流、その上で次の行動を話し合うこととします」

　そう説明した。その後、編成と役割、そして作戦に際しての動き方などを発表していく。

「いったんパーティは解体します。役割ごとにクラスや個人を割り振っていくので、自分の所属を確認後はそれぞれの責任者の指示に従したがってください。

　まず、戦士組の中で聖騎士を目指している人、及および防御系スキルを優先して習得している人は『聖騎士隊』として運用します。言うまでもなく、役割は味方の防衛。責任者は委員長に……リムルにやってもらいます」

「心こころ得えた」

　委員長が自信ありげに深くうなずいた。

「他の攻撃重視の戦士組の人たちには、シェリス中心の『第一攻撃隊』とイルザ中心の『第二攻撃隊』に別れてもらいます」

「了解ですわ」

「お任せあれ、でございますわ」

「あと、ドラゴン科の中でもシルバードラゴンの人は、マリアベルのところで一度話を聞いてください。『シルバードラゴン隊』は有志参加なので、断ってもらっても結構。その場合は別の役目に回ってもらいます」

「もちろん、わたくしは了承済みでしてよ。スタードエル家の者は、ドラゴンの祖のお言葉を思い出しなさい」

「それから、レッドドラゴンの人も、『レッドドラゴン隊』を編成するので、そちらに。リーダーはダリル」

「えっ!?　あ、あたしですか!?　そんな、無理ですよう……」

「指示はこっちで出すし、別に難しいことは何もない」

「その通りでしてよ、ダリルさん。仮にも救世主パーティ（仮）のメンバーがいるのにリーダーを務めないのでは、士気に関かかわるわ」

「はあ……」

　マリアベルの口くち添ぞえもあって、ダリルは自信なさげにではあったがうなずいてくれた。

「他のドラゴンは、『第一・第二攻撃隊』に加わってください。

　弓使いは弓兵隊として運用します。指揮はレーナ。猛獣使い隊はサリナの指揮で、猛獣たちの鋭敏な感覚と機動力を駆使して死傷者及び逃げ遅れた市民の捜索と救助、回収を」

「ライバルに指図されるのは気に食わないけど、緊急事態だし仕方ないわね」

「任せてほしいのです」

「魔法使いは回復担当の医療班と、前衛や防御役に飛行魔法などをかけてサポートする支援班の二つに分けます。支援班配属の人は作戦の進行状況によって求められる役割が変わってくるので、しっかり指示を頭に叩たたき込んでおいてください。それから……」

　各隊にそれぞれ教室を割り振り、各教室を回って、どう動いてほしいのか、何をするための隊なのかを説明していく。

　全員が作戦の全容を知る必要はない。いや、全員が知っておくに越したことはないのだが、短時間で全員に丁寧に説明している時間はない。

　どのタイミングで自分たちが何をすべきなのか、それさえわかっていれば、作戦の実行は可能なのだから。




　そして、それらを終えたあと、俺は学院長室へと向かった。

「これは……？」

　学院長は、俺が差し出した『冒険の書』を見て、怪け訝げんな顔をした。

「これは、敵に筒抜けになっているのではないのですか？」

「だから、です」

　俺はニヤリと笑って『冒険の書』を開いて見せた。

『光こう一いち郎ろうへ

　どうせ筒抜けなら、あえて書いてやる。俺たちの作戦が第二段階に入った瞬間、それが決着をつけるときだ。逃げずに来いよ。』

「挑戦状ですよ」

「何も、こんなときに挑発しなくても」

「どうせ何も言わなくたってやってきますって」

　苦笑する学院長に、俺は『冒険の書』を押しつけるように渡した。
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　夜、夕食のチキングリルを食べ終えた頃、武器屋の親父おやじさんが、頼まれていたブツが完成したから、と届けに来てくれた。

　親父さんに礼を言って代金を支払い、帰っていく背中を見送ったあと、スリングショットで飛ばす特殊弾の手触りを確認しつつ、ネアの名を呼びながらみんながお茶を飲んでいるリビングに戻った。

「にゃんだー？」

　駆け寄ってきたネアの腰にポーチを着けてやりつつ、

「いいか、これはネアの秘密兵器だ。俺が合図したら、この弾をスリングで撃つんだぞ」

　と言い含めながら、親父さんが届けてくれた特殊弾をポーチに詰つめていく。

「秘密兵器！　かっこいーにゃ！」

「だろ。俺がいいって言うまで使っちゃダメだぞ」

「みゃう！」

　大喜びでポーチを触ったり、杏あん奈なに見せびらかしたりしている様子は年相応で微笑ほほえましい。本当は、他の初等部の子たちと一緒に避難させる方がいいのかもしれないけどな……。

「なあ、ダリル」

「は、はい……っ」

「ダリルはレッドドラゴン隊だけど、出番は最後の方だから、それまではネアを抱えて飛んでもらえるか？」

　ぴこん、とネアの耳が反応した。

「ダリルと一緒に飛べるの!?」

「え、ええと……あたし……？」

「ああ。ネアもダリルと組む方が安心できるだろ。案外人見知りするしな」

　以前にも考えたことはあった。ネアとダリルの飛行ユニット。地上の敵を一方的に攻撃できるメリットを考えてのことだったが、『創世の聖竜』は空を飛ぶのだ。

　魔法を使うにせよドラゴンにせよ、こちらも飛ぶことを考えなければ同じ土俵にすら立つことができない。

「わかりました……！　ネアちゃんのためなら、あたし、やってみます……！」

「ダリルと飛ぶー！」












　ネアがダリルに抱きついた。

　ネアが絡むと、ダリルもすぐ前向きになってくれて助かるな。

「ところで、ティーナ。転移魔法は実用化できそうか？」

「（もぐもぐ）」

　食後だというのに、絶え間なくドライフルーツを食べていたティーナが首を縦に振った。

「異世界への転移はまだまだだけど、通常の転移魔法なら、もう目め処どは立ってる」

「よし、助かる。あと、訊ききたいんだが、ティーナが転移魔法を使えば、かなりの範囲を巻き込むよな？」

「うん」

「じゃあ、『創世の聖竜』はどうなる？　やっぱり無効化されるのか？」

　うーん、とティーナは考え込んだ。

「やってみなきゃわからない。そもそも、『創世の聖竜』の無効化が、どんなシステムなのかにもよる。ダリルたちドラゴンは体表に各元素の力が満ちていて、それが外的な刺激を中和してるって言われているけど、実はそれも一説にすぎない。例えば、水属性のブルードラゴンも、おなじく水属性の回復魔法は無効化しない。だから、属性だけじゃなくて、属性に攻撃的な要素が加わったときに無効化の力が働くんじゃないかとか、無意識的にコントロールしてるんじゃないかとか、色々言われている」

「つまり、ドラゴンの身体からだについて、何もかもが解明されているわけではないのね」

　杏あん奈なの言葉に、ティーナがうなずいた。

「まあ、無理もないわね。私たちの世界でも、人体のすべてが解明されているわけではないもの。特に脳はブラックボックスが多いというわ」

「転移魔法そのものは、ぶっちゃけドラゴンに関して言えば、味方の転移魔法は効く。敵の転移魔法は無効化できる。ドラゴンじゃなくても、敵の魔法に対しては意志の力で抗あらがうことはできる」

「でも、ティーナの魔法に抵抗するのは至難の業わざですわよ」

　だろうな。素で強化てんこ盛りだもんな。

「あのとき──『北風の魔宮』では、光こう一いち郎ろうは確か『全属性を無効化するフィールドが全方位に常に展開されている』と言っていた。だとすると、普通のドラゴンとは違うシステムなのかもしれない。そうなると、ちょっと断言はできない。私の場合は一番得意な風の元素を利用するから、対象は周囲の空間そのものになる。だから、無効化されない可能性もなくはない……気がする」

「なるほどなあ……」

　何かしらの手を打たない限りは、効かないものとして考えておいた方がよさそうだな。

　いずれにしても、ティーナの四回の魔法をどう活いかすか、が一つの鍵かぎになる。

　現状では、いつもの『命中強化』、この前初披ひ露ろうしてくれた『防御強化』、それと何度も助けられた『幻覚系』、そして最近はご無ぶ沙さ汰たの『蘇そ生せい』、あとは敵を巻き込んでしまうデメリットはあるものの『治癒』が可能、と。

　治癒はよほどのことがない限り、味方にだけ使える杏あん奈なに頼むことになるだろう。治癒のための医療班も編成してあるし、ティーナの魔法は他のことで使いたい。

　それから、一度『命中強化』を使ってしまえば、おそらく戦場にいるすべての敵味方の攻撃が命中するようになってしまう。いわば諸もろ刃はの剣、使うタイミングには細心の注意が必要だ。

　……四回、か。

　できれば一回くらい、万が一の事態に備そなえて温存して戦いを終えたいものだが……。

「ねえ、義よし弥や君」

　考えにふける俺の意識を、杏奈の声が呼び戻した。

「ん？」

「私は？」

　にっこりと、杏奈が微笑ほほえみながら訊きいてきた。

「私、まだ何も役目を振られてないんだけれど」

「あー」

「あーって何よ、あーって」

「じゃあ、副司令官で」

「じゃあ!?　何よ、その適当さは！」

　うーん、参ったな。正直、杏奈が黒杏奈化したときに御ぎよしきれる自信がない。いつも以上の力を発揮してくれるかもしれないが、能力を確定できない戦力は配置しにくい。

　というか、この世界に来たばかりの頃のように暴走されてピンチに陥ったりしても、救援に差し向けられる戦力はない。そして、両親の仇かたきへ向けられる杏奈の黒いオーラ……というか必死さは、どうにもあの頃の杏奈を思い出させるのだ。

「要は、ワイルドカードだ。杏奈は剣も魔法も防御もこなせるオールラウンダーだろ。不測の事態が起こったときに備えて温存する」

「それ、結局出番なしってことじゃない！」

「出番がなかったら、特にアクシデントもなく勝てたってことだぞ。めでたいだろう」

「それ、どう考えても詭き弁べんでしょ！」

　まあ、半分くらいはその通りなのだが。

「そんなに役目が欲しいなら、俺の護衛も兼任してもらう」

「……」

「不満そうな顔するなよ。指揮官のボディガードなんて大役だろ」

「それはそうだけど……」

「俺も、杏奈が側そばにいてくれたら心強いしな」

「えっ」

　杏奈が顔を赤らめた。シェリスとティーナが頰ほおを膨らませる。

「わたくちも、ヨシュア様のボディーガードをちたいですわ！」

「私もそっちがいい」

　……なぜだ。これまで考えた作戦全部無視か。

「とにかく、この話はもう終わり。今日はみんな早く寝ろよ。明日以降、ゆっくり眠れる時間があるとは限らないからな。できれば、今夜も緊急事態に対応できるようにして寝てくれ。じゃあ、お休み」

　そう言って、俺はリビングを出て自室へと引っ込んだ。
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　自室で作戦の最終確認をしていると、コンコン、とドアをノックされた。

「どうぞ」

　俺の部屋のドアを開けたのは、杏あん奈なだった。

　緊急時への備そなえだろうか、もう寝る時間だというのに、ビキニアーマー姿のままだ。

「やっぱりお前か」

「そういう言い方をするってことは、用件もわかっているんでしょう？」

「……まあな」

　少し前に散々不満を言われていたのだから、そのことだろうと考えるのが普通だ。

「私に役目を振らない本当の理由を教えてもらえるかしら？　みんなの前では言えないこともあるでしょうし」

　言いながら、杏奈は俺の部屋に入ってきて、後ろ手にドアを閉めた。

　やれやれ、やっぱその話か。

「お前さ、将棋とかチェスは知ってる？」

「チェスならルールくらいは」

「じゃあ、チェスを指すとき、お前はキングに突撃させたりするか？」

「それはしないけれど……でも、キングは義よし弥や君でしょう？」

「違う。お前だよ。より正確には、お前が持ってる管理者キーだけどな」

「だったら、貴方あなたに預けるか、他の場所に隠せば……」

「そうしたとしても、お前が突っ込んでいったら隠したことがバレバレだろ。まして、どこかに隠しておいてそこが吹っ飛ばされたらどうするんだ。この先、どんな展開になるのかわからないんだぜ？　俺たちが日本に帰るために、その管理者キーは必要になるかもしれないんだ。色んな意味で、死守しなきゃならないんだよ」

「それはそうかもしれないけど……」

「それに、お前に側そばにいてほしいってのも本音なんだぜ」

「えっ」

　杏奈が面食らったような顔をした。

「そりゃそうだろ。ゲームガルドで一番防御が上う手まいのは委員長かもしれないけど、俺は組んで戦うなら杏あん奈ながいいと思ってる。委員長は杏奈ほど俺の戦い方を知らないし、杏奈ほど俺の考えをパッと理解してもくれないだろうしな」

　ゲームガルドに来て、ずっと一緒に冒険してきた日々は伊だ達てじゃない。単純な強さやスキルの高さより、もっと優先するべき信頼関係が形成されているのだ。

「わかるだろ？　頼りにしてるんだよ、相棒」

「……なんだか上手く言いくるめられた気がするわ」

　唇を尖とがらせてそっぽを向きながらそう言って、しかし、直後、杏奈は少し頰ほおを染めて微笑ほほえんだ。

「でも、それで納得しておくわ。義よし弥や君も、早く寝た方がいいわよ」

「ああ、そうするよ」

「お休みなさい」

　杏奈が、そう言って俺の部屋から出て行った。

　……やれやれ。

　やるべきことはやった。だから、杏奈の言う通り早く寝よう。

　明日以降、時間に余裕がある限り、各部隊の独自の役割を反復練習するだけだ。だが、その時間が果たしてどれだけあるのだろうか。

　ベッドに入って目を閉じると、決戦の足音がヒタヒタと聞こえてくるようだった。





第二章▼　天使、襲来！




　いつもと同じように、その日は始まった。

　ネアとの早朝の散歩をし、練習に失敗して墜落するダリルに遭遇し、杏奈が作った美お味いしい朝食を食べる。

　だが、いつも通りだったのはそこまでだった。

　上空から、けたたましい角笛の音が響いてくる。凶暴なモンスターや猛獣が街に近づくなど、緊急時に竜騎士隊が危険を知らせる笛の音だ。

　そして、今、考え得る緊急事態とは──

　俺は慌てて、屋敷の外に出た。

　そんなもん、ヤツが来た以外に何がある!?

　そして、外に出て空を見上げた俺の目に飛び込んできたのは、街中に警戒を呼びかける竜騎士たちと、あの機械仕掛けの巨大なドラゴン、そして、その『創世の聖竜』に付き従したがう何百……いや、おそらく一〇〇〇を超える有翼人の影だった。

「……天使……だと……」

　やはり、ヤツは『天使の里』に向かっていたのだ。そして、どうやったのか天使を味方につけた。いや、檻おりの壁が動いていないところを見る限り、支配下に置いた、というべきなのかもしれない。

　確かに、強力な兵器が一つあったところで、街を支配するのは難しい。常に兵器の照準を向けておくと同時に、小回りがきく兵隊がいた方がずっと効率はいい。

　特に、「管理者キーの受け渡し」のような要求がある以上、単騎では致命的な隙すきをさらさなければならない瞬間が絶対に出てきてしまう。

　こちらとしては、そここそが狙ねらい目だったわけだが……。

　だからこそ、ヤツは天使を味方につけたのだろう。天使の里の存在を知っていて、真っ先にそこへ向かったのだ。

　……くそ、さすがに手て強ごわい……！

「義よし弥や君！」

「にゃんだー？」

　仲間たちもみんな、外に出るなり、空を見て絶句していた。

　避難を呼びかける竜騎士たちの声と、その指示に従したがって定さだめられた避難ダンジョンへと向かうべく家を出る人たちの声とが入り交じる。

『さて、ゲームガルドの住人諸君。取引だ』

　機械のドラゴンから、拡声器を通したような声が、大音量で発せられた。

『救世主一行が所持していると思われる管理者キーを差し出し、クエストクリアに協力したまえ。そうすれば、せめてあの塔に到達するまでの平穏を約束しよう』

　だが。

「耳を貸すな！　落ち着いて、決められた通りに行動するように！」

「救世主様を信じろ！　速やかな避難も戦術のうちだ！」

「応援要請、応援要請！　避難が終わるまでの時間は竜騎士団と警備隊でなんとしても稼ぐんだ！」

　ゲームガルドの住人は、誰一人耳を貸そうとしない。

　当たり前だ。期限付きの平穏など、なんの意味があるというのだ。

「義弥君！　どうするの!?」

「どうもこうもない！　とにかく避難が終わらないことには作戦も何もない！」

「では、避難のお手伝いですわね！」

「みんなを守らないと」

「こ、怖くなんてないです……っ！」

「ヨシヤ！　秘密兵器？　秘密兵器、使う!?」

「落ち着け、ネア。それはまだだ」

「みゃう！」

　おそらくは、同じような会話があちこちで交わされていたのだろう。程なくして、魔法や矢が街中のあちこちから放たれ始めた。

『なるほど、交渉の余地はないか。よかろう、クエストを解くのに街一つ分もの奴ど隷れいは必要ない。愚かな選択の代償を思い知るがいい。やれ、天使ども』

　冷酷な命令が下され、天使たちが翼をはためかせて下降してくる。

　今まさに、決戦の火ぶたは切られたのだった。
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「アンニャ！　天使？　がカメラを持ってる！」

　空を指さして、ネアが叫んだ。

　なんだって？

　見れば、確かに剣や槍やりを持った天使の中に、記者のコルネさんが写真を撮るのに使っていたような拳けん銃じゆう型の装置や、テレビの中継のときに見た、映像を撮るためのロケットランチャー型の装置を持っている者、それ以外にもサブマシンガンのようなものやアサルトライフルのようなものを持っている者が複数いる。

　だが、カメラなんかこの局面で持たせるか？

　だとすれば、アレは──、

「……違うッ！　あれはカメラじゃない！　俺たちの世界の武器、銃だ！　気をつけろ、鉛の弾や炸さく裂れつ弾が飛んでくるぞ！」

「ええっ!?　あれが、いつかヨシュア様が話してくれた武器ですの!?」

　そういえば、いつだったか、夜営したときにそんな話をしたことがあったっけ。

「たぶんな！　問題は、鎧よろいの防御力が銃弾に対してどのくらい有効かってことだが……確か、魔法でフルプレート・アーマーくらいの防御力はあるんだよな、これ」

「物にもよりますわ。わたくちたちのパーティの防具はかなり品質がいいですからそのくらいはあると思いますけれど……」

　杏あん奈なが、難しい顔で、

「……義よし弥や君、知ってる？　私たちの世界では、騎士や武士の金属鎧が衰退したのは、銃の登場が要因の一つなのよ」

　と首を横に振りながら言った。

「うげ。でもほら、防弾チョッキとか……」

「あれ、確かに銃弾は防いでくれるけど、無傷で済むわけではないらしいわよ。場合によっては、衝撃で凄すごく腫はれたり骨が折れたりするらしいわ」

「マジか……」

　まあ、死なないだけでも充分な効果なのかもしれないが。

「あとは、防御系のスキルがどこまで有効か、かしらね」

「くそ、なんてものを持ち込みやがる……！」

　おそらく、銃器を知らないゲームガルドの住人は、不意打ちを受けて苦戦を強いられることだろう。

　委員長たちやマリアベルを始め、知り合いの顔がいくつも思い浮かぶ。

「みんな、無事でいてくれよ……！」

　いや、他のパーティの心配をしてる場合じゃない。みんな歴戦の冒険者なのだ、きっとすぐに慣れて対応しているに違いない。

「みんな、なるべく固まって行動するんだ！　銃の弾を避けるのはまず無理だ！　杏あん奈な、防御スキルでどのくらいの範囲をカバーできる!?」

「委員長さんと違って、せいぜい大きめのコウモリ傘程度よ。それに、銃弾の速さに反応しきれるかどうか……！　もちろん、やってはみるけれど……」

「頼む。杏奈はみんなを守ることに専念してくれ！」

　空を見やれば、『創世の聖竜』は動く気配がない。天使に命じて自分はどっしり、司令官か王様の気分というわけだ。

　……いや、動けないのかもしれない。

　この前の『北風の魔宮』を消し去ったようなブレスを乱発すれば、街を壊すのは早いかもしれないが、俺たちが巻き込まれてしまえば管理者キーまでこの世から消し去ることになってしまう。

　だとすれば、俺たちの位置は知られない方が、結果として街を守ることになる。俺たちの居場所が知られない限り、あのブレスで街を破壊し尽くすような真ま似ねはできないはず。

「とにかく、行くぞ！　みんなの避難を手助けするんだ」

　杏奈とダリルを前衛に立てて、俺がしんがりになって、屋敷の敷地を出る。

　ふと振り返って、ここに帰ってきて平和なときを過ごせるのはいつになるのだろうか、と思わずにはいられなかった。
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　戦いが一方的だったわけではない。けれど、ゲームガルド側の指揮系統は事実上崩壊していた。

　襲撃がこんなに早いと思わなかった俺の読みの甘さと、天使の大群がたった一日で敵方につくという予想外の事態が原因だった。

　俺の責任だ、とは思う。が、万全に備そなえていたとして、この事態を避けられたかというと、あまり自信はない。

　一つ言い訳をするなら、戦争を経験したことがないゲームガルドの住人には、外部からの攻撃に備えて一丸で臨戦態勢を整える、という経験がない。いきなり一方的な命令で、長時間の緊張状態を強いるのも得策ではないと思えたのだ。

　それに、それを悔やんでも、もう起こってしまったことは覆くつがえせない。

　だから！

　天使の振り下ろす剣を聖なるダガーで受け流して、左手でタリスマンを抜いて折りつつ、その魔法を蹴けりで天使に叩たたき込んだ。

　とにかく、今はできることをやるしかない。

　まだ、道には逃げ惑う市民がうじゃうじゃいるのだ。

「みなさん、早く避難ダンジョンへ！　杏あん奈な、後方の防御任せた！　ダリルは飛んで空中の敵を迎撃！　ネアはダリルの援護！」

「簡単に言ってくれるわね……！」

　銃弾を盾で弾はじいて避難する市民を守りつつ、杏奈が悪態をつきながら笑った。

「は、はいっ……！　頑張ります……！」

　ダリルが気張って宙を舞い、

「秘密兵器は!?　今が使いどき!?」

　目をキラキラさせて俺に訊きくネアに「まだ！」と答える。

　はやる気持ちはわかるが、ネア、秘密兵器撃ちたすぎ。

「ヨシュア様！　わたくちたちは!?」

「なんなら、魔法を使っても」

「いや、ダメだ！」

　大規模な幻覚魔法で天使たちの目を欺あざむくことも一瞬考えたが、結局は俺たちも市民も幻覚にかかってしまう。最悪、混乱するだけだ。だったら、ティーナの魔法は温存した方がいい。

　それにしても──なんだろう、天使たちの、この散さん漫まんな攻撃は。

　市民を集中的に狙ねらうでもなく、上空から連係攻撃を仕掛けてくるわけでもない。何がなんでも殺してやろうという覇気もなく、なんだか望んでもいないのに無む理り矢や理り戦わされているようだった。

　脅おどされているのか、操られているのか──。

　しかも、天使という種族からして、あまり攻撃的な特性や性質ではないようだった。頻繁に仲間に回復魔法をかけたりしていることから見て、回復に向いた種族であるように思える。

　いずれにしても、天使たちの士気の低さはありがたかった。そうでなければ、逃げる市民を守りながらの戦闘など、そんな簡単にこなせるものではないのだから。

　銃弾をかいくぐりながら、避難する人たちに落ち着いて行動するように呼びかける。

　あるいは、偽の斧おのの守護者に歯が立たなかったときの委員長たちの撤退戦は、こんな感じだったのかもしれないな、と思った。





　　　　＊






　やがて、見える範囲の避難は終了した。

　でも、それは避難訓練のように速やかだったわけでもないし、スマートだったわけでもない。俺たちパーティの六人に対して、守るべき市民が多すぎるのだ。

　おそらく他の冒険者たちも目の前のことで手一杯なのだろう。合流しに誰かを探しに行く余裕もなかったし、誰かが来ることもなかった。

　市民に負傷者だって出た。この事態に備そなえて治癒魔法のタリスマンを買い込んでいる家庭も多かったようなので、さほど心配は要らないとは思うが、この分だと死者が出た地区もあるだろう。

　そこかしこから銃声や剣けん戟げきの音が聞こえてくる。

　見上げれば依然として『創世の聖竜』は上空に控えているし、飛び回る天使たちの影も多数見える。

　逆に、竜騎士団の姿はもう空には見えなくなっていた。

　飛んでいては天使たちに包囲されてしまうし、住人への警告の役目は終わったし、おそらく建物の陰にでも退避したのだろう。そうであると──みんな無事なのだと、信じたい。

　ゲームガルドの空気の特徴だった鉄の香りは血の臭いに取って代わられ、香辛料の香りにも火薬のような臭いが混じる。おそらくは、これが硝しよう煙えんの臭いなのだろう。

　俺たちもちらりと見たロケットランチャーや、あるいはもっと他にも大型の火器があったのかもしれない。派手に壁が破壊された建物や、火の手が上がっている建物もあった。

　賑にぎやかに人々が行き交っていた通りからは人影と活気が消え、まるで昨日までとは違う街のようだ。

「ヨシュア様。これからどうするんですの？」

　飛び回る天使たちをやり過ごすために建物の陰に隠れてホッと一息ついたところで、シェリスに訊きかれた。

「一度、どこかのダンジョンに行って態勢を整える手もある。おそらく、お店の経営者とかはそれなりに商品を避難の際に持ち出しているはず」

「確かに、それを譲ってもらう手もありますね……」

「それはどうかしら。どのダンジョンもモンスターが出ないわけではないし、天使が入ってくることも考えられるわ。それぞれのダンジョンでも、そういうアイテムは生命線になるはずよ」

「だな。それに、忘れたのか？　ダンジョンの内部はヤツらに監視されてる。今は、俺たちは居場所を知られないようにするのが第一だ」

　ヤツの目的は杏あん奈なの持つ管理者キーだ。だが、俺たちの居場所が知られてしまったら、俺たちを避けてたくさんの市民が避難しているダンジョンをあのブレスで消し去るようなことをし始めるかもしれない。

　俺たちがもしかしたらその近くにいて、管理者キーも一緒に消えてしまうかもしれない、と思わせ続けることが、街やみんなを守ることにつながるのだ。

「とにかく、時間を稼ごう。きっと、ティーナの親父おやじさんたちはまだ作業を続けているはずだ。作戦開始の条件が整うまで、隠れて移動しながら、逃げ遅れた人がいないかどうか確認して回ろう」

「みゃう！」

　と元気よく返事をしようとするネアの口を、慌てて手で塞ふさいだ。

「しっ！　見つかっちまうぞ」

「みゃ、みゃう」

　こくこくとうなずいて、ネアは小声で返事をし直した。

「もしかして、今大声を出そうとしたらヨシュア殿は口を唇で塞いでくれるだろうか」

「ちょ、ティーナ、何を言ってますの!?」

「あ、あの……、大きい声は……」

「ダリルが正しい。お前ら少し静かに」

　まったく、緊張感が足りないと言うべきか、この期に及およんで平常心でいられることを頼もしく思うべきか。

「とにかく、移動するぞ。一カ所に留とどまっているのも危険だ」

　全員がうなずくのを見て、俺たちは物陰伝いに移動を開始した。




　近所の家々や商店を覗のぞきながら、

「誰かいませんか、逃げ遅れてませんか」

　そう声をかけて回る。

　最初の三軒は無事に避難できたのか、返事はなかった。

　が、四軒目の、よく食材を仕入れに来る精肉店では、そう呼びかけた瞬間に奥の方からガタッと音が聞こえた。

「誰かいるみたいですわ……！」

「だな」

「私たちは近所に住んでいる救世主パーティ（仮）です。助けにきました」

　杏あん奈なが再度、そう呼びかける。

　すると、奥から小さな女の子がおっかなびっくり姿を現した。

　ネアよりも幼くて、まだ初等部にも通い始めていないかもしれない。泣き腫はらした顔で、今まで精一杯泣き声を上げないように我慢していたのかもしれない。

「救世主様、助けて……！　お父さんとお母さんが……」

　俺たちは顔を見合わせてうなずき合い、

「お父さんとお母さんはどこ？　私たちを連れて行って？」

　杏奈に優しく訊きいてもらって、店の奥へと案内してもらった。

　店の奥は居住スペースになっていたようだが、無残にも崩れていてもはや原形を留めていなかった。ロケットランチャーの直撃を受けたのか、あるいは天使の魔法か何かにやられたのか。

　そして、居住部分だった瓦が礫れきの下に、よく顔を合わせている精肉店の親父おやじさんと女将おかみさんがいた。

「ヨシヤ！　お肉の人が！」

「ああ、わかってる。シェリス、ダリル、瓦が礫れきを退どかしてくれ」

「了解ですわ！」

「わかりました……！」

　二人が瓦礫に駆け寄るのと同時に、俺が親父おやじさんに、杏あん奈なが女将おかみさんに駆け寄って生死を確認する。

「義よし弥や君、こっちは無事よ。意識もあるわ」

「おう、親父さんも死んじゃいない」

　答えながら、回復魔法のタリスマンを取り出す。

　シェリスとダリルが持ち上げてくれた瓦礫の下から二人の身体からだを引きずり出して、俺のタリスマンと杏奈の魔法で怪け我がを癒いやすまでで約一〇分。

　こちらもアイテムや魔力を無尽蔵に使うわけにはいかないから完治とまではいかないが、どうにか自力で歩けるくらいのところまでは治すことができた。

「ありがとうございます……！」

　再三頭を下げる親子に、

「それより、避難場所まで三人で行けますか？」

　と訊きく。即、親子の顔が曇った。

　だろうな、と思う。幼い子どももいるし、誰しも腕に覚えがあるわけではない。

　俺は少し考えて、

「ティーナの魔法を使おう」

　と決断した。

「幻覚系の魔法で街の風景に溶け込めるような幻影を被かぶせてもらって、一番近い避難場所のダンジョンまで連れて行こう」

　たいていは敵味方の区別なく効果を発揮してしまうティーナの魔法だが、幻覚系だけは使い方によっては味方にだけ恩恵を与えてくれる。

　ティーナが作り出す幻影は、例えば俺の虚像を作ったとしても、広範囲に何人もの俺が現れるわけではない。もちろんそれも可能だが、この場合、『範囲拡大』の要素は通常より広い範囲の相手をも騙だませるようになる、という強化になる。『威力強化』も幻影の精度の向上に作用して、ティーナの幻覚系魔法はデメリットなしに強力なのだ。

　まあ、全属性無効化の『創世の聖竜』に幻覚魔法が作用するのかどうかは知らないが、建物の陰を縫うように進めばそう簡単には見つからないと思いたい。

「確かにそれが一番安全だとは思うわ。でも、それで大丈夫？　この先、逃げ遅れた人を見つける度にティーナさんの魔法を使うわけにはいかないわ」

「わかってる。だから、少しの間、ここで隠れていてもらう。もう少し捜索して、助けることができた人をみんなまとめてダンジョンに送ろう」

「なるほど、ティーナの魔法なら、人数が増えても一回で済みますものね」

「確かに、同じ一回なら最大の効果を狙ねらいたい」

「ですね……。隠れていてもらう時間、発見されてしまうリスクはありますけど……」

　確かに万全とは言い難にくいが、この状況では、何をやってもリスクがゼロにはならないだろう。

　俺たちがそんな相談をしている間、ネアは両親に抱きついて涙を流している女の子の頭を優しく撫なでて、

「大丈夫！　ネアたちがいるよ？　ヨシヤもアンナも、絶対負けないよ？」

　そう元気づけてくれていた。

　親父おやじさんと女将おかみさんにもしばらく隠れていてもらうことを承諾してもらい、俺たちはその後も同じようにコソコソと近隣の家々を回り、逃げ遅れた人や怪け我が人にんがいないかを調べていった。

　逃げ遅れがそう多くなかったのは、やはりみんなある程度覚悟ができていたからかもしれない。しかし、それでも精肉店の一家の他にも逃げ遅れはいたし、中には……

「ネアちゃん、見ちゃダメ！」

「にゃんだー？」

　杏あん奈なが手でネアの目を塞ふさいだのは、庭先で剣を手に亡くなっている男性の姿が見えたからだった。近くに翼が生えた死体も複数ある。家族を逃がそうと戦って、差し違えたのかもしれない。

　と、目を塞がれたネアの耳がピコピコと動いた。

「何にやにか上から来る！」

　弾はじかれたように、全員が身を隠した。今や、ネアの索敵能力には全ぜん幅ぷくの信頼を寄せている。ましてやこんな非常時、慎重すぎるくらいでちょうどいい。

　隠れて様子を窺うかがっていると、剣や銃で武装した天使が三人ほど死体の側そばへと降りてきた。

　舞い降りてきた天使たちは、口の中で何かを呟つぶやきながらそれぞれが仲間の死体に触れた。すると、死んでいた天使たちの傷がみるみる塞がり、あっという間に息を吹き返す。

　蘇そ生せい魔法か……！

　天使たちは、生き返らせた仲間に「大丈夫か？」などと声をかけ合いながら、飛び去っていった。

「おそらく、かなり高度な蘇生魔法。専門の魔法使いならともかく、あのクラスの蘇生魔法を戦士まで使えるなんて」

　ティーナがうめくように言った。

　実際、俺も何度もお世話になっている蘇生の魔法は、かなり高度な魔法なのだと聞いている。だからこそ、ティーナは医療機関でバイトをするようなこともできたのだ。

　蘇生魔法は杏奈にだって使えないし、学院でも習得している学生は数えるほどしかいないのだという。そのすべてが専門の魔法使いで、かつ、大半は回復や治癒の専門家を目指す秀才なのだそうだ。当然、そうした魔法を習得している者は、医療関係のエリートとして将来を約束されている。まあ、世界が滅ばなければ、だが。

「ヨシュア様、どうしますの？」

「戦闘は避けたい。あそこまで出て行けば、きっと天使たちに見つかってしまう」

「でも、死んじゃってるあの人は……」

「さすがにティーナに蘇そ生せいまでさせるわけにはいかない。非情なようだが、今はどうにもできないな……」

「勝てばいい。今日中に決着をつければ、死体もそんなには傷まない。魔法で蘇生するには充分間に合う」

「そうですね……。こんな酷ひどいこと、許されていいわけありませんから……」

　まったく同感だ。

　そのためにも、なんとしても勝たなければ。





　　　　＊






　精肉店の家族を始め、逃げ遅れた人々をティーナの幻覚魔法で身を隠して避難ダンジョンまで送ったあと、俺たちは精肉店に戻り、申し訳ないと思いつつも売り物のソーセージやベーコンを拝借して、昼食を取ることにした。

　こういう事態なのでいいかなとは思いつつも、ネアの教育上の問題もあるので、拝借した分の代金はそっとレジの前に置いておく。

　まだ使えるコンロを見つけて、それで炙あぶっただけのソーセージやベーコンだが、ずっと緊張が続いていたせいか、すこぶる美う味まい。

　みんなたくましく美味い美味いとエネルギーを補充する中、杏あん奈なだけは浮かない顔で何度もため息をついていた。

「どうした？」

「……なんでこんなことになってしまったのかしら、と思って」

「それはもちろん、フルカケミツヒロとかいう黒幕のせいですわ！」

「まさしくその通り」

「ですね……」

「みゃう」

　一分の隙すきもなく同感だ。

「そうね……。でも、なんだか私のせいのような気がしてしまうのよ……」

「なんでそうなる」

　思わず突っ込んでいた。

　何をどう考えても、杏奈は被害者だ。加害者に回りうる余地なんかどこにもない。

「まさか、もっと早く両親の仇かたきを突き止めて、殺しておけばよかった、なんて言うんじゃないだろうな？」

「……」

　杏あん奈なが黙り込んでうつむいた。ベーコンを焼く手も止まってしまっている。

「そりゃ違うぜ。杏奈は被害者であって、何も責任を感じる必要なんかない。杏奈には何一つ非はないんだから」

「それはそうかもしれないけれど」

「それに、これまでの経緯をどう振り返っても、それが可能になるターニングポイントは存在しない。もし可能になるとしたら、クリアした後に真相を全部知って、強くてニューゲームの二周目を始めた場合だけだ。生まれたときから全部知っていたなら、両親に警告することもできただろうし、ゲームガルドに落とされる前に光こう一いち郎ろうの親父おやじをなんとかすることもできたかもしれないからな」

「……ごめんなさい、義よし弥や君の言ってることが今ひとつよくわからないわ」

　ああ、そうだな。何言ってんだろうな、俺。しかも、よりによってこんなときに。でも、杏奈の言ってることも同じくらいおかしいと思うぜ。

「でもね、発端は私の両親と古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろの問題だったわけでしょう。娘としては、なんだかそこにみんなを巻き込んでしまった気がするの」

　頭を搔かいて、少し頭の中を整理する。

「前にも言ったけど、一人で背負い込むなよ。お前の仇きゆう敵てきは、俺たちみんなの仇敵だ。俺たちはお前の両親を知らないけど、お前が悲しんだり泣いたりしてるのを見て、許せないって思ってるんだから」

　俺の言葉に、ネアが「みゃう」と力強くうなずいた。

　シェリスもティーナもダリルも、同様にうなずく。

「杏奈は何も悪くない。お前の両親もだ。わかりやすすぎるほどに、悪いのは光一郎の親父だ。諸悪の根源は古掛光比呂だ。だからそいつをぶっ飛ばす。それ以上でも以下でもない、シンプルな話だろ？」

「……そうね」

「復ふく讐しゆうをするなとは言わない。綺き麗れいごとだけじゃ、納得できないこともたくさんあるもんな。思いっきり恨みを晴らせ。ボッコボコにな。個人的には全部の罪をきっちりルールに則のつとって償わせるべきだと思っているが、気持ちはわかるから、杏奈の気の済むようにしたらいいと思う」

「……なんだか、反社会的な行為の背中を押されるのも妙な気分ね」

　イタズラっぽく笑って、杏奈は止まっていた調理の手を動かし始めた。

　その表情に少しホッとしつつ、

「今日のお前、ちょっと面倒くさいぞ」

　と冗談めかして言った。

「うるさいわよ。……でも、……………………ありがとう……」

　まったく、いや、なんていうか、どういたしまして。





　　　　＊






　食事を済ませた後も、飛び回る天使たちの目を盗みながら、逃げ遅れた人や怪け我が人にんを探して移動を繰り返した。

　その中で、偶然にも──いや、違うな。おそらくは俺たちを捜し回っていたであろう一団に遭遇した。

　記者のコルネさんと、テレビ中継のカメラクルーたちだった。

「やっと見つけましたよ！　ヨシュアさん！」

　声を潜めながらも、コルネさんは俺たちに駆け寄って嬉うれしそうにそう言い、クルーたちに、

「早く、カメラ回して！」

　と指示を出した。

「こんな状況でカメラを回して、誰に向かって放送するんです？」

　不思議そうな顔で、杏あん奈なが訊きく。

「今、ヘンドリー商会の御おん曹ぞう司しが指揮を執とって、各避難ダンジョンに食料や日用品と一緒にテレビジョンを運び込んでいるんです。もうかなりのダンジョンで視聴できる状態だと思いますよ」

　なるほど……。リックも頑張ってくれているのか。

「みなさんを撮らせてください。救世主とその仲間が無事で、逃げ遅れた人を助けるために活動していることを知れば、きっと避難している人たちの活力になりますから」

　コルネさんの提案に、シェリスもティーナもダリルも、

「ヨシュア様、これはお受けするべきだと思いますわ！」

「確かに、みんな不安なはず」

「ヨシュアさんは、みんなの希望ですから……」

　そう言って俺の方を見た。

　ネアはカメラに興味津々だったが。

「どうするの？」

　そう訊く杏奈の顔は、中継のデメリットにも気づいていることを窺うかがわせた。

　ダンジョンに俺たちの映像が流れれば、当然、ダンジョンを監視下に置いている敵にも俺たちの所在がバレることになる。

　だが、俺たちの所在を味方に伝える必要性も、今はあるのだ。

　出鼻をくじかれてしまったことで作戦は少々頓とん挫ざしてしまっているが、まだ完全に潰ついえたわけじゃない。

　そして、今の時間を考えれば、条件は整っている可能性が高い。

　──いつまでも、こうやって燻くすぶっていても仕方ないか……。

　それに、地の利はこちらにある。敵が俺たちの居場所を探り当てるには、多少なりとも時間がかかるはず。それに比べて、仲間たちはこの街で生活をしている。敵に発見されるより先に、味方と合流できる確率の方が高いはず……。

「わかりました。なんなら、今から密着取材してください。でも、放送を始めた瞬間から、俺たちの側そばは危険になります。そのことは理解した上でお願いします」

　俺は、勝負に出ることを決断した。





　　　　＊






　ロケットランチャーのようなカメラが俺たちを見つめている。

「ゲームガルドのみなさん！　お喜びください！　救世主様はご無事です！」

　少し興奮気味に、コルネさんは語った。

「救世主パーティ（仮）のみなさんは全員ご無事で、ずっと逃げ遅れた人や怪け我が人にんを探して回っていたそうです！　もしかしたら、救世主様に助けてもらって避難した方がいらっしゃるダンジョンもあるのではないでしょうか」

　そして、コルネさんは手にしていたマイクを俺に向けた。

「救世主様、視聴者のみなさんに一言、どうぞ」

　俺は、こほん、と咳せき払ばらいを一つして、

「俺たちはまだ負けてない。っていうか、負けるつもりもない。だから、安心してそこで俺たちの勝利を祈っててくれ。なるべく早く、元の生活に戻れるように努力する」

　カメラ目線で真面目まじめな顔で言った。

　そして一度言葉を切り、ニヤリと笑って、

「それから、関係者各位。俺たちは、これより作戦行動を開始する。これから緊急時の集合場所に向かうから、そこで落ち合おう」

　そう宣言した。





第三章▼　反撃の狼煙




「とにかく、今言った通り緊急集合場所に向かうぞ」

　杏あん奈なもシェリスもティーナもダリルも、俺の言葉に力強くうなずいた。

　ネアも「みゃう！」と元気よく返事をしてくれた。そうかー、緊急集合場所のこと、ちゃんと覚えていたのか。偉いぞ、ネア。

　これまで通り、身を隠しながら、学院へと向かう。おそらく、さっきの『作戦行動開始宣言』を聞いた仲間たちも行動を開始しているはずだ。

「行くぞ」

　家々の軒のきを伝うように空を舞う天使たちから身を隠しつつ、移動する。その後ろを、コルネさんたちカメラクルーがついてくる。どうやら、危険なんかお構いなしに、一部始終を中継する気らしい。

　まあ、こんな状況でカメラを抱えて俺たちを捜し回るくらいだから、最初から危険なんか覚悟の上だったのかもしれない。コルネさんたちもプロの判断で行動しているのだろうから、自分の身は自分で守れるだろう。

　エルフの魔法商店街を縦じゆう断だんして、ドワーフの地下工房街の地上部を通過し、ひたすらゲームガルドの中央へ。

　だが、完全に見つかることなく移動し続けるのは、そう簡単ではない。

　中央区に入り、いよいよ学院も見えてきたという頃。

「あいてっ」

　運悪く、崩れ落ちてきた壁の破片が俺の頭を直撃したのだ。

　破片自体は小石程度のサイズで、ちょっと痛かっただけで怪け我がはしなかったのだが、思わず上げてしまった声でこちらを見た天使と目が合ってしまった。

「しまった……。みんな、悪い！　走れっ」

　指示を出しつつ、俺自身も走り出す。

「もう、本当に運が悪いんだから！」

「仕方ありませんわ、それがヨシュア様ですもの」

「ヨシュア殿だからしょうがない」

「気にしちゃダメです、ヨシュアさん……」

　口々に言いながら、みんなして俺を追い越していく。おのれ。

「ヨシヤー、ヨシヤは悪くないよ？」

　ネアまでが、余裕で俺を追い抜いていった。

　おかしいな、俺、わりと本気で走ってるんだけどな……。まさか、俺が走れって言ったからか。これも救世主クラスの能力だというのか。

　まあ、俺の足が速くないことは、自分が一番知ってるんだけどな。

　それでも、銃弾も魔法も降ってこないことに違和感を感じて振り返ると、俺と目が合った天使は空に向かって光の魔法を撃ち出していた。

　魔法の光が、頭上で何度も点滅を繰り返す。

　──合図か！

　くそ、なんて的確な判断をしやがる……。

　思わず舌打ちをしてしまった。

　ＲＰＧ的には、即襲いかかってきたりするもんじゃないのか。その敵さえ倒せばなんとかなる、とか。

　まったく、中継された映像を監視下で流されるリスクを慎重に検討したっていうのに、俺の不運で居場所がバレてるんじゃ世話はない。

　と、その瞬間、日陰に飛び込んだわけでもないのに、突然何かに日を遮さえぎられた。

　それが何の影なのか。

　考える前に、それは空から降りてきて、翼のエンジンのような機関（器官？）から風を撒まき散ちらしながら低空でホバリングし、俺たちと学院の間に割って入ってきた。

　俺も含めて、仲間たち全員が足を止めて、その巨大なドラゴンを見上げる。

『いかにこちらの世界では時間の流れが違うとはいえ、私は無駄な時間を使うのが嫌いなのだがね』

　嫌みったらしい声が響く。

「知るか」

　俺は『創世の聖竜』を睨にらみ返かえした。

『威い勢せいのいいことだ。まったく、どうしてこう誰も彼も言うことを聞かないのか。天使どもを従したがえてもクエストクリアにならないし、いちいち腹立たしい』

「ははは、そりゃそうだろ。お前のは支配であって同盟じゃない。同盟ってのは双方に利益がなきゃ成立しないんだよ。そんなこともわからないなんて、馬鹿じゃないのか」

　ジャキッと音を立てて、『創世の聖竜』の尾の先端でギラリと光る機銃が俺に向けられる。

　あれ、サイズ的にどう考えても対人用じゃないよな？　飛行機とか撃ち落とせるヤツだよな？　さすがにあれで撃たれたら蜂はちの巣じゃ済みそうにない。きっとミンチになれる。シェリスのトゲトゲ鉄球とどっちが痛いだろうか。

『黙れ。茶番はここまでだ。さあ、管理者キーを差し出したまえ』

「イヤよ」

　杏あん奈なが即答した。

　尻尾しつぽの機銃が轟ごう音おんとともに火を吹いた。

　杏奈が盾を構えて、みんなを庇かばおうと前に出る。

「くうう……ッ！」

　杏奈の展開した防御スキルが、小さな盾を中心にコウモリ傘ほどのバリアのような防御フィールドを作り出して、フルオートで斉せい射しやされる銃弾の雨を受け止める。

「みんな、あの路地に飛び込め！」

　苦しそうな杏あん奈なの負担を軽減するためにも、俺はそう叫びながらネアを抱えて死角になるであろう路地へと走り、転がり込んだ。

　機銃の轟ごう音おんにかき消されそうな俺の指示を受けて、仲間たちも次々と路地に逃げ込んでくる。

「あんな攻撃、反則ですわ！」

　まったく同感だ。

「アンナ殿が、まだ」

　ティーナが塀の陰から通りの様子を窺うかがいながら、不安げに呟つぶやいた。

「アンニャ……」

　怯おびえて俺にしがみついたまま、ネアが目に涙を浮かべた。

「アンナさん、早くこっちへ……」

「ダリル、それは無理だ。委員長ならともかく、杏奈の防御スキルでは防ぐだけで精一杯、とても移動までは……」

「そんな……」

　物陰に入っても、流れ弾や杏奈に防がれて軌道を変えた跳弾が塀や家々に次々とぶつかり、めりこんでいく。

　今まで俺たちが経験してきた戦闘とは、明らかに違っている気がした。そう、きっと、これは戦闘ではなく、戦争なのだ。

「撃つのを止やめろッ！　杏奈ごと管理者キーを粉砕する気かッ！」

　俺の声が届いたのかどうかは定さだかではないが、数秒にわたるフルオートの雨が止んだ。

　杏奈はそのすべてを防ぎ切り、なおも毅き然ぜんと『創世の聖竜』を睨にらみつけて立っている。

　だが、それが杏奈の虚きよ勢せいであることは明らかだった。

　盾を支え続けた左腕は痙けい攣れんし、盾にも大きく亀き裂れつが入っていた。

　しかし、それでも杏奈は右手で剣を抜く。

「なんという威力でしょう！　危険すぎてカメラもスタッフもこれ以上近づくことはできません！　ですが、それでも、救世主パーティ（仮）は戦意を失っていない模様です！」

　一〇メートルくらい後ろから、それでも実況と撮影を続けるコルネさんたちがいた。すごい根性だと思うけど、これだけ近づいてきてたら立派……っていうか、危険だからもう少し自重して！

『もう一度だけ言う』

　言うと同時に、『創世の聖竜』は大きな前肢で俺たちを指さすように合図をした。

　付き従したがう天使たちが、こちらに銃口を向ける。その中にはアサルトライフルやサブマシンガンだけでなく、ロケットランチャーも多数含まれている。俺たちが確保した遮しや蔽へい物ぶつも、果たしてどれだけ役に立つやら……。

『これは交渉でも取引でもない。命令だ。従したがわないなら、殺して奪うまで。さあ、管理者キーを渡せ』

　さて、万事休すか。

　怖さに震えながら俺に抱きついているネアを振りほどき、

「いいか、ここにいろよ。みんな、ネアを頼む」

　そう言って、いつでも走り出せるよう身構えた。

「ヨシュア様、何をなさるおつもりですの……？」

　その質問には答えずに、ただ笑ってみせる。

　せめて、いざとなったら杏あん奈なだけでも庇かばわなければ。俺が死んでも、最悪、医療班が到着すれば蘇そ生せいさせてもらえる可能性がある。杏奈がやられて管理者キーを奪われてしまうことに比べたら遥はるかにマシだ。

　そして、例えどんなことであれ、杏奈がヤツの要求に従うはずがない。

『愚かだな。では、死ね。天使ども、あの女を撃ち殺せ』

　冷酷な命令が下される。

「杏奈ッ！」

　無我夢中で、俺は地面を蹴けった。躊ちゆう躇ちよはない。最近はご無ぶ沙さ汰ただが、死ぬことには慣れている。目の前で杏奈を殺されるくらいなら──

　銃声が、幾重にも重なって聞こえた。

　俺は、杏奈の腕を摑つかんでグイッと引っ張り、『創世の聖竜』や天使たちに背を向けるようにして、杏奈を抱きしめるように胸の中にギュッと収めた。

「えっ、ちょ……」

　胸の中で杏奈が声を上げて身じろぐように抵抗するが、黙もく殺さつする。

　願わくば、俺の身体からだを弾が貫通して杏奈を傷つけることがありませんように。

　だが、死をもたらす痛みはやってこなかった。

　背後に聞こえるのは、金属同士が激しくぶつかり合う音。

　──え？

　振り返ると、そこに見えたのは、頼もしい大きな盾と、もっと頼もしい巻き髪プラチナブロンドの後ろ姿だった。

「危ないところだったな、救世主殿」

　振り向きさえせずに、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで銃弾をすべて盾で受け止め、ロケットランチャーの弾頭すら平然と防いでのける。そうして、防御のスペシャリストは格の違いを見せつけつつ、笑みを含んだ口調で言った。

「……委員長」

「私だけではないぞ」

　それは、俺に向けた言葉ではなかった。

「貴様らが敵に回したのは救世主殿たちだけではないッ！　このゲームガルドそのものだということを忘れるなッ！」

　委員長の声に呼応するように、銃声さえかき消すほどの鬨ときの声こえが上がった。

「弓兵隊、構え！　撃てッ！」

　自身も弓を構えたレーナの号令で、学院の方から、つまり天使たちの背後から、膨大な量の矢が放たれた。天使たちが、面白いように撃ち落とされていく。

「魔法使いのみなさんは、合流済みの聖騎士隊の人に優先的に飛行の魔法をかけてくださいなのです！　猛獣使い隊、こっちに向かっている聖騎士隊の人たちが揃そろうまで、私たちで医療班を護衛するのです！」

　サリナも各所に指示を飛ばしている。

　見れば、学院に結集していた学生たちのみならず、各地で臨機応変に避難誘導や救助などを行っていた学生たちも、続々とここへ向かっているようだった。これも、コルネさんたちの報道がもたらした結果だろうか。

「ちょっと、義よし弥や君。いつまでこうしているつもりなのよ……」

　うつむき加減でもハッキリわかるくらい赤い顔で、杏あん奈なが言った。

　その言葉で、杏奈を抱きしめたままだったことに気がつく。

「あ、わ、悪い……」

　慌てて、俺は杏奈の背中に回していた腕を解いて、数歩離れた。

「べ、別に謝らなくても……」

　赤い顔のまま、杏奈は小さな声で言った。

「アンナ様！」

「アンニャー！」

　ホッとした顔で、シェリスたちも路地からこちらへと駆け寄ってきた。

「杏奈、腕を見せてみろ」

　俺は左手で回復魔法のタリスマンを引き抜きながら、右手で杏奈の盾を持っている手を取った。外傷はないが、触れた瞬間に杏奈の顔が苦痛に歪ゆがんだ時点で状態はお察しだ。

　即、タリスマンを折った。経験上、おそらく一本では足りないだろうと、立て続けに何本か使う。

　……まずいな、回復魔法のタリスマンのストックが心こころ許もとない。避難誘導のときに使いすぎたか。いや、俺だけじゃない。一回魔法を使ってしまったティーナの魔力を温存するため、ずっと杏奈に魔法を使ってもらってきたのだ。杏奈の魔法も、残り使用回数はそう多くないだろう。

　だが、それでも、なんとかなりそうな気がしてきた。頼れる仲間って素晴らしい。

『馬鹿め。羽虫が寄ってたかったところで、獅し子しを殺せるものか。これは身の程をわきまえぬ貴様らへの制せい裁さいだ』

　ガパッと『創世の聖竜』の口が開き、光が溢あふれ始めた。

　が、その口はこちらを向いていない。あの方角にあるのは、まさか……『魔術師の聖跡』、市民が避難しているダンジョンか！

『ははは、卑小な貴様らに守れるものなどないと思い知るがいい！』

　しかし、ブレスが放たれる直前、『創世の聖竜』の顔の前にドラゴンの編隊が飛来した。それぞれが銀色の翼を目一杯に広げて連携し、『創世の聖竜』の顔を覆い尽くすようにして、ブレスを身体からだで受け止める。

　普通なら頑強なドラゴンとて一瞬で蒸発してしまいそうなものだが、そのドラゴンたちの身体はブレスの直撃を受けても持ちこたえ、光の奔ほん流りゆうを遮さえぎり続けた。

　さすがに『創世の聖竜』と言うべきか、重なり合った翼の隙すき間まからわずかに漏れた光だけでも、建物を簡単に切り裂いてしまう。だが、ダンジョンを丸ごと消し去る直撃に比べたら、そんな被害は微々たるものだった。

『馬鹿な……』

　ブレスを完全に無効化されて愕がく然ぜんとする『創世の聖竜』の中の人の声を嘲あざ笑わらうように、ブレスを受け止めきった編隊を指揮するドラゴンが──マリアベルが誇らしげに舞う。

「さあ、今こそ我らスタードエル家の役割を果たすとき！　我らが家の祖、リナ・ホシズミの言葉を思い出すのです！」

　マリアベルら、シルバードラゴンの鱗うろこは、光属性に対して完全耐性を持つ。ダリルが火の元素によるダメージを完全に無効化するように、マリアベルたちシルバードラゴンは、光の元素によるダメージを完全に無効化できるのだ。

　この世界の攻撃は、基本的にはいずれかの属性を有している。

　そして、『北風の魔宮』が消し飛ばされたとき、たいした距離でもないのに、着弾の衝撃の後に音が来た。撃つ前に口から光が溢あふれ出だすことも含めて、その属性が光であることは想像に難くない。

　しかも、かつての救世主、リナ・ホシズミの遺のこした言葉や家訓を考え合わせれば、自おのずと答えは導き出せる。

　リナ・ホシズミは──この世界の創造主の一員である星ほし住ずみ里り奈なは、対『創世の聖竜』戦を想定して、準備をしていたのだ。

　この日のために。

　自身と、仲間たちの無念が晴らされる日が、きっとくると信じて。

「これは過去からの援軍だ。恐れずブレスに飛び込んだマリアベルたちシルバードラゴン隊の勇気と献身もすげえけど、スタードエル家の家訓やリナ・ホシズミの言葉がなければ確信は持てなかった」

「……そうね。お父さんとお母さんと、二人を慕したってくれた人たちが、ゲームガルドのあらゆる文化の中に勝利への鍵かぎをちりばめていてくれているんだわ」

「スキルや魔法だって、この日のために体系化したり、学院を作って学びやすくちてくれたんですものね」

「アリーゼさんの異世界の典話だってそう」

「始し祖そ様たちから、あたしたちは色んなものを託たくされているんですね……」

「両肩にズッシリくるな」

　だが、その責任感さえも、心地いいじゃないか。

　俺たちには、今ここにいる仲間たち以外にも、心強い味方がいる。その確たる証拠なのだから。

「シルバードラゴン隊各員、誇りとともに銀色の翼を広げなさいッ！　仲間を、街を、人々を守ることができるのはわたくしたちの銀色の翼だけでしてよ！」

　マリアベルの声に呼応して、学院から、街並みの中から、何人、何十人ものシルバードラゴンたちが舞い上がる。

「さあ、仕切り直しだ！　シェリス、第一攻撃隊に合流して指示待ち！」

「了解ですわ！」

「ティーナも待機。魔法の指示を聞き逃すなよ！」

「わかった」

「ネア、秘密兵器の出番だぞ！　ダリルに抱えてもらって飛んで、ダンジョンで狩りをしてたときの戦法で秘密兵器を発射するんだ。できるな？」

「みゃう！」

「ダリル、聞いての通りだ。レッドドラゴン隊の出番まで、まずは飛んでくれ。ネアを頼んだぜ」

「はい……！」

　シェリスが走り出し、ダリルもネアを後ろから抱えるようにして飛び立った。

「おー！　飛んでる！　ダリル、かっこいーにゃ！」

「そ、そうですか……？　えへへ……」

　いつも通りなのはいいが、それはそれでちょっと不安になってくるな……。

「委員長、助かった。ここはもう大丈夫だから、マリアベルたちを銃弾から守ってくれ。シルバードラゴン隊はゲームガルド防衛の要かなめだ」

　魔法の支援を受けて次々と盾を構えた聖騎士隊員が飛び立っているが、慣れない銃相手の戦闘に苦戦している感は否めなかった。

　しかも、誰もが委員長ほど高度な防御スキルを持っているわけではない。『創世の聖竜』の尻尾しつぽ機銃が掃射される度、シルバードラゴンたちを庇かばって前に出て、何人かが受け止めきれずに落下していく。

「了解だ。救世主殿、無理はするなよ」

「ああ、わかってる」

　天使は俺たちにも攻撃を仕掛けてくるが、『創世の聖竜』の機銃に比べたら、なんてことはない。幸い、杏あん奈なの左腕もかなり癒いえている。

　委員長はうなずき、

「聖騎士隊ッ！　護衛対象を死ぬ気で守れ！　あのカメラのような武器の攻撃は見えづらいが、防ぎ損じるなよ！　守るべき仲間が負った傷は、己の人生最大の不名誉と思え！」

　多くの聖騎士隊の面々を叱しつ咤たしながら、戦場へと飛び出していった。




　ここからは、持久戦だ。

　ひたすらに、条件が整うのを待つ。

　そして、地の利はこちらにある。コルネさんが戦況を中継してくれているのと、街の中央部、しかも空中で本格的な戦闘が始まったおかげで、合流しかねていた連中が戦況を知って続々と駆けつけて戦列に加わり始めた。

「オーッホッホッホ！　ヨシュア様のフィアンセ、イルザ・イステシア、参上でございますわ！　あのデカブツをぶった切れば宜よろしいのでございますわね！」

　駆けつけるなり大きな戦せん斧ぷを構えて、こんな大ボケをかます人もいるわけだが。

「それは違います、お嬢様」

「お嬢様は『第二攻撃隊』の中核として待機、でございます」

「もう作戦をお忘れなんですか、お嬢様」

「それ以前に、ぶった切るなんて淑女に相応ふさわしい言葉ではございません、お嬢様」

　メイド隊のみなさんが、総出でツッコミを入れる。

　しかし、メイド隊のみなさんも手に手に抜き身の武器を持ち、ここに来るまでもずっと戦い続けていたのであろうことは容易に想像できた。

「さあ、お嬢様は早く待機場所へ。わたくしどもは、それぞれ適した部隊へのサポートに回りますので」

　いやあ、本当に頼りになるなあ、メイド隊。さすがプロ。さすがエリート。

　一方、上空では、ダリル＆ネアの空中ユニットが、『創世の聖竜』に肉薄していた。

「アンニャのお父さんとお母さんに酷ひどいことして！　ネアは怒ってるんだからーッ！」

　ネアが、スリングショットのゴムを引き絞る。

『カトンボが、すべてを無効化することを忘れたか』

「そんなこと、知らにゃいもん！　ネアは、アンニャからお父さんとお母さんを奪った人は許さにゃいもん！　秘密兵器！　発射っ！」

　ネアがパッと手を離し、ゴムの伸縮の勢いに乗って、秘密兵器が撃ち出された。

　ネアは、スキュラという人間より大きなモンスターを単独で狩っていた狩人かりゆうどだ。自作のスリングショットで高いところから目を狙ねらい、視力を奪ってから、ジワジワと体力を奪う。それがネアの狩りだ。

「確かに、ダメージは通らないかもしれない。でも」

　狙い澄すましたネアの射撃は、いつもの狩りよろしく、『創世の聖竜』の目に吸い込まれるように命中した。

　命中時の衝撃で、カプセル状の秘密兵器の外殻が砕け散り、内部の真っ赤な液体が飛び散った。飛び散った液体が、『創世の聖竜』の目に相当する部位にビシャッと付着する。

　粘度が高い、ペンキのような液体が。

『何ッ!?』

「完全無効とはいっても、触れられないわけじゃなさそうだな」

　俺はニヤリと笑って、

「ネア！　秘密兵器をありったけヤツの目に撃ち込め！　目を塗りつぶして何も見えなくしてやれ！」

　と叫んだ。もしかしたら目がカメラじゃないかもしれないし、他にサブのカメラがあるかもしれないが、効果があればラッキー程度の作戦だ。それに、違ったら違ったで、ネアが狩人かりゆうどの勘でカメラを見つけてくれるかもしれない。

「みゃう！」

　ネアが、立て続けに秘密兵器を放った。それが、正確無比に『創世の聖竜』の目を染め上げていく。

『くっ、天使ども、この鬱うつ陶とうしいカトンボを早く撃ち殺せ！』

　天使たちが形なり振ふり構わずネアとダリルに殺到し始めた。

　うわ、さすがにあれはまずい……！

「ネアちゃん！」

　天使の攻撃をさばきながら、杏あん奈なが悲鳴のような声を上げた。

　だが。

「私が受け持ってる子に何をするッ！」

　一条の矢が、恐るべき勢いで戦場を貫いた。矢は数人の天使を貫通し、それでも勢いを失わずに天空へと消えていく。

「タニアー！」

　ネアが手を振った先には、屋根の上で二の矢を引き絞るタニア先生の姿があった。

　いや、タニア先生だけじゃない。

　各学科、各教科の先生たちが、こぞって戦場に身を投じていた。

「先生方！　未来を守るのが生徒たちの役目なら、その生徒たちを守るのはわたくしたち教師の役目です！」

　レッドドラゴンの教頭先生に跨またがって、学院長が槍やりの穂先を真まっ直すぐ前に向けて構えた。

「さあ、あなた」

「うむ。守りに行くぞ、可愛かわいい教え子たちを」

　教頭先生が、真っ赤な翼を大きくはためかせた。

「「いざ、突撃！」」

　声を合わせて叫ぶや否や、シェリスの姉夫婦は閃せん光こうのようにネアとダリルの側そばを通過した。傍はた目めには、たったそれだけのことに見えた。

　だが、通過した近辺の天使たちが瞬く間に蹴け散ちらされていく。

　まさに瞬殺。

　無人の野を行くがごとく、とはこのことか。

　あー、この光景、どこかで見たことあると思ったら、アレだ。いわゆる無双系の、わらわら群がってくる敵を薙なぎ倒たおしていくアクションゲーム。あれの雑魚殲滅せんめつシーンにそっくりなんだ。

「何よ、あれ……」

　呆あきれ気ぎ味みに、杏あん奈なが呟つぶやいた。

「気持ちはわかる。一方的すぎてちょっと引くよな」

「一時代のトップに君臨し続けた元冒険者をなめてはいけない」

「お、おう……」

　学院長という重要ポストに就任した実力は伊だ達てじゃないということか。

　だが、その学院長をしても、『創世の聖竜』には勝てないんだよなあ……。いくら天使を倒しても、大勢は変わらない。

　しかも、回復や蘇そ生せいが得意な天使たちは、倒しても倒しても、近くにいる他の天使がどんどん回復してしまう。

　そんな天使たちの間を縫って、

「ヨシヤー、秘密兵器なくなった！」

　そう言いながら、ネアとダリルが戻ってきた。

　見れば、『創世の聖竜』はかなり視界を奪われたらしく、何人かの天使に掃除を命じている。頭部以外に付着したペンキも掃除させているところを見ると、ネアは存分に狩人かりゆうどの勘を発揮して頭部以外のカメラも塗りつぶしたらしい。もしかしたら、ネアには相手の視線を感知するような能力があるのかもしれない。

　ふふん、そう簡単に落とせると思うなよ。武器屋の親父おやじ渾こん身しんの嫌がらせペイント弾だぜ。

「よーし、二人とも、よくやった！」

「でも、こんなことで勝てるんでしょうか……？」

　不安そうに、ダリルが言った。

「一歩ずつ、着実に勝ちに近づいてるさ」

　俺は、あえて断言した。

「確かに、あの目め潰つぶしは時間稼ぎにしかならないかもしれない。でも、今はその時間が貴重なんだ。そして、目潰しが効いている間は、ダンジョンを消し飛ばすブレスも、強烈な威力と攻撃範囲で聖騎士隊を苦戦させる機銃も照準をつけられない」

　ブレスに関しては、マリアベルたちシルバードラゴン隊が防いでくれる。しかし、マリアベルたちが常に上う手まく防御できるとは限らないし、意図せずシルバードラゴン以外の者が巻き込まれたら、きっと死体も残らず蘇生さえできなくなってしまうだろう。

　時間を稼ぐ必要がある以上、その間はなるべく安全な方がいい。

「ダリル、もう一仕事してくれるか？」

「え？　あ、はい……。なんでしょう……？」

「ネアをタニア先生のところに連れて行ってくれ」

　そして、膝ひざをついてネアに目線を合わせ、肩を叩たたいた。

「ネアは立派に作戦をやり遂げた。かっこよかったぞ」

「みゃう。でも、ネアはみんにゃと一緒にいるよ？　このあとも、一緒に悪い人をやっつけるために戦うよ？」

「もちろんだ。でも、これは作戦なんだ。シェリスだって、今は別の場所にいる。ダリルも、このあとはレッドドラゴン隊に合流だ。わかるな？」

「みゃう……。勝つため？」

「ああ。この先は、タニア先生に従したがうんだ」

　不満はあったようだが、ネアはこくりとうなずいた。

「よし、偉いな。大丈夫、俺たちは勝つ。だから、ネアもタニア先生のところでしっかり戦ってくれ」

「みゃう。ヨシヤ、アンニャを守ってあげてね！」

「おう、任せろ」

　くしゃくしゃっと頭を撫なでて、俺はネアをダリルの方へと押しやった。

「ダリル、頼む。ネアを届けたら、そのままレッドドラゴン隊に合流してくれ」

「はい……！」

　再び、ネアを抱えたダリルが飛び立っていく。

「ヨシュア殿、なんでネアちゃんをタニア先生のところに？」

「そりゃお前……」

「管理者キーがある以上、私たちが標的になるからでしょう？　タニア先生のところにいる方が安全だわ」

「それもある」

　俺は地面に着いていた膝の埃ほこりを払って立ち上がった。

「けど、それは二番目の理由だ」

「では、一番目は？」

「見せたくないからだ」

　俺は、質問してきたティーナより、杏あん奈なを見み据すえて言った。

「俺は何があっても勝つ気でいる。勝つってことは、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろをあの『創世の聖竜』から引きずり出してとっちめるってことだ」

　杏奈から視線を外して、俺はネアとダリルが飛んでいった空を見上げる。

「見せられるワケないだろ。両親の仇かたきを目の前にして、黒いオーラと復ふく讐しゆう心しんを剝むき出だしにした杏奈の姿なんて」

　杏奈が息を吞のむのがわかった。

　自分で言っておいてなんだが、杏奈を見る勇気がなかった。このタイミングで、言いすぎてしまったかもしれない、という後悔もあった。

　と、そんな微妙な空気の中、

「お父さん……！」

　ティーナが、珍しく驚いたように言った。

　えっ、と、俺も杏あん奈なもティーナが見ている方を見やった。

　そこには、負傷し足を引きずるようにして、それでもこちらに向かって歩いてくるティーナの親父おやじさんの姿があった。

　手にしたウォーハンマーに付着した血が、ここまでの道のりが平穏無事ではなかったことを物語っている。

「ドナンさん、怪け我がを……！」

　俺は杏奈とティーナと一緒に、ティーナの親父さんに駆け寄った。

「へへ、すいやせん、作業も報告も、天使どもに邪魔されて遅くなっちまいやした……」

「そんなことより、治療を……！」

　杏奈が治癒魔法をかけようとしたが、不発に終わった。これは、いよいよ魔力切れか。

「誰か！　手が空いている人はいないか!?」

　俺の声に、三羽のクビハネウサギを連れたサリナが、

「お呼びなのです？」

　と駆けてきた。どうやら聖騎士隊の面々が揃そろってきたので、猛獣使い隊は当初の予定通り死傷者の回収に当たっているらしい。

「ドナンさんを医療班のところまで送ってくれ」

「了解なのです」

「そんなのは後回しでさ。救世主様、完成しやしたぜ、頼まれていたアレが」

　ニヤリ、とティーナの親父さんが笑う。

　俺も、ニヤリと笑い返した。

「如何いかんせん突貫工事なもんで、見てくれに気を遣ってる暇がないことを親方は悔やんでやしたがね」

「アレのどこをこだわるつもりだったんですか」

　思わず苦笑してしまう。

「とにかく、あっしらは頼まれたことはキッチリやりましたぜ」

「ええ、ありがとうございます。早く医療班のところへ行って傷の手当てをしてもらってください」

「さあ、肩をお貸しします。こちらなのです」

　サリナがティーナの親父さんとともに、歩いていく。その二人を守るように、三羽のクビハネウサギたちが騎士よろしく先導していく。

　上空では、ゲームガルド勢と天使が一進一退の戦いを続けていた。

　一騎当千の学院長や、レーナたち弓使いたちが奮戦していても、天使たちの回復速度が簡単にはこちらを優位に立たせてくれない。

　しかも、他に投入しているのは主にシルバードラゴン隊と聖騎士隊、そのどちらも防御のための部隊だ。

　そう、これまでの戦いは、いかに損害を出さずに時間を稼ぐか、という防衛戦だった。

　援軍を待つための布陣だ。

　だが、たった今、援軍来たれりの朗報が、ティーナの親父おやじさんによってもたらされた。

　俺は、すう、と大きく息を吸い込んで、

「ゲームガルド全軍に告げるッ！」

　可能な限りの大音量で叫んだ。

「これより作戦を第二段階に移行する！　繰り返す！　総員、作戦第二段階への移行に備そなえろッ！」

　戦場にいる味方が次々「第二段階！」「第二段階だ！」「作戦が次に進むぞ！」と声を上げ、それが伝でん播ぱしていく。

「凄すごいわね、指示が伝わっていくと同時に士気まで高まっていくようだわ」

「きっと、これも救世主の能力に違いない」

　ティーナの言葉に、俺は首を横に振った。

「我慢の戦いから、攻めに転じるぞ、っていう指示なんだぜ。そりゃあテンションは上がるだろ。俺の能力なんか関係なしに、さ」

　杏あん奈なとティーナが「確かに」とうなずいた。

　俺は、聖なるダガーを天に向かって突き上げ、




「さて、反撃開始だッ！　『創世の聖竜』を──無敵のチートモンスターを、攻略してやろうじゃないか！」




　そう吼ほえた。

　呼応するように戦場のあちこちから上がる鬨ときの声こえは、ゲームガルドを取り囲むようにそびえる檻おりの壁をも揺るがしているようだった。





第四章▼　真なる救世主




　鬨ときの声こえをかき消すほどの哄こう笑しようが、戦場の空に響き渡った。

『攻略するだと？　この『創世の聖竜』を？　ハハハ、面白い冗談だ』

　ようやくネアのペイント弾のペンキをある程度落として視界を取り戻したらしい。これまで大人しかったクセに、偉そうなことで。

　とはいえ、もう同じ手は通用しないだろうな。

　それにしても……。

「あんた、本当にゲーム会社の社長か？　俺にはとても信じられないんだが」

　俺は『創世の聖竜』を見上げて、訊きいた。

『何が言いたい』

「仮にもゲーム会社のトップが、この状況を見て何も思わないのか。強大な敵を倒すためにみんなで一致団結する図ってのは、ゲームのクライマックスのお約束だろうに」

『だから自分たちが勝つとでも？　笑えん冗談だ。努力や友情などで奇跡が起きるのは物語の中だけなのだよ』

「それが物語を売ることを商売にしている人間の言葉か」

『その商売ももう終わりだ。ゲームガルドを手中に収めればな』

　なんていうか、どこまでもお決まりなのな。




「それを負けフラグと言うんですよ、父さん」




　俺が言う前に、言われてしまった。

　俺の目の前に、突然現れた友人に。

「ようやくご登場か、光こう一いち郎ろう。遅かったな」

　俺の言葉に、光一郎がニヤリと笑う。

「こう見えて僕も多忙でしてね」

「どうせ、ろくでもないことを企たくらんでいるんだろ？」

「ご想像にお任せしますよ」

　まったく、こいつは相変わらずだな。

『光一郎、くだらんお喋しやべりをしている暇があったら、さっさと管理者キーを奪い取ってこい。まったく、お前がさっさと手に入れていれば、こんな面倒なことにはならなかったものを』

　自分は人を殺すような真ま似ねしかできなかったくせに、なんて言いぐさだ。

『ああ、そうだ。その救世主を推薦したのは光一郎だったな。管理者キーを奪ったら、その目め障ざわりなガキも始末してしまえ。クエストを解きもせず私に刃向かうような救世主は必要ない』

「そうやって、ゴミを捨てるような感覚で、この世界を作った研究チームの人たちを死に追いやってきたのか」

『黙れ』

「つーか、息子に人殺しを強要するのか。それでも親かよ」

『黙れと言っている。人の上に立つものには、ときとして邪魔者を処しよ断だんする冷酷さも必要なのだよ』

　どこまでお約束に忠実なんだ、こいつは。

　ゲームガルドは作られた世界だが、この世界の中でも、この男がもっとも作り物めいているのではないだろうか。

『さあ、やれ、光こう一いち郎ろう』

　勝ち誇ったように、『創世の聖竜』が俺たちを睥へい睨げいする。

　だが──

「お断りします」

　迷いもせず、光一郎は言い切った。

『なんだと……？』

　これまでの態度とは一転、声から動揺が窺うかがい知しれた。

「なあ、おっさん。よく考えてみろよ。お前は、光一郎にここに来るよう指示を出していたのか？　出してないだろ」

『何を……』

「その通りです。僕は、志し度ど君に呼ばれてここに来たんですよ」

　光一郎は、『冒険の書』を取り出し、中のページを開いて見せた。

　そのページには、

『光一郎へ

　どうせ筒抜けなら、あえて書いてやる。俺たちの作戦が第二段階に入った瞬間、それが決着をつけるときだ。逃げずに来いよ。』

　と、俺の走り書きがあった。

　作戦を決めた後、学院長に提出した『冒険の書』──そこには、もはや日記帳としての機能も、報告書としての機能も求めていなかった。

　そして、学院長には挑戦状だと言ったが、あれもウソだ。

　最後に求めた機能、それは手紙だった。

「いやあ、あのやりとりで『冒険の書』を読めって意味だとわかってくれて助かったぜ」

　それでも、万が一のことを考えて、宣戦布告に見えるような文面にしたわけだが。これは学院長まで騙だましているようで、少し気が引けたんだけどな。

「こっちこそ、意図が伝わったかどうか、かなりヒヤヒヤしていましたが」

『待て！　そんな密談、いつの間にしたというのだ!?』

「はあ？　キマイラのときに決まってるだろ。何言ってんだ、おっさん」

『ダンジョン内でそんな話はしていなかったではないか！』

「父さんに信用されてない自信はありましたからね。あえて監視下で会う方が、お互い緊張感も保てていいと思ったんですよ」

「伊だ達てにゲーム仲間をやってないぜ。あんな不自然なタイミングで襲いに来たとなれば、何か裏があると考えて言外の意図を探るくらいはするさ。それに、あのときにはもう光こう一いち郎ろうが敵じゃないって確信を持っていたしな。しかもこのタイミングで『味方だ』と伝えてくるからには、こっちが欲しがる切り札を持っているはずだって思ったし。ま、誰のことも信用しないテメーには、理解できないかもしれないけどな」

「苦労しましたよ、僕が敵ではないことをこっそり伝えるのには」

「そりゃお前、簡単に信用なんかできるかよ」

　杏あん奈なの両親のことだってあったしな。

「わかってますよ。別に根に持ったりはしませんから」

　……どうだか。

「そもそも僕は、あのとき、ヒントを渡すために志し度ど君たちに会いに行ったわけですからね。そこでかなり不自然に『冒険の書』の話を引っ張られたりしたら、もしかしてと思いますよ」

『おのれ、光一郎……！　貴様、父親である私を裏切るというのか……！』

　その言葉に、俺は思わず笑い出していた。

「アホだな、おっさん。裏切るも何も、かなり最初の方から、光一郎はお前の味方でも配下でもなかったと思うぜ」

　言いながら、俺はポケットから有あり瀬せさんのスマートフォンを取り出して、ホームボタンを押した。

　スマホの液晶がパッと明るくなる。その画面を、俺は『創世の聖竜』へと向けた。

「見えるか？　この写真が」

　スマホの壁紙に設定されていた写真。

　それは──、

　小学生の光一郎と、大学生くらいの有瀬さんが一緒に写っている写真だった。有瀬さんの腕がカメラに伸びている構図からして、有瀬さんの自撮りだろう。

　勉強部屋で、背景の勉強机の上にはいかにも勉強中という感じで参考書とノートが広げられている。

　有瀬さんが家庭教師のアルバイトでもやっていたのか、個人的なつながりで勉強を教えていたのか、それはわからない。が、写真から、二人の関係が勉強を教える教わるという間柄だったことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　そして、同じ画面に収まっている光一郎の真っ赤に染まった顔と表情を見れば、当時、家庭教師のお姉さんにどんな想おもいを抱いていたのかも明らかだった。

　きっと、有あり瀬せさんは勉強の合間に自分の夢を話したりもしただろう。その夢が叶かなったことを、光こう一いち郎ろうも我がことのように喜んだりしたのだろう。

　二人の間に何があったのか、それはわからない。

　しかし、その写真に写る照れまくった光一郎と、イタズラっぽく笑う有瀬さんの表情は、幸せそうで、楽しそうで、マイナスの感情は何も感じられなかった。

「息子のことを何も知らないで、息子の大切なものを身勝手な理由でぶち壊しておいて、何が父親だ。笑わせんな」

　このスマホを『北風の魔宮』で拾ったとき、この写真を見て、すべてが氷解した。

　なぜ、光一郎が温泉のときにクエストクリアを禁止させるような働きかけをしたのか。

　なぜ、光一郎が誘拐したネアを殺すどころか、危害さえ加えなかったのか。

　今思えば、あのときに杏あん奈なのペンダントを要求したことさえ、俺たちにその重要性と古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろの狙ねらいを暗に知らせたかったのでは、と思えてしまう。

　そして、光一郎が父親に背いてまで、何をしようとしているのか。

　俺を救世主としてゲームガルドに降臨させたことさえも、このときのための協力者としてだったのではないか、と思える。

　それらを俺たちに理解させるために、光一郎はわざわざこのスマホを充電して、『北風の魔宮』でわざと落として拾わせたのだ。

　すべてはこのために。

　有瀬さんの無念を晴らすために。

「おそらく、好きになったお姉さんの謎なぞの失しつ踪そうを、光一郎は執念で探ったんだろうぜ。本来なら手がかりなんか摑つかめるはずはない。でも、光一郎はそれを調べられる立場に偶然いたわけだ」

　犯人の、息子。

　犯人が社長を勤める会社の御おん曹ぞう司しという、特権的な立場に。

　光一郎は、好きだった人が死んでいったこの世界で一人、何を思っていたのだろう。

「光一郎、これは返すぜ」

　歩み寄って、俺は光一郎に有瀬さんのスマホを手渡した。

「……詳しい話は後にするとして、預かっておきましょう」

「でも、形見だろ。預かるって」

「しつこいですね。だから、後で話しますって言ったでしょう」

　これだもんなあ。

「さて、話の続きだ。光一郎は俺に何を伝えたのか。ここで問題。なぜ光一郎は、これまで一度もモンスターを利用するようなことはしなかったのに、キマイラをけしかけるような真ま似ねをしたのでしょうか」

『それは、貴様らを……』

　言いかけて、古掛光比呂も気がついたようだった。

　そもそも、光こう一いち郎ろうは俺たちに敵意など持っていなかったのだ。だとすれば、俺たちを倒すためであるはずがない。

「光一郎は『北風の魔宮』でこう言っていた。『創世の聖竜』はカテゴリーこそモンスターだが、アレはもう反則の域だ、と。まあ、実際反則だよな。全属性無効なんて、小学生のボクが考えた最強のモンスターかよ」

『それがなんだというのだ。キマイラとどう関係がある』

「わからないか。光一郎はな、俺に『創世の聖竜』もモンスターである、と教えてくれたのさ。そして、あのキマイラだ」

『だから、何が言いたいのだ』

　顔が見えなくても、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろがイライラしていることは声から伝わってきた。

「まったく、鈍にぶいおっさんだぜ。そんな開発者専用チートメカに頼ってゴリ押しプレイなんかしてるから、プレイヤースキルが伸びないんだよ。いいか、あのキマイラは介入によって属性を変更されていた。モンスターへの介入は、モンスターの耐性まで変更できる、それを光一郎は俺に伝えに来たのさ。つまり──」

　俺はポン、と光一郎の肩を叩たたいた。

「さあ、やってくれ、光一郎！　あの『創世の聖竜』というモンスターの全属性無効なんていう馬鹿げた耐性を解除してくれ！」

「もちろんです。今までかかってその下準備をしていたんですから。でも、あの化け物は規格外ですから、僕は介入を始めたらその状態を維持するのに手一杯になります。まあ、今日は準備であちこち飛び回っていて瞬間移動しまくっていたんで、手が空いていても魔力はもう残っていなくて何もできませんが」

「ああ、充分だ。それだけやってくれればいい」

「では──」

『馬鹿な真ま似ねはやめろ！　天使ども、あの二人を殺せ！』

　おいおい、容赦ねえな。俺はともかく、もう一人は自分の息子だろうに。

「させるものか！」

　飛行魔法によって宙を駆けてきた委員長が割って入り、俺と光一郎に降り注そそごうとしていた銃弾を大きな盾で受け止めた。

「さあ、やってくれ、ルミエル──いや、コウイチロウとやら！　私は貴様を完全に信用することはできないが、救世主殿が信じると言うのなら、このリムル・アシュリーナ、何がなんでも守り通してみせよう！」

「助かります」

　そう言って、光一郎は皮肉っぽく笑った。

「……パーティ以外にも、ずいぶん良い仲間をたくさん得たんですね」

　見上げれば、委員長だけではなく、マリアベルたちシルバードラゴンたちや、盾を持った聖騎士隊の面々が身体からだを張って街や仲間を守っている。

　魔法使い隊は聖騎士に飛行魔法をかけて天使に負けない機動力を与え、レーナを始め弓使い隊は飛び回る天使を狙ねらい撃つ。

　サリナたち猛獣使い隊は戦場の地面を駆け回って負傷者を回収し、弾丸の雨が降る中を医療班の下へと連れ帰る。

　駆けつけてくれた先生方も、各所で可愛かわいい教え子のために、と獅し子し奮ふん迅じんの戦いを繰り広げている。

「だろ。自慢の仲間たちだ」

　誰の目にも、諦あきらめの色はない。与えられた役目を果たすことで必ず勝てると信じている目。それはすなわち、救世主と呼ばれる俺たちへの信頼に他ならない。

「でも、委員長たちは俺を過大評価しすぎなんだよな」

　少し照れ臭くて、俺はわざと茶ちや化かすように言った。

　光こう一いち郎ろうは小さく笑って、

「従業員認証二三八九の権限によりアクセス」

　と唱えた。

　すると、光一郎の目の前に、キーボードのような板が出現した。半透明で幻影のようにも見えるそのキーボードは、ファンタジーの世界には似つかわしくない、ＳＦ映画の演出のように見える。

「イベントプログラム二〇〇〇〇三七を実行せよ」

　光一郎がそのキーボードを叩たたくほどに、光一郎の周りの空間に、魔法陣ともプログラムともつかない、文字と幾何学模様が複雑に入り混じった紋様が浮かび上がる。

　その紋様から流れ出した文字列は幾条にもヘビのように『創世の聖竜』へと伸びていき、絡みついた。

　やがてすべての文字や幾何学模様は『創世の聖竜』に巻きついたのち、消えた。

「さあ、これでしばらくは『創世の聖竜』の属性無効化フィールドが解除されます」

　光一郎はキーボードを操作し続けながら、顔さえ上げずにそう言った。

「でも、それがなくてもチート級の攻撃力と防御力のパラメータを持っていることに変わりはありませんよ。わかっているとは思いますが」

「ああ、だろうな。だが、想定してある。任せろ」

　光一郎は相変わらず顔を上げず、キーボードの操作を続けながら、皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「では、お手並み拝見」

「おうよ！　ティーナ！　出番だッ！」

「わかった」

　ティーナが杖つえを掲げる。

「あまねく風の元素よ、転移せしめよ」

　詠唱が完成するや否や、身体からだが浮遊感に包まれ、周囲の景色が学院前から、温泉施設前に一転する。

　周囲にまだ森の緑が見える、開拓の前線がほど近い街の外がい郭かく部ぶだ。

　戦場を丸ごとテレポートさせる。

　桁けた違ちがいのティーナの魔法だからこそできる荒技だ。というか、ティーナが転移魔法を使うと自動的にそうなってしまうのだが。

「来たぞ！　準備はよいな!?」

　テレポートしてきた俺たちや『創世の聖竜』の姿を見て、現地で待機していたドワーフの親方が叫んだ。

　その声に、夜通し働いてくれていた土木工事や建築系の専門家たちが、仕事をやり遂げた後のメチャメチャいい顔で「おう！」と口々に答える。

「三、二、一！　発破じゃ！」

　親方の号令で、森の中をいくつもの爆発が大きな輪を描くように駆け抜けていった。その爆破で、まるで地面をくりぬくように、床が抜けるように、直径五〇メートルを超えるような大穴が空く。

　崩れ落ちた岩や木々が飲み込まれていくのは、煮にえたぎる様に真っ赤な光を放つマグマ。

　爆破された穴は、その下にあるダンジョンの天井だ。そして、ダンジョンは通路も部屋も全部ぶち抜いて広い空間を作り、そこにマグマの川から引いてきたマグマをたっぷりと溜ためてあった。

　初めてダリルに出会ったときに見たマグマの川。これを利用して、どでかいマグマのプールを作ってくれ。

　それが、俺がティーナの親父おやじさんたちに依頼した仕事の内容だった。

　現状、この世界で考え得る限り最も高い攻撃力を持ちそうなものは何か。

　そして、あの分厚い装甲で守られた機械仕掛けのドラゴンの中にまでダメージを貫通させるにはどうしたらいいか。

　そう考えながら、トンカツを食べて思いついた俺の秘策。

「さあ、準備は整ったぞ！　『創世の聖竜』を丸ごとカラッと揚あげ物にしてやるぜ！　食えないおっさんごと、中の中までしっかり加熱してな！」

　戦場中に、鬨ときの声こえが巻き起こる。

　一番厄介だった全属性無効が消え去り、敵を屠ほふるための手段も整った。あそこに落とせば勝てる、という明確なビジョンが見えれば、士気が上がらないはずはない。

『馬鹿め！　空を飛べるこの聖竜がマグマの中になど落ちるものか！』

「それをやるんだよ！　第一攻撃隊、第二攻撃隊ッ！　出番だッ！」

「第一攻撃隊、行きますわよ！」

「わたくしが第二なのは納得がいきませんけれど、作戦を立てたヨシュア様の顔に泥を塗らないためにも、全力攻撃でございますわ！」

　シルバーとレッド以外のドラゴンたちと、飛行魔法をかけてもらった第一攻撃隊と第二攻撃隊の戦士たちが次々と飛び立っていく。

「シェリスの第一攻撃隊は右の翼のエンジンを！　イルザの第二攻撃隊は左の翼のエンジンを破壊しろ！　目標以外には目もくれるな！　全軍、第一、第二攻撃隊を支援してやってくれ！」

　各所から「おう！」と威い勢せいのいい返事が聞こえてくる。

　しかし、ここへきて、防御要員の数が明らかに不足し始めていた。

　一撃でも着弾点によっては大悲劇を招くブレスを防ぐシルバードラゴン隊と、負傷者を回復する医療班の防御は削けずることができない。攻撃隊の支援に動員できる聖騎士隊の数には限りがあるのだ。

　しかも、回復魔法は質も量も天使の方が圧倒的に上で、次第に数で押され始めていた。

　先生方を含めてもなお、シェリスたち攻撃隊を守る手が足りず、攻撃隊が『創世の聖竜』に上う手まく近づけない。

「志し度ど君、わかっているとは思いますが、介入して属性無効化を解除しておけるのにも限度があります。このままでは……」

「わかってる！」

　だが、現状でどうにかできる手段は……。

　唇を嚙かむ。

　このままでは──、と思った瞬間、キラリと遠くの空で何かが煌きらめいた。

　飛来したのは、メイド服を着てドラゴンを駆る一団だった。

「お嬢様！　ばあやが参りましたからには、もう大丈夫でございますぞッ！」

　その先頭で槍やりを振るうのは、老いたブルードラゴンに跨またがった、ラフローリア家のお婆ばあさんメイドだった。

「お下がり、下郎！　シェリスお嬢様に毛ほどの傷でもつけようものなら、この魔神殺しのマーガレットが必殺の槍をお見舞いしますぞッ！」

　その気迫たるや、白髪の老人のものとはとうてい思えなかった。

　つか、ばあやさん、名前、マーガレットっていうのか。なんかその前にくっついてた称号的なアレとずいぶん不釣り合いですね。

「みんな、メイド長に続きますわよ！」

「お嬢様、我々がみなさんを身を挺ていしてでもお守りします！　お嬢様たちは真まっ直すぐにお進みください！」

「さあ、お嬢様！　救世主様の作戦を成功させてください！」

　メイド竜騎士たちが、天使たちを蹴け散ちらしながら口々に言う。

「でも、これからわたくちが攻撃をするということは……」

　そう、これから、シェリスが『創世の聖竜』に張りついたら、ティーナに魔法を使ってもらうことになる。それはつまり──

「我らラフローリア家メイド隊一同、すべて心こころ得えてございます」

「何があろうと、お嬢様をお守りいたします」

　静かだが、しかし、メイドたちの声には揺るぎない決心が感じられた。

　イルザの周りには、飛行魔法を使ったイステシア家のメイド隊が集結し始めている。

「我らも、イステシア家のメイドとして、ラフローリア家のメイドに負けるわけには参りません」

「イルザお嬢様と第二攻撃隊の皆さまはわたくしたちがお守りいたします」

　まったく、この世界のメイドはなんて心強いんだろう。

「行きますわよ！」

「突撃でございますわ！」

　シェリスたちも、イルザたちも、本当に『創世の聖竜』へと直進し始めた。

　言うだけあって、両家のメイドたちは見事なまでに第一、第二攻撃隊の進路を露払いしていく。

「ぅあああああああ──────ッ！」

　イルザが吼ほえた。それを皮切りに、攻撃隊の戦士たちも次々にハウリング系スキルで己の攻撃力を高め始める。まるで、狼おおかみたちの遠とお吠ぼえが連鎖するように、戦場に絶え間なく戦士たちの雄お叫たけびが響き渡る。

「よし！　最終段階に入る！　全軍、ティーナの魔法に備そなえろッ！」

　俺の声に、委員長が、

「最終段階だ！　聖騎士隊、気合いを入れ直せ！　ここから先は、ラッキーはないぞ！」

　と聖騎士隊に発破をかけた。

　当たり前だ。ここから先は、すべての攻撃が命中するようになる。守る側にとって、こんなに理不尽な話はない。

「ティーナ！」

「わかってる。風よ」

　ティーナが魔法を唱え、戦場のルールを一変させる。

『止やめろ！　天使ども、そいつらを死んでも近づけるな！』

　命令を受けた天使たちが、攻撃隊に襲いかかる。

　だが、シェリスは迷わず直進する。

　ばあやさんがシェリスに襲いかかる銃弾を槍やりで叩たたき落とした。

　二発、三発……マジか、弾道が見えてんのかよ!?

　だが、やはりばあやさんの実力は突出していたらしく、他のメイドやメイドを乗せたドラゴンたちは文字通りその身で銃弾を防いで、次々と落下していく。

　盾を持って上う手まく銃弾を弾はじいている若いメイドさんもいるが、ラフローリア家のメイドさんたちは、どちらかというと攻撃力と機動力に重きを置いているようだった。

「ああ、メイドさんたちが……！」

　杏あん奈なが辛つらそうに目を背ける。

「大丈夫です。この世界のメイドはボディーガードも兼ねたプロフェッショナルです。きっと、雇用主が傷つくくらいなら、自らがズタボロになった方がマシだと思っていますよ」

「古ふる掛かけ君、貴方あなたねえ！」

　怒りかけた杏あん奈なだったが、キーボードを叩たたき続けながらも唇を嚙かむ光こう一いち郎ろうの顔を見て、言葉を吞のみ込こんだ。

　光一郎だって、平気な顔をしているわけではない。むしろ、この戦いが自らの父のせいで引き起こされているという事実は、俺たちと同等かそれ以上に光一郎にのしかかっているのかもしれなかった。

「ルミエルの──コウイチロウの言う通りだと思う。メイドさんたちは、リムルたち聖騎士と同じ誇りを持っている。それに、サリナたちがキッチリ回収して、医療班のところに運び込むはず」

　そうであってほしい。作戦立案係としては、こっちの見通しの甘さのために彼女たちに苦痛を強いてしまったのだから、心が痛い。

　だが、それでも、シェリスもイルザも振り返らない。

　きっと、それが一番メイドたちの献身に報いることになる、と知っているから。

「どりゃああああああああッ！　渾こん身しんの！　一撃ぃ！　ですわッッッ！」

　ついに、シェリスが『創世の聖竜』の翼に肉薄し、トゲトゲ鉄球を翼のエンジン部分に叩き付けた。

　激しい金属音が、鐘の音のように戦場に響き渡る。立て続けに、二撃、三撃と立て続けに叩く、叩く、叩く、叩く、叩く。

　防御など一切考えていない。おそらく、ばあやさんやメイドたちが守ってくれると全面的に信じているのだろう。

　一方で、イルザたち第二攻撃隊も反対側の翼のエンジンに攻撃を開始していた。

「おらぁ！　ヨシュア様のために、ぶっ壊れやがれ！　でございますわ！」

　イルザが罵ば声せいとも雄お叫たけびともつかない声を上げながら、巨大な戦せん斧ぷでガンガンと『創世の聖竜』のエンジンをぶっ叩く。

「お嬢様、今は何も申しません」

「我々が万全の防御を敷きますので」

「全力で、存分に、心ゆくまで、世界の敵をぶった斬ぎってくださいませ！」

　ついにメイドさんたちが匙さじを投げた……ということではないのだろう、たぶん。

　力自慢のシェリスや、一人で俺たちパーティと渡り合ったイルザを始め、ハウリングのスキルで攻撃力を強化した戦士たちや屈強なドラゴンによる集中攻撃で、頑強な装甲にも傷や凹くぼみが目立ち始めた。

　何しろ、当てることを度外視していいのだから、目一杯大振りの力任せである。あんな攻撃を連発されては、普通はひとたまりもない。

『天使ども！　何をしているのだッ！　やめろ！　早くやめさせないかッ！』

　古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろの声が、ヒステリックになり始める。

　シェリスたちを振り払おうと動き回ったりするが、如何いかんせん体長二〇メートルを超える巨体である。機動性では、魔法で飛行能力を得た戦士たちの方が圧倒的に上だ。

　がむしゃらにブレスを吐いたところで、マリアベルたちシルバードラゴン隊は常に『創世の聖竜』の顔付近をマークして飛び回り、複数態勢で確実にブロックする。

　尻尾しつぽの機銃を使おうと、防御スキルを使えるメイドさんが「お嬢様をお守りしろ！」と、決死の覚悟で一発たりとも後逸しない。

　そして──、

「会心のぉ！　三連撃ィィィッ！　ですわッ！」

　ガゴン、と変な音がして、エンジンを覆っていた装甲がひしゃげて剝はがれ落ちた。

「やりまちたわッ！　みなさん、ここが叩たたきどころですわよッ！」

　ここぞとばかり、剣が、槍やりが、斧おのが、ドラゴンのブレスが、トゲトゲ鉄球が、次々と剝むき出だしの機械を乱打する。

　やがて片側のエンジンからはバチバチと何かがショートするような変な音がして、黒い煙が吹き出し始めた。

　両エンジンのパワーの均衡が崩れたせいか、『創世の聖竜』の姿勢制御が急に危なっかしくなり、巨体がぐらぐらと揺れる。

「よーし、レッドドラゴン隊、出番だッ！　あのデカブツをマグマのプールに押し込んでやれッ！」

　待ってましたとばかり、真っ赤なドラゴンたちが地面を蹴けって『創世の聖竜』より上空まで舞い上がった。

　レッドドラゴンなら、万が一マグマに落ちてしまっても、火属性のダメージを無効化できる。溶けて、蘇そ生せい不可能の憂うき目めにも遭わないだろう。そう踏んでの判断だ。

「このおおおおッ！　沈んでくださぁ──────いっ！」

　先頭を切って急降下を開始したのはダリルだった。

　ネアが誘拐されたときに見せたような、隼はやぶさを思わせる急降下流星キックが『創世の聖竜』の背中を直撃した。

　がくん、と『創世の聖竜』が大きく揺れる。

　そこから、立て続けにレッドドラゴンたちが次々と『創世の聖竜』へと急降下体当たりをぶちかまし、力一杯、マグマのプール目指して押していく。

『おのれ、小こ癪しやくな……！』

　古掛光比呂はエンジンの出力を上げる操作をしたのかもしれない。

　しかし、片方のエンジンが半壊し、飛行能力が著しく低下した『創世の聖竜』は、徐々にレッドドラゴンたちに押し負けて、ジリジリとマグマのプールへと近づいていった。

「第一攻撃隊、第二攻撃隊、退避！　巻き込まれてマグマに落ちたら、死体も残らず蘇生もできないぞ！」

　シェリスを始め、戦士たちがレッドドラゴンたちと入れ替わるように、『創世の聖竜』から離れていく。

　だが、イルザだけは、退避命令を無視して健在な方のエンジンを戦せん斧ぷで叩たたき続けていた。

「お嬢様！　救世主殿が退避せよと……！」

「もう作戦は次の段階に移っております！」

「お退ひきください、お嬢様！」

　イルザはメイドたちの言葉に首を横に振った。

「まだでございますわ！　シェリスたちの方は壊れたのに、わたくしの方が壊れていないのでは、ヨシュア様に合わせる顔がございませんものッ！」

　そして、なおもエンジンを攻撃し続ける。

　それを見たシェリスが、くるりと反転して、再度『創世の聖竜』の方を向いた。

「ばあや。メイド隊のみなさん。わたくちのわがままに、付き合ってくださいます？」

　申し訳なさそうな顔で訊きくシェリスに、大半の者が身体からだに銃弾を受け、傷を負ったラフローリア家のメイド竜騎士たちは、一切の迷いもなく、しかも笑顔で、

「「「「「「かしこまりました、お嬢様」」」」」」

　そう声を揃そろえた。ドラゴンたちまでもが。

「ご立派になられました。お嬢様がイルザお嬢様をお見捨てになるようでしたら、このばあや、昔のように角を生やしてお説教を始めるところでございました」

「わたくしどもは嬉うれしいのです、お嬢様」

「戦士としての才能がないのかと悔し涙を流していらっしゃったお嬢様が、今では世界を救う戦いで要かなめの役割を担になわれるまでに」

「しかも、まさかこうしてお嬢様と駒こまを並べて戦える日が来るなんて」

「今やお嬢様も救世主様のパーティの主力。世界を救う作戦の一翼を担っておいでです。わたくしどもラフローリア家のメイドも鼻が高うございます」

「ですので、わたくしどものことはお気になさらず、存分に鉄球を振るってくださいませ。この身に替えても、お嬢様のお背中はお守りいたします」

　メイドたちの言葉に、シェリスは目元に涙を浮かべた。

「ありがとうございます、みなさん。わたくちは、ラフローリア家のメイド隊を誇りに思いますわ……！」

　シェリスは言うなり、『創世の聖竜』に向かって猛突進を開始した。

　一直線に、イルザが張り付いている残りのエンジンに向かって。

「手伝いますわよ、イルザ！」

　頭上で振り回したトゲトゲ鉄球を叩き付けて、エンジン部の装甲をひしゃげさせながら、シェリスが叫んだ。

「ちょっと！　余計な真ま似ねは無用でございますわよッ！　こちらの動力部は、わたくしが、このヨシュア様から頂いた戦斧で……」

「つまらない意地を張っている場合じゃありませんわよ、イルザ！　今は世界を救うのが最優先ですわ！」

「でも……」

「世界が滅んだら、もうヨシュア様に会うこともできなくなりますのよッ!?」

　イルザが唇を嚙かんだ。

「……それはイヤでございますわね。せーの、で左右から同時攻撃というのはいかが？」

　二人のお嬢様が、目を合わせてニヤリと笑った。

「そのアイデア、頂きですわ！」

「決まりでございますわね」

「ええ。行きますわよ！」

　二人がすう、と大きく息を吸い込んで、大きく得物を振りかぶった。

「「せーのッ！」」

　特大級のトゲトゲ鉄球と黄金の戦せん斧ぷが、ゲームガルドで一、二を誇る二人の怪力お嬢様によって同時に叩たたき付けられた。

　その攻撃に耐えかねたのか、健在だったエンジンがひときわ大きな金属音と一緒に、大量の黒煙を吐き出した。

「オーッホッホッホッホッ！　破壊成功でございますわ！」

「イルザ、高笑いちてないで、早く撤退しますわよ！」












「さあ、お嬢様方、お早く」

　メイドたちに促されて、シェリスとイルザが『創世の聖竜』付近から離脱した。

　左右両方のエンジンに深刻なダメージを抱えて、レッドドラゴンたちにぐいぐい押された『創世の聖竜』は、どんどん高度を下げていった。

「よし、そのまま落ちろッ！」

「よかった、なんとか介入の時間切れに間に合いそうですね」

　言いながらキーボードを叩たたき続ける光こう一いち郎ろうの額にも、汗が滲にじんでいる。おそらくは、瞬時の判断で絶えず複雑な操作を行い続けなければならないほど、『創世の聖竜』の抵抗力は高いのだろう。

「ご覧ください！　難攻不落と思われていた『創世の聖竜』が、マグマのプールへと押し込まれていきます！」

　興奮したように、コルネさんが実況している。カメラも、黒煙を吹きながらレッドドラゴンたちに押されて下降していく『創世の聖竜』を追っていた。

　勝った。

　たぶん、味方の誰もがそう思ったに違いない。

『なめるな、小僧どもがッ！』

　黒煙を吹きながらも、『創世の聖竜』のエンジンがフル稼働し、ガリガリとイヤな音を撒まき散ちらした。明らかに不備がありそうな駆動音だが、それでも、押し込む速度が明らかに低下していた。

　やがて、ピタリと落下が止まる。『創世の聖竜』が上昇しようとする力と、レッドドラゴンたちが下へと押す力が拮きつ抗こうしたのだ。

『馬鹿め！　介入の持続時間などお見通しだ！　光一郎の操作が追いつかなくなるまで粘れば、もう策は残っていまい！　私の勝ちだ！』

　ダリルやレッドドラゴンたちが懸命に押すが、均衡は崩れない。

「くっ……！」

　何か……何か手はないのか……！

　さすがにマグマへの落下というリスクを考えると、他の色のドラゴンたちを投入するわけにはいかない。

　学院長と教頭先生が地面へと降りて、

「レオナ、お前は降りなさい」

「あなた……」

　そんな会話をしていたりした。

　学院長は夫である教頭先生の言葉に従したがって、その背から降りた。

「義理の妹があれだけ奮戦してみせたのだ、姉の婿むこが傍観もできまい」

「お気をつけて」

　学院長に見送られて、教頭先生は飛び立ち、レッドドラゴン隊に加わった。

　だが、まだ足りない。均衡は崩れない。

「ああ、このままでは……！　為なす術すべなく、世界は滅びてしまうのでしょうか……！」

　コルネさんがカメラに向かって悲痛な声を出す。

　戦場全体の空気が、ここへきてズッシリと重くなったように感じられた。

　が、その重い空気を搔かき分わけるようにして、どこからともなく声が聞こえてきた。

『どうか、うちの子が無事に帰ってきますように』

　えっ、と振り返るが、声の主はどこにも見当たらない。

『始し祖そ様。お兄ちゃんをお守りください』

『誰か、あの忌いま々いましい機械のドラゴンをぶっ壊して』

「誰？　誰なの!?」

　どうやら俺以外のみんなにもこの声は聞こえているようで、杏あん奈なが声の主を探してキョロキョロと辺りを見回したりしていた。

　他の面々も、あまつさえ天使さえも声に気づいて、声の主を探しているようだった。

『せっかく仲良くなれたネアちゃんと、また遊べる日が来ますように』

『あんな化け物、嫌い！　いなくなっちゃえ！』

「これは……祈りなんじゃないですか？」

「祈り？」

「確信はないんですが……」

　キーボードの操作を続けながら、光こう一いち郎ろうが言う。

「あ！　あれじゃないかしら。ほら、コルネさんが中継をしたときに義よし弥や君がカメラに向かって言った言葉……」

「え？　俺、何か特別なこと言ったっけ？」

「なるほど、わかった。ヨシュア殿はあのとき、こう言った。『安心してそこで俺たちの勝利を祈っていてくれ』と、そう指示を出した」

「だから、その指示に従したがった人たちの──避難している人たち全員の祈りが、救世主クラスの能力で増幅されているのよ」

「そんなことが……」

　起こりうるのか……？　避難している人たちが何人いると思ってるんだ。その全員の能力を底上げだなんて……。

『またみんなでラーメンが食べられますように』

『もうイタズラはしません。お母さんの言うこともちゃんと聞きます。だから、救世主様、どうかお姉ちゃんたちを守って！』

『また普通に学院に通って、ボクが立派なワービーストになれる未来がきますように』

『来月には孫が生まれるんじゃ……！　始祖様、どうか、孫の顔を見せてくだされ。孫が生きていく世界を守ってくだされ……！』

『てんで弱っちくてこの決戦には参加できない俺らも、冒険は好きなんだ。また気の合うパーティで冒険に行きてえんだよ。だから……』

　祈りの声が、次から次へと響いてくる。

　途切れることなく、重なるように。

　まるで、祈り同士が共鳴し合うように、戦場中を──ゲームガルドの街中を埋め尽くすように。

　そして、どんどん共鳴が高まっていって──




『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『救世主様が、勝ちますように』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』




　数千、いや、万を超える祈りの声が、寸分違たがわず一つに重なった。

　祈りがうねり、まるで実体を持った巨大な手のように、レッドドラゴンたちの背中を押していく。

『馬鹿な！　祈りだと!?　そんなものが物理的な力を持つというのか!?』

　古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろの悲鳴のような声が聞こえた。

「何言ってんだ、あんた。……いや、俺も驚いてはいるが、この世界には魔法だってあるんだぜ」

　そう、これはきっと魔法なのだ。

　例え引退した市民でも、まだ冒険に出ていない幼い子どもでも、この世界の住人はみんな多かれ少なかれ魔法の素養を持っている。

　以前、シェリスが言っていた。例え魔法に縁がない戦士でも、一週間も練習すれば、ちょっとだけでも手て応ごたえのようなものは感じるのだ、と。

　それが俺の救世主スキルで増幅され、テレビの中継を焦点にみんなが思いを一つにして、懸命に祈ることで、ある種の儀式魔法のような効果が生まれたのではないだろうか。

「これは──まさか、奇跡が……いえ、これはきっと、世界の意思です！」

　コルネさんの実況が、熱を帯びていく。

「始し祖そ様や、歴代の救世主様は、この日のために準備をしていらっしゃいました。それは過去のゲームガルドの人々が反抗の意志を貫いた証あかしです！

　今現在、現役の冒険者や有志の大人たちが、ゲームガルドの現在を背負って必死に戦っています！

　そして、ゲームガルドの未来を担になう子どもたちの祈りが、理不尽な支配と滅亡を拒否し、その想おもいが力を伴って顕現しました！

　つまり、過去、現在、未来すべてが、ゲームガルドという世界そのものが、あの始祖様を殺した簒さん奪だつ者を否定したのです！

　さあ、祈りましょう！　一人一人の祈りが、救世主様を支える力となります！

　力のない我々も、祈ることで一緒に戦えるのです！」

　さらなる祈りが、雪崩のように押し寄せる。

　均衡が、崩れた。

　いや、崩れたなんてものじゃない。

　これまでの苦戦がウソのように、一気に『創世の聖竜』がマグマのプールへと押しやられていく。

『ありえん……！　取るに足らない弱者の意思などに、この『創世の聖竜』が……』

　レッドドラゴン隊と祈りの力に競り負けた『創世の聖竜』が、いよいよマグマのプールに落ちる──と思った瞬間。

　ドンッと派手な音を立てて、『創世の聖竜』はマグマのプールからわずか数メートルズレた地点に墜おちた。

「さっきの力比べで方向がズレたんだわ！」

「いいえ、まだです……！　どおりゃああああああああぁぁっ……！」

　ダリルが、教頭先生が、レッドドラゴンたちが、吼ほえながら渾こん身しんの力を込めて、マグマのプールへ押し込もうとする。

『やめないか！　ええい、離れろ、羽虫ども！』

　だが、当然、『創世の聖竜』から離れるドラゴンは一人もいない。

　『創世の聖竜』も四肢の爪つめを地面に突き立てて踏ん張るが、ガリガリと木々を薙なぎ倒たおし地面を削けずるだけで、レッドドラゴンたちと住人たちの祈りがプールへ押し込もうとする勢いは止まらない。

『やめろ！　やめてくれッ！』

　もはや、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろの声は悲鳴だった。

「今さら遅いッ！　手を緩めるな！　こういう輩やからは、甘い顔をすればすぐに掌てのひらを返すぞ！」

　野太い教頭先生の声。だが、教頭先生に言われるまでもなく、レッドドラゴンたちは誰一人力を緩めない。祈りも止やまない。

「我が父ながら、ここまで嫌われているといっそ清すが々すがしいですね」

「好かれることを何一つしていないじゃない、当たり前よ」

　冷淡に言い放つ杏あん奈なの言葉に、

「同感」

　とティーナが深くうなずいた。

「そう言ってやるな、一応、光こう一いち郎ろうの父親なんだから」

「縁を切れるものなら、一刻も早く切りたいんですけどね」

　……だろうな。

「それはともかく、杏奈、行くぞ」

「え？」

「マグマのプールに、だ。結末を俺たちが見届けないでどうする」

「……それはそうね」

　俺たちはマグマのプールへ向かうべく走り出す。

　そして、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろの悲鳴とレッドドラゴンたちの気合いの声と怒号が鳴り止やまぬ中、『創世の聖竜』は、ついにマグマのプールへと墜おちていった。





第五章▼　世界が変わる日




　マグマのプールに近づいてみると、『創世の聖竜』はマグマのプールの縁に引っかかって、下半身だけがマグマに浸つかっているような状態だった。

　その下半身も、熱で装甲が溶け始めているが、まだ形が残っている辺り、その基礎防御力の高さが窺うかがえる。

「みなさん、もう一息です……！」

　ダリルが音頭を取って、レッドドラゴンたちは『創世の聖竜』を完全にマグマの中へ沈めてしまおうとしているらしい。

「待て、ダリル！　もういい！　もう『創世の聖竜』は使い物にならないはずだ！」

　黒煙を吹いている翼のエンジンはおそらくもう限界だし、身体からだの半分がマグマに浸かって溶けた装甲の隙すき間まから内部にマグマが入り込んでいる。どんなメカニズムで動いているのかは知らないが、これだけ複雑なマシンなのだから、身体の半分がダメになっても動き回れるようなデタラメ設計ではないだろう。

「え、でも……」

　不思議そうな顔で、ダリルを始め、教頭先生やレッドドラゴンたちが振り返った。

「その中には何人もの人を殺し、この世界を滅ぼそうとした重罪人がいる。このままマグマに落として終わりじゃダメだ。捕らえてキッチリ法で裁さばいてこそ、この戦いは終結を迎えられる」

　でなければ、有あり瀬せさんや杏あん奈なの両親、歴代の救世主たちが報われない。

「さあ、出てこい、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろ！　お前の負けだ！」

　杏奈も、剣を構えて、

「出てきたくないなら好きにすればいいわ。どれだけ操そう縦じゆう席が快適にできているか知らないけれど、いずれ空調機能も停止して蒸し焼きになるわよ」

　と黒いオーラ全開で言った。

『黙れッ！　天使ども、何をしている！　早くこいつらを皆殺しにしろ！　お前らの家族の命は私が握っているということを忘れるなッ！』

　こいつは、どこまで……！

　頭に血が上りかけたところに、天使たちの猛攻が始まった。

「義よし弥や君、危ないッ！」

　襲いかかってきた天使の剣を、俺は辛うじて聖なるダガーで受け止めた。

「わかってくれとは言わぬ。だが、我々も従したがわぬワケにはいかんのだ」

　刃を合わせた鍔つば迫ぜり合あいのような状態で、俺に斬きりかかってきた立派な髭ひげを生やした天使が、うめくように言った。

「わかりますよ、気持ちは」

　だからといって、殺されてやるわけにもいかない。

　二合、三合と切り結ぶ。俺はいつでも左手でタリスマンを抜けるよう身構えて反撃の隙すきを窺うかがうが、そんなものはまるで見つからなかった。

「ティーナ！　光こう一いち郎ろう！　お前らは下がってどこかに隠れていろ！」

「この局面で他人の心配をする心意気は見事だが、剣の腕はまだまだのようだな！」

　やはり、俺程度の生兵法ではきちんと修練を積んだ達人には敵かなうべくもない。

　四撃目にして、聖なるダガーは俺の手から弾はじき飛とばされていた。

　斬きられた手の甲から、鮮血が舞った。

「くっ」

「悪く思うな！」

　髭の天使が、トドメとばかり上段から剣を振り下ろす。

「やらせないわッ！」

　杏奈が俺を庇かばうように割って入り、振り下ろされる剣を自らの剣で受け止めた。

「気持ちはわかるけれど、あの男は許してはいけないのよ！」

「同感だが、殺させるわけにはいかん。あの男の心臓が止まれば、我々の家族は強力な爆弾で吹き飛ばされ、蘇そ生せい不可能なほど粉々になると聞いている。無論、それとは別にスイッチ一つで、やはり我々の家族は爆発で死ぬ。殺すことも、逆らうこともできぬ」

「どこまで卑劣なの……！」

「同意する。だが、道義に反しようとも、多くの同胞を、家族を見殺しにはできん！」

　髭ひげの天使の強烈な一撃を受けた杏あん奈なの剣が、ピシリとイヤな音を立てた。刀身のど真ん中に亀き裂れつが……！

　俺と杏奈でお互いを庇かばい合いながら髭の天使とやり合うが、二人がかりでも攻撃に転じる隙すきすら見み出いだすことができなかった。

　そして、俺たちが髭の天使にかかりきりになっている間に、『創世の聖竜』の胸の辺りがガパッと開いて、スーツ姿の古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろが這はい出だしてきた。

　髪をぴしっとオールバックに撫なでつけたスーツ姿の細身の男。そんな人物がサブマシンガンを手に、汗びっしょりで、血走った目をして、

「おのれ、おのれ……」

　と呟つぶやいていた。

「杏奈、古掛光比呂が！」

「わかっているわ！　でも……ッ！」

　目の前の髭の天使は、無視することを許してくれるほど甘い相手ではない。

　そして、その強烈な斬ざん撃げきを受け続ける杏奈の剣と盾は、もう見るに堪えないほどボロボロになっていた。

「ヨシュアさん！　アンナさん！　ここはあたしが……！」

　レッドドラゴン隊としての役目を終えたダリルが、俺たちと髭の天使の間に割って入り、手刀を相手に向けて身構えた。

「行ってください……！　アンナさん、決着を……！」

「すまん、助かる！　だが、今の状況じゃ、素手のダリルは……」

　まだ、ティーナの魔法は効果を失っていない。

　つまり、相手の攻撃を避けることはまず不可能。受け止めるしかない。素手で戦うダリルには、この上なく不利な条件だ。

「大丈夫です。ドラゴンの鱗うろこの防御力を甘く見ないでください……！」

　それが半ば強がりであることは、緊張に震えるダリルの声でわかった。

　でも、いつもはマイナス思考のダリルが、ギュッと唇を固く結んで不安を押し殺している。その気持ちを、無下にはできない。

「頼む、ダリル！」

「はい……！」

「気をつけて。手て強ごわいわよ！」

「それはもう、構えを見ればわかりますよう……」

　発言の端はし々ばしに弱気さが見え隠れしているが、それでも、ダリルはしっかりと相手を見み据すえ、呼吸を整えながら隙を探っていた。

　ここは大丈夫。そう信じた。

　聖なるダガーは落としたままだが、拾っている暇はない。

　どのみち、傷を負ったこの手では使えない。それに、どうせ俺の戦法はタリスマンに攻撃力を頼っているのだから、聖なるダガーはリーチを少し伸ばす補助器具に過ぎない。

「ごめんなさい、もう魔法は……」

　申し訳なさそうに、杏あん奈なが言った。

「わかってる」

　杏奈の魔法がもう打ち止めなのは、ティーナの親父おやじさんが来たときに確認している。まあ、俺の回復魔法のタリスマンもとっくに尽きているのだから、文句も言えない。

　ポタポタと地面に血がしたたり落ちる。痛みはあるが、今はそれどころじゃない。

　杏奈と二人で、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろの前へと回り込む。

「逃がさないわよッ！」

　鋭く杏奈が言った。

　だが、古掛光比呂は逃げ出すどころか、俺たちに銃口を向けた。

「逃げる？　馬鹿を言うな。周りを見たまえ。ようやく底力を出し始めた天使を相手に、貴様らの味方に余裕はない。さっきのように貴様らを助けに来る味方はもういないぞ」

　そして、ニヤニヤ笑いながら引き金に指をかける。

「忌いま々いましい救世主め。貴様もだ、小娘。親子ともども私の邪魔ばかりする。だが、それもここまでだ。貴様らさえ排除できれば、この世界の連中も精神的支柱を失って、少しは御ぎよしやすくなるだろう」

「本気で言っているのか。俺たちなんかいなくても、この世界のみんなはお前に屈したりしないぞ」

「そう思うのは勝手だが、私は試してみるだけだ。貴様らを蜂はちの巣にして、そこのマグマの中に沈めてな！」

　ヤツは本気だ。怒りと狂気に血走った目が、それを物語っていた。

「その後に日本に撤退するとしよう。この箱庭の外側から、じっくりと滅ぼしてやる」

　杏奈が盾のグリップを握りしめて一歩前に出る。防御スキルを使う構えだ。

　……だが、杏奈の盾も剣も、すでにヒビが入ってしまっている。果たしてどれだけ持もち堪こたえられるか……。

　考えろ。

　ヤツまでの距離は一五歩から二〇歩。完全にマシンガンが有利な間合いだ。こちらには魔法も含めて飛び道具はなし。あるのはひび割れた剣と盾、そして接触しなければ効果を発揮しない、攻撃用の特注タリスマン。

　くそ、手の痛みが思考の邪魔をする。

　だが、泣き言を言っている暇はない。

「杏奈」

　小声で、俺は杏奈に──防御担当の相棒に話しかけた。

「これから何が起こっても、決して振り返らずに連携を取ってくれ。学院の地下でやったみたいに」

「何をする気……？」

　杏あん奈なは振り向きもせず、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろを警戒しながら言った。

「説明してる暇はない。俺を信じろ」

「……わかったわ。少なくとも、貴方あなたのことだけは守ってみせる」

「じゃあ、俺も約束する。お前の親の仇かたきは必ず取ってやる」

　後ろ姿でも、杏奈が微笑ほほえんだのが空気感でわかった。

「今生の別れは済んだかね？　安心したまえ、せめてもの情けで一緒に殺してやろう」

　古掛光比呂が引き金を引いた。

　連続した銃声に怯ひるむことなく、杏奈が防御スキルを展開した。

「こんなもの、『創世の聖竜』の機銃に比べたら……！」

　俺は杏奈が銃弾の雨を防いでくれている背中に隠れて、タリスマンを引き抜いた。

　銃弾が一発、杏奈の剣の刀身に命中した。刀身は実に簡単に折れて地面を転がる。

　そして、次の行動に備そなえて身構えた弾みに、タリスマンを持った俺の左手も、乱射される銃弾に撃ち抜かれてしまった。

　タリスマンの中に灯ともっていた魔法の光が、虚むなしく空中で霧散する。

　痛え。左手が燃えるほど熱く、発狂しそうなほどズキズキする。

「ははは、命中強化の魔法は凄すさまじいな！　まさかフルオートでばらまいている弾がこうも狙ねらったところに命中するとは！　わははははははは、いかんなあ！　防御スキルの効果範囲外に手を出してしまうなんて！」

　手の痛みに、俺は顔を歪ゆがめた。くそ、銃声も哄こう笑しようも、耳みみ障ざわりで仕方ない。

「くくく、終わりだな。攻撃の手段をすべて失った貴様らは、もうジリ貧だ！　そして、私はまだまだ予備の弾倉を持っている！　銃に素手で立ち向かってみるかね？」

　圧倒的優位が手中にある、という余裕か。

　それが、ヤツを饒じよう舌ぜつにさせる。

「わかるかね。最後は大人が勝つのだ。ガキの浅知恵で勝とうなど、不可能なのだよ！」

　やがて、銃声が止やんだ。

　同時に、杏奈の盾が砕け散った。

「はっはっは、盾まで壊れて、もう防御もできなくなってしまったなあ！」

　古掛光比呂は、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの顔で、空になった弾倉をガチャッと外して、腰の後ろから予備の弾倉を取り出した。

　使い慣れない道具だからだろう、その動作はスムーズとは言い難にくい。

　しかし、もうこちらに攻撃の手段が残っていないことを知っているせいか、焦りの色はまったくなかった。

　だが。

　銃声が止むと同時に、杏奈はサイドステップを踏んで俺が反撃に転じる道を空けていた。

　そして、俺は、迷わず杏あん奈なが空けてくれた道を、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろに向かって駆け出していた。

　余裕をぶっこいているがいい。

　それこそが俺の狙ねらいなのだから。

　自分が強力な武器を持ち、相手に武器がないという誰の目にも明らかな優位は、自信を生む。だが、その自信は己が培ってきた努力によるものではなく、故に脆もろい。

　脆い自信は、すなわち隙すきだ。

　その隙を誘うために、俺は、わざわざ杏奈の防御範囲から左手をはみ出させたのだ。

　狙わせるために。

　ティーナの魔法の効果で、確実に撃ち抜かれると知って。

　一歩ごとに両手に激痛が走るが、無む理り矢や理り我慢する。こんな痛み、シェリスのトゲトゲ鉄球で潰つぶされることに比べたらなんだというのだ。

　俺は、ひたすらに古掛光比呂に向かって走った。

　二本引き抜いていたうちの一本、赤い火属性の魔法の光が灯ともるタリスマンをタバコよろしく口にくわえて。

　ヤツが俺の動きに気がついて、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた。

　へっ、もう遅い。

　あと、およそ五歩。確実にヤツが弾倉を交換し終えるより早い。

　──のに。

　運悪く、俺の足下には大きな窪くぼみがあった。

　当たり前のように、俺は躓つまずいて前のめりにバランスを崩した。

　──しまった……！

　確実に転倒するコースだ……！

　両手に怪け我がをしている今の状態では、すぐさま立ち上がるというわけにはいかない。それどころか、受け身すら難しい。

　このまま転んでしまったら、ヤツが弾倉の交換を終えてしまう……！

　負けるのか。

　ここまできて、あと一歩というところで。

　杏奈の両親の無念も、有あり瀬せさんの想おもいも、歴代救世主たちの努力も、すべてが無に帰してしまうというのか。

　世界が、滅んでしまうというのか。

　いやだ。

　誰も幸せになれないそんな結末は、絶対に……！

　と、その瞬間、誰かに身体からだを支えられた気がした。

　何人もの温かい手が、転びそうな俺の上半身を優しく包み込んでくれるような感覚。

　たたらを踏みながらも、その手の支えのおかげで、なんとか俺はバランスを取り戻した。

　──さあ、行って。

　そんな女性の声が、確かに聞こえた。

　耳元で、囁ささやくように優しく、しかし、力強く俺を勇気づける声が。

　いつか夢中でゲームの話をした、懐かしい幽ゆう霊れいの声が。

　俺は、一人じゃない。

　俺を信じて、道を作ってくれた杏あん奈ながいる。

　戦場で力を合わせられるパーティの仲間がいる。

　委員長やマリアベルのような、協力してくれる友人も、学院長や教頭先生のように導いてくれる先生も、リックやコルネさんのように戦闘以外で支えてくれる人たちも、俺たちの勝利を信じて祈ってくれる人たちもいる。

　そして、死んでなお、見守ってくれている人たちまでも。

　そのすべての想おもいが、俺の双肩にはかかっているのだ。

　負けるはずがない。

　負けるわけにはいかない。

　あんな、ひとりぼっちで、身勝手な野望のことしか考えていないクズ野郎に、負けてたまるものか。

　俺は、救世主なのだから……！

　伊だ達てや酔すい狂きようでこれまで救世主をやってきたわけじゃない。

「救世主をなめんなッ！」

　俺がゲームガルドで生き抜くために使ってきたこの頭を、ガキの浅知恵とか言ってくれたな。

　でも、こっちはその浅知恵で──、

「テメーの考えることなんか、全部お見通しなんだよ、バーカ！」

　俺は傷が痛むのもお構いなしに、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろの右手首を右手で摑つかんだ。

　そして、同時にくわえたタリスマンを思いっきり、ガリッと嚙かみ砕くだく。

　俺の右手が、魔法の炎に包まれた。当然、右手で摑んだままの古掛光比呂の手も。というか、痛みは感じるが、炎の熱さは感じない。そうか、攻撃魔法って術者は対象外なのか。そうでなければ、ティーナの攻撃魔法は自分をも巻き込んでしまうだろうし。

「ギャアアア！　熱い！　放せっ！」

　サブマシンガンを取り落として、古掛光比呂が泣きわめく。

「うるせえ！」

　俺は嚙み砕いた使用済みタリスマンを吐き捨てて、ぎゃあぎゃあ喚わめき続ける古掛光比呂の鼻っ柱に思い切り頭突きを食らわせた。

　パッと手を放すと、ヤツは尻しり餅もちをついて、火傷やけどを負った手首を押さえながら「痛い痛い」と七転八倒する。

　その間に、俺はサブマシンガンをマグマのプールへと蹴けり飛ばした。

「……本当に、貴方あなたってときどき酷ひどい無む茶ちやをするわね」

　駆け寄ってきた杏あん奈なが、俺を睨にらむ。

「これくらいしか手を思いつかなかったんだよ」

「あんまり心配させないでよ」

「でも、なんとかなっただろ」

「……そうね」

　じろり、と杏奈が古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろを睨んだ。

　さっき俺を睨んだ目とはまるで違う、底冷えするような目で。

「ひっ……。て、天使ども、早く私を助けろッ！」

　尻しり餅もちをついたまま後あと退ずさりながら、古掛光比呂が叫んだ。

「その必要はないよッ！」

　古掛光比呂の命令を遮さえぎるように、女性の声が響いた。

「へへ、ボス、ただいま戻りましたぜ」

　マグマのプールを作ったダンジョンの天井を爆破して空けた大きな穴からこちらを覗のぞき込んでそう言ったのは、サマーニとパスパーの二人組だった。

「遅いですよ。何をしていたんですか」

　岩陰に隠れていた光こう一いち郎ろうが顔を出して、言った。

「そりゃすみませんねえ。でも、あの爆弾だって放置はできないでしょうに」

「まあ、何はともあれ、天使の人質は全員解放してきましたぜ。もうこんなゲス野郎に従したがう必要はねえぞ！」

　上空では、天使たちの、解放された家族との感動の再会がそこかしこで始まっていた。

「何を悠長な……。君たちがさっさと報告を持って来てくれないおかげで、こっちは大変だったんですよ」

　そうは言いながらも、光一郎は二人の手下を労ねぎらう顔をしていた。

　光一郎め、そんなところにまで手を回していたのかよ。転移魔法であっちこっち行って準備してたとか言ってたことには、これも含まれていた、ということか。

　だが、これで天使たちは戦う理由を失った。もはや、誰一人として古掛光比呂の命令になど従おうとしない。

　俺はすぅっと息を吸い込んで、

「とにかく！　戦いは終わった！　俺たちの勝利だッ！」

　そう叫んだ。

　喝かつ采さいと歓声が、戦場ではなくなった空に満ち満ちていく。

「みんな、喜ぶのは後だ！　死傷者の回収と治療を急いでくれ！　天使の人たちも分け隔てなくな！　もう天使は敵じゃない！」

　歓声は徐々に消えていき、誰もが戦闘中の役割に関かかわりなく、死傷者の捜索や治療を開始する。

「お前たちも捜索と治療に協力するのだ！」

　髭ひげの天使が、仲間たちにそう指示を出した。そして、剣を鞘さやに収めながら、俺たちのところへやってきた。

「事情があったとはいえ、すまなかった。許してくれなどと言える立場ではないが、せめて手伝わせてくれ」

　そう言いながら、髭の天使が俺の両手に手を翳かざした。俺の怪け我がが淡い光に包まれて、みるみる癒いえていく。

「それから、見事な采さい配はいと指揮だった。感服したよ」

「剣の腕では、まるで相手になりませんでしたけどね」

「素手で私と渡り合える仲間がいるのだ、それで充分だろう」

　髭の天使が笑う。俺も、「もちろんです」と胸を張って笑みを返した。

　そして、その脇では、こっそり逃げようとしていた古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろの足を払って転ばせた杏あん奈なが、その背中を思いっきり踏みつけていた。

「誰か、こいつを縛るロープを持ってきてちょうだい」

　杏奈に不安を感じて、視線を向ける。

「大丈夫よ」

　俺の視線に何かを感じたのか、杏奈は微笑ほほえんで言った。

「逃げないように縛るだけ。手荒なことはしないわ」

「いいのか？」

「ここで感情にまかせて報復をしてしまったら、貴方あなたの言う黒いオーラが本当に染みついてしまいそうだもの」

　……あー、それはもう手遅れかもしれない、とも思うが、言いたいことはなんとなくわかる。

「いい判断だと思う。復ふく讐しゆうの血で汚れた手で、ネアの頭は撫なでられないもんな。日本で再会するはずの妹の頭も」

「ええ」

　憎き仇かたきを踏みつけたまま、杏奈はまたにっこりと微笑んだ。それは、黒いオーラなど微み塵じんも感じさせない、とても清すが々すがしい笑顔だった。
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　いつしか、ダンジョンに避難していた市民たちや、解放された天使の家族たちも加わって、死傷者の救助は凄すさまじい勢いで進行していった。

　重傷者は医師たちが戻って機能を回復した医療機関に、軽傷者は救助をしながら天使たちがその場で治してくれる。

　しかし、さすがに天使たちも蘇そ生せいまでこなせる者は戦いで疲弊しているようで、なかなか気軽に生き返らせるというわけにもいかなかった。

「救世主殿！　指示通り、亡くなってしまった者たちの遺体を集めたわよ！」

　上空から、ドラゴンに乗って飛来したシェリスのお母さんが言った。

　ずらりと並べられた何百、もしかしたら一〇〇〇にも及およぶ数の死体は、学院の前庭を埋め尽くしていた。

「ありがとうございます！　ティーナ！　今日最後の魔法を頼む」

「わかった」

　ティーナが杖つえを掲げて、

「光よ」

　と一言、唱えた。超広範囲の、蘇そ生せいの魔法。

　なんていうか、死んだ人たちが一斉に息を吹き返す図というのは、こう言っちゃ悪いのかもしれないが、ゾンビ映画みたいでちょっと不気味だ。

　まだハッキリ確認はできていないけれど、今のところ、ゲームガルド側に行方が確認できていなかったり、蘇生に失敗するほど酷ひどい状態になった者がいるという情報は届いていない。

　天使側の事情はわからないが、泣いたり悲しんだりしている天使は見かけていない。

　この戦いで犠牲者と言えるのは、現段階では、杏あん奈なの両親と、有あり瀬せさんを始めとした歴代の救世主たちのみ。

　決して安い犠牲ではない。

　でも、世界をかけた規模の戦いとしては、最小限で済んだことを喜ぶべきなのだろう。

「あとは、この大犯罪人の処遇ですわね」

　シェリスの言葉に、ゲームガルドの人々と、天使たちの目が一斉に縛られた古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろへと向けられた。

「ひっ」

　もはや、ロープでぐるぐる巻きにされた古掛光比呂に、ラスボスとしての威厳も、世界の敵としての凄すごみもなかった。ただのくたびれたおっさんだ。

　悪人でも矜きよう持じくらい持っていられないものだろうか。まったく、情けない。せめて、虚きよ勢せいでも堂々としていればいいものを。

「そんなの、死刑に決まっている」

　素っ気なく、ティーナが言った。

「ですね……。世界を滅ぼそうなんて、歴史上類を見ない極悪人ですし……」

　ダリルもそう言い、ネアもそれに対して「みゃう！」とうなずいた。

「アンニャのお父さんとお母さん？　を殺した悪い人は、ネア、許さにゃい！」

「さっさと殺してしまえばいいのでございますわ」

　イルザの言い方はまるで氷のようだが、ここにいる大半の者はそういう気持ちだっただろう。何しろ散々苦しい戦いを強いられ、自分が住んでいる街を壊され、一歩間違えば滅亡へと追いやられるかもしれなかったのだ。

「まあ、死刑は当然として、問題は回数だろうな」

　腕を組んで、委員長が言う。

「五回や六回では済まないのではなくて？」

　マリアベルも、さも当然という顔で委員長に相づちを打つ。

　あ、そうか、蘇そ生せい魔法がある世界だと、死刑の上に『生き返らせてまた死刑』とかがあるのか。怖えな、ゲームガルドの刑罰。

「まーそうだよね。簡単に終わらせちゃったら、天使の人たちも納得できないでしょ」

「同感なのです。なんなら、何回かは天使の人たちの手で執行するといいのです」

　レーナとサリナの言葉も容赦がない。

「我々に何かを主張する権利があるとは思わないが、そのお気遣いは痛み入る」

　髭ひげの天使が頭を下げた。どうやら、この人は天使たちのリーダーであるようだ。

「すみません、それについては、僕に提案があります」

　光こう一いち郎ろうが手を挙げて言った。

「僕の父は、日本──志し度ど君や柚ゆ比び坂さかさんの世界でも重罪を犯しています。あちらの世界での罪もすべて明らかにして、償わせるべきです」

「そりゃそうだが……っていうか、待て。そうだ、光一郎、お前は日本に帰る手段を知ってるんだよな!?」

　訊きいた俺をなだめるように、光一郎は「まあまあ」と苦笑した。

「とにかく、父の身柄は一度、僕らの世界で預からせてほしいのです」

「ちょっと待って。色々無理じゃないかしら。時間の流れが違うんだもの、日本で刑に服すどころか、裁判をやっているだけでこっちでは何百年も経たってしまうわ」

「今のままでは、そうですね。なので、柚比坂さんの管理者キーを使って、この世界の時間の流れを僕らの世界と同じに調整したいと思っています」

「救世主殿の旧知であり、今回協力してくれたとはいえ、私たちは貴殿のことをそこまで信用できてはいないぞ。協力をする振りをしておいて、管理者キーを奪ってリセットをしないという保証はどこにもない」

　委員長の指摘に、光一郎は深くうなずいた。

「でしょうね。まあ、リセットはあの塔からじゃないとできませんが、その懸念はもっともです。なので、志度君や柚比坂さんに立ち会ってもらって監視して頂きます。ご希望とあれば、他の方々も監視についてくださって結構ですよ。まあ、作業を行う部屋がそれほど広くはないので、入れるのはあと四、五人がせいぜいですが」

「それなら、救世主パーティ（仮）に任せればいいんじゃない？」

「私も、それがいいと思うのです」

　レーナの言葉に、サリナが相づちを打つ。

「でも、日本で裁判にかけた後、まあ刑に服した後かもしれないけど、こっちに引き渡してもらうなんてできるのか？」

「普通は無理だと思うわ」

　杏あん奈なが言った。俺も、そう思っての発言だった。

「国家間の犯罪者の引き渡しは、そのための条約が結ばれていなければほとんど不可能だと聞いたことがあるわ。同じ世界の国同士でさえそうなのだから、異世界となると前例がなさ過ぎて、お役人はきっと困り果てるわよ」

「ですね、なので、そのためにも、日本と国交を結びましょう」

　一瞬、光こう一いち郎ろうの言っている意味が理解できなかった。

「父が意図していたように、僕らの国にとって、ゲームガルドのスキルや魔法は未知の技術です。この世界の存在が明らかになれば、是が非でも欲しがるはず。なので、国交を結ぶ条件に、この世界においても大罪人である父の引き渡しを加えれば、交渉の余地はあるでしょう。それを日本政府が約束するまで身柄はこっちに置いておくことにすれば、交渉が上う手まくいかなくてもデメリットはありません。引き渡しの交渉が決裂した場合は、日本には引き渡さずこちらで裁さばけばいいでしょう」

「ちょ、ちょっと待ってくださいませ」

　少し声を上ずらせて、シェリスが言った。

「国交を結ぶということは、ヨシュア様たちの世界と、自由に行き来できるようになる、ということですの!?」

「まあ、すぐにホイホイ行き来できるようになるかどうかは保証しかねますが、いずれはそうなっていくと思います」

「賛成！　その案、大・賛・成ですわッ！」

「私も、超同意」

　ティーナも、ぐいっと強めに主張する。

「そうね……」

　杏奈も、ネアの頭を優しく撫なでながらうなずいた。

「難しいことはわかんにゃいけど、ネアはアンニャとヨシヤと、みんなと一緒ならにゃんでもいいよ？」

　杏奈に撫でられて、喉のどをごろごろと鳴らしながら、ネアが言った。

「ええ、私もよ」

　杏奈がしみじみとうなずく。

「よかったな、ネア。いっぱい頑張って、ダリルと大活躍したもんな。杏奈に目一杯褒めてもらえ」

「みゃう！」

　ネアが屈託のない笑顔で答えた。

　実は、ネアの一番のお手柄は、杏奈を復ふく讐しゆう心しんから解放したことだろうけどな。本人に自覚はないだろうけど。

「ちょいと、あんたたち」

　そんなところへやってきたのは、ダリルのお母さんだった。

「難しい話は後でいいんじゃないのかい？　あたしたちは全員、みんなの無事と勝利を祝う料理と酒を振る舞いたくてウズウズしてるんだがね」

　イタズラっぽくそう笑うダリルのお母さんの後ろでは、瓦が礫れきの中から持ち出してきたテーブル、無事だった調理道具や食材を確保してきて、腕利きの料理人たちがそこかしこで大量の料理を作り終えていて、なおも調理を続けていた。

「あんたら冒険者たちは大役を果たしたんだ。今度はあたしたち大人があんたらを労ねぎらう番だ。違うかい？」

　これまでの流れを全部無視して、命を賭かけて戦った冒険者たちが雄お叫たけびのような大歓声を上げる。

「さあ、天使のみなさんも、遠慮なく飲んで、食っていきな。あんたらが悪いヤツらじゃないってことは、みんな知ってるからね」

　ダリルのお母さんが、そう言って豪快に笑いながら髭ひげの天使の背中をバンバンと叩たたいた。身長二メートル近い筋骨隆々の女丈夫のスキンシップは、見ているだけで痛そうだ。

「だが、我々は……」

　戸惑う髭の天使に、俺は歩み寄って握手を求めた。

「出会いがこんな不幸な形だったからこそ、俺たちは親しん睦ぼくを深める必要がある。そうは思いませんか」

「……完敗だ、若き救世主よ。強制された戦いだったとはいえ、勝てる道理などなかった。貴殿のような御仁を中心に結束していたからこそ、あのような化け物をも打ち倒せたのだろう」

　そう笑って、髭の天使が俺の握手に応じる。

　なんだなんだ、この人も委員長タイプか。

「俺はともかく、みんなが凄すごいのは事実だと思います。それに、これからは、あなた方天使も、その仲間の一員ですから」

　そう答えた瞬間、この世界を囲む檻おりの壁が輝き始めた。

　ああ、そうか。

『クエスト：天使と同盟を結べ』

　今の握手が、きっと同盟の締結と判断されたのだろう。

　壁は徐々にその姿を光の粒子へと姿を変えていき、少し遠くへと飛んでいっては、積み重なるように壁を再構築していく。

　まるで、その光は、俺たちの勝利を世界が祝福しているように思えた。

　その光に誰もが目を奪われる中、誰かが「乾杯だ！」と叫んだ。

「おお！　勝利に乾杯！」

「ゲームガルド万歳！　救世主様万歳！」

「早く酒を持ってこい！」

　それが引き金になって、なし崩し的に酒盛りが始まった。

「ほら、お食べお食べ」

「うちの肉は最高だよ！」

「こんな状況だから簡単な料理しかできないけど、食べておくれ」

「当店自慢の『キマイラのミルク』、乾杯にいかが！」

　と、酒場や料理屋の主人はもとより、精肉や鮮魚などを扱う店の主人たちまでもが、自慢の料理や酒を押しつけるようにみんなに振る舞っていく。

　うん、とりあえず、みんな酔っ払う前に古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろを牢ろう屋やかどこかに入れておこうな。
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　一四歳から飲酒が許されているゲームガルドの住人とは違って、日本の法律を守っている俺や杏あん奈なはお酒の勧めは断ることにしている。

　しかし、それを知ると、今度はみんなして酒の代わりに料理を持ってくるようになって、俺たちの周りは食べきれないほどの料理で溢あふれかえってしまった。

　ネアは美お味いしそうなものがたくさんある宴席に大はしゃぎだったが、すぐにお腹なかいっぱいになったのか、杏奈の太ふと股ももを枕まくらにすやすやと寝息を立て始めた。

「やっぱり疲れちゃったのかしら」

「だろうな」

　こんな小さな身体からだで、『創世の聖竜』なんて化け物相手に戦ったのだ。無理もない。

　ただ、眠ったら眠ったで、このネコ耳の小さな天使はその寝顔で周囲を魅了するのだ。本物の天使たちがいる前で、こういう比喩を使うのもどうかと思うけれど。

　しかし、本当に疲れていたのかもな。屋外で、しかも街をあげてのお祭り騒ぎの中で、起きる気配さえ見せずにぐっすり眠っているのだから。

「うわあ、うわあ、これは可愛かわいくてたまらないのです……！」

　そう言って、犯罪者すれすれの目をして寄ってきたのはサリナだった。

　そのサリナに、杏奈がジロリと冷たい目を向ける。サリナ、自重しないとそのうち虫けらを見るような目で見られるぞ。

「ちょっと、サリナ！　たいして飲んでないのに、酔っ払いみたいな絡み方しないの！」

　サリナがレーナにたしなめられている。いつもと逆で、なんだか新鮮だ。

「それにしても、このめでたい日に酒も飲めないとは、異世界は無ぶ粋すいなところだ」

「ほら、姐ねえさんも、お酒を無理強いするようなこと言わないの。まったく、うちのパーティはなんでこう酒癖が悪いのかしら」

　実生活ではいつもこんな感じなんだろうか。レーナ、ご苦労様です。

「ヨシュア君、ヨシュア君」

　麦酒ビールのジョッキを手に、ヘンドリー商会の御おん曹ぞう司し、リックがやってきた。ほんのりと頰ほおが赤くなっているからには飲んでいるのだろうが、色男は酔い方もスマートなのか、いつもと物腰は変わらない。

「よう、リック。なんか、あちこちの避難ダンジョンに物資やテレビを届けてくれたんだってな。助かったよ」

「何を言ってるんだい。助かったのはこっちだよ！　ヨシュア君のおかげで世界は滅びない！　最高だよ！　今日はいい日だ！　乾杯！」

　一人で勝手に乾杯して、麦酒ビールをあおる。

　前言撤回。やっぱ酔ってるな、こいつ。

「僕は感動したよ。それで、思いついたんだ！　ヨシュア君の今日の戦いを劇にして、テレビジョンで放送しよう、って！　これは絶対に受けるよ！　大ヒットだ！」

「は……？」

　えー。いやまあ、勝利に浮かれるのはわかるけど、それはどうなんだ。委員長でも主人公にした方がよほど映えるだろうに。

「僕ら村人クラスには、戦いには向いてないだけで、絵が上う手まかったり、文章が得意だったりするヤツらがたくさんいるんだ。僕は、彼らと一緒に、何かでっかいことをやりたいってずっと思っていたんだよ！」

「だったら、国交が結ばれたら俺たちの世界にエンタテインメントのなんたるかを勉強しに来るといい」

「それはいい！　できることなら、是非とも行ってみたいね！」

「できるだろ。今日の戦いでお前が果たした役割に比べたら、そんなの、やる気さえあれば簡単なことだと思うぜ」

　あー、何言ってるんだろうなあ、俺。向こうにいたときはゲームしかやってなくて、ちっとも頑張ってなかったクセに。それがまあ、ずいぶん偉そうなこった。

　俺は立ち上がって、

「お前らの酔いに当てられちまった。少し涼んでくる」

　そう言い残して、ふらりとその場を離れた。




「こんなところに……」

　馬鹿騒ぎの喧けん噪そうから隠れるように、路地の奥の怪しげな商店の軒のき先さきで酒を酌み交わしているパスパーとサマーニを、ようやく見つけた。

「おや、これはこれは、こんな路地裏に救世主サマのお出ましかい」

　葡ぶ萄どう酒しゆを傾けながら、サマーニが皮肉っぽく笑った。

「なんでこんなところで……。表でみんなと楽しめばいいのに」

「ガラじゃねえんだよ」

　そう言って、パスパーが酒をあおる。

「あんたらに感謝してる天使も多いだろうに」

「そうでもないわよ。天使たちの家族捕まえて爆弾仕掛けたのはあたしたちだし」

「えっ!?」

「そりゃそうだろ。あのデカブツから降りずにそんな真ま似ねができると思うか？」

　なるほど。

　確かに、強力な搭乗兵器が一つだけあっても、それだけでは里一つの制圧も難しいだろう。食事、排はい泄せつを始め、兵器から降りなければならない局面は多いはず。それをサポートする人員がどうしても必要になる。

　何より、降りた瞬間に最大の隙すきをさらすことになるのだから、古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろが簡単に降りるはずがない。

　だからこそ、古掛光比呂は手足として使うために天使を支配下に置いたのだろう。そして、その天使たちを支配下に置くための手足として、この二人を必要としたのだ。

「まあ、だからこそ解放も解除もできたわけよ。監禁場所も知ってたし、爆弾の操作方法も教わったし」

　なんだかなあ。

「でも、それも敵を欺あざむくためだったわけだし、怒ってないと思うけど」

「感謝されるってのもガラじゃねえんだよ、俺たちみたいなのは」

「そんな……。だって、光こう一いち郎ろうの思惑を知って手伝ってたんですよね？」

「違うわよ」

　あっさりと否定されてしまった。

「俺たちゃ金で雇われただけだぜ？」

「マジで!?」

「救世主って言ったって坊やねえ。大人はね、青臭い初恋の思い出だの、世界の命運だの、そんな理屈じゃ動かないのよ」

「いや、動いてくれた人たちがたくさんいましたけど」

「そういう連中は……ほら、アレよ。綺き麗れいな大人なのよ」

「でも、最終的には俺たちを助けてくれたじゃないですか」

「そりゃ、俺たちの雇い主は息子の方だったからな。親父おやじの方は脅おどすばっかりで金なんか払う気ないと踏んだから、息子に付いたってだけさ」

　なんでこうひねくれてるのかね、この人たちは。

「じゃあ、そういうことにしておきます」

　苦笑しながらそう答えたら、

「可愛かわいくないわね」

「可愛くねえな」

　異口同音に言われてしまった。

　いや、だって、あんたら、あの場にいなかったのに、今、光一郎の初恋のこと言ったじゃん。それ、どう考えても事前に聞いてたってことだろうに。

「ところで、その雇い主はどこに？」

「さてなあ。うちのボスは神出鬼没だから」

「……あたしはなんとなくわかるけどねえ。救世主サマにはわからないのかい？　あんなお綺き麗れいな演説をするくらいだから、あたしよりはロマンチストだと思ってたのに」

　あ、そうか。

「なるほど、助かりました」

　俺は二人に礼を言って、ドワーフの地下工房街へと足を向けた。




　地下という立地のせいか、ドワーフの地下工房街は比較的被害は少なかった。とはいえ、街中大宴会の真っ最中とあっては、地下にはほとんど人影もなかった。

　そして、俺はとあるダンジョンの前でたたずむ人影を見つけた。

　ダンジョン『旧坑道跡』、かつて鉱物を産出していたが、掘り進むうちに墳ふん墓ぼにぶち当たり、主にアンデッド系のモンスターが徘はい徊かいするようになってしまったダンジョンだ。

　そしてその墳墓で眠っていたのが、かつての救世主アリーゼ・カナートこと有あり瀬せ香か奈な子こさんだった。

「光こう一いち郎ろう」

　声をかけると、こちらを向きもせず、

「……もう、ここにはいないってわかっているんですけどね」

　光一郎はそう言って、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「最後に話せたのが、お前ならよかったのにな」

　今にして思えば、光一郎が『北風の魔宮』で言っていた『有瀬さんの幽ゆう霊れいがここにいたことを知らなかった』というのは、事実だったのかもしれない。

「ありえませんよ。僕は志し度ど君たちと関かかわる以前、自分でダンジョンに潜るなんてことはしたことはありません。それっぽい情報を集めて、冒険者たちに示し唆さする──父にはそう見せかけておいて、こっそりとミスリードするような情報を流す、というのが僕のやり方でした。もっとも、志度君が来てからは後手後手に回ってばかりでしたが」

「そりゃすまんな。でも、だったら最初から言ってくれればよかったのに」

「言ったでしょう、僕だって完全に信用されてない、って。敵を欺あざむくならまず味方から、ですよ」

「それに関しては大成功してたな。俺も杏あん奈なも、すっかりお前を敵だと思ってた」

「そのおかげで、最後にどうやって僕の真意を伝えたものか、悩みに悩みましたよ。結局、あんな昔の写真を持ち出すしかありませんでした」

「あの写真をホーム画面の壁紙に設定したのはやっぱりお前か」

「ええ。有瀬さんがそうしてくれていたなら嬉うれしかったんですけどね」

　お前が小学生の頃の写真だぞ。それはそれで少し問題だとも思うが。

「志度君にも柚ゆ比び坂さかさんにも、ずいぶん迷惑をかけてしまいました。謝らなくてはいけません」

「まあ、確かに、この世界で俺は何度も死んでるからな」

「それは僕のせいですか……？　それに、謝るとは言いましたが、志し度ど君はいいことだってあったでしょう？」

「いいこと？　そりゃまあ、楽しいこともたくさんあったが」

「何を言ってるんですか。意中の人と、お互いを下の名前で呼び合う仲になれたでしょう。言いましたよね？　応援するって」

　あー。そういや、ゲームガルドに来る前にそんな話をしたような。

「そうは言うが、大変だったんだぞ、色々と」

「高たか嶺ねの花はなを射止めるのが大変じゃないわけありませんよ」

「……それもそうか。っていうか、その目的も、かなり最初の方でうやむやになったような気もするが……」

　なんていうか、色々目まぐるしい毎日だったしな。

　そういえば、それとは別に、類似の問題が持ち上がっていたような。

　そんなことを考えた途端に、

「あ、ヨシュア様！　見つけまちたわ！」

「こんなところに」

　聞き慣れた声が、人のいない地下街に響いた。

　シェリスとティーナが駆けてきて、シェリスが俺の右腕を、ティーナが俺の左腕をガシッと摑つかんだ。

　なんだろう、このデジャ・ヴ。こんな展開がちょっと前にもあったような……。

「ヨシュア様！　前提が覆くつがえりまちたわよ！」

「国交が始まったら、ヨシュア殿が帰ってももう会えないわけじゃなくなる」

「いや、待て、お前ら……」

「ですから」

「だから」

「いずれ帰る、というのはもう理由になりませんわよ」

「その通り。結婚して」

「ちょ、ティーナ！　わたくちだって、け、け、けっ……」

「ちょっと待て！　お前ら少し落ち着け！」

　思わず声を荒らげてしまった。

「あと、手を離してくれ」

　黙ってはくれたが、二人とも手を離してはくれない。

「モテモテですね」

　ニヤッと光こう一いち郎ろうが笑う。

「うるさいな。とにかく、その話は少し待てよ。っていうか、俺は光一郎にその話をしにきたんだ」

「なんで志し度ど君が僕に恋や結婚の相談をしに来るんですか」

「んなわけないだろ。国交の話だ」

「ああ、そっちの……」

　当たり前だ。

「お前が言っていた国交の話、判断はこの世界の評議会に任せるべきだと思う。お前が言ったことは、あくまで提案ということにして」

「何な故ぜです？　遅かれ早かれそうなりますし、世界を救った志度君の意向なら、誰も反対はしないでしょう」

「いや、問題はそこだ。みんなで頑張った、だからみんな偉い、じゃどうしてダメなんだろうな」

「まあ、そういうわけにはいかないでしょうね」

「だからな、用済みになった英雄みたいになりたくないから、俺は政治には口を出さないことにしたい」

「なるほど、狡こう兎と死しして走そう狗く煮にらる、ですか」

　光こう一いち郎ろうは真顔でうなずいた。ってか、杏あん奈なといい、なんでみんなそんな言葉知ってるんだよ。一般常識なのか。

「いや、半分以上は冗談なんだけどな」

「そうなんですか？　慎重な志度君らしいと思いましたけど」

「いくらなんでも、一緒に命張った仲間をそこまで疑いはしねえよ」

　俺が立てた作戦や避難の指示がスムーズに各所に伝わったのは、竜騎士団の副団長であるシェリスのお母さんを始め、評議会の人とか、ほとんど面識ない偉い人たちの協力があったからなのだ。だから、自分を諫いさめる言葉ではあっても、この世界の人たちを疑うような言い方はしたくない。

　いやいや、それはともかく。

「いずれにしても、やっぱり、それを決めるのは俺たちじゃないだろ。この世界の人たちであるべきだ」

「なるほど。志度君としては、僕らが押しつけるより、この世界の人たちが自発的に選択した、という流れにしたいわけですね」

「ああ」

「わかりました。僕としては確実を期したいところですが、志度君の言うことももっともです」

「悪いな」

「いえ、大勢に影響はないと思いますよ。一度あったことが二度ないとは限りません。完全に隔離されているわけじゃない上に、リセットほどじゃないとしても、ある程度の干渉が可能であるとわかった以上、ゲームガルドの人たちにはもう外側の世界を無視して閉じこもるなんてできないでしょう」

「ふむ、そもそも選択肢なんかないに等しいか。関かかわらざるを得ないなら、仲良くする以外の選択肢は戦争を吹っかけるくらいだけど、まさかそれはないだろうし」

「当たり前ですわ！」

「ええ、さすがにそれはないでしょう。こちらの人々は、僕らの世界の情報をほとんど持っていないわけですし」

「どう考えても物量差で勝ち目はないだろうしな」

　ゲームガルドの規模は、俺たちの世界にしてみれば都市一個分程度、しかも機銃やミサイルを大量に投入されれば勝ち目はないだろう。

　ゲームガルドのみんなも、今日、銃器を相手に戦ってみて、その恐ろしさは身に染みたはずだ。

「さすがに、ヨシュア殿やアンナ殿の故郷に戦いを仕掛けるなんて、大半の住人は反対するはず」

　そうであってほしいと思う。

「なので、実質、友好的に関係を築くしか選択肢はありません。少なくとも、窓口になり得る志し度ど君や柚ゆ比び坂さかさんがそうしたいと言っているうちにやった方がいいことくらいは誰にでもわかるでしょう。技術が行き来するとなれば、得るものだってあるわけですし」

「確かにそうかもな」

「まあ、それはともかく、なんていうか、その状態の志度君とは真面目まじめな話をしている気がしないのですが」

「俺に言われても」

　俺の両腕は未いまだにガッチリホールドされたままなわけで。

　ときどき、ティーナの方の腕にムニムニを感じたりするわけで。

　シェリスの方は、まあ………………うん、控えめだよね。

「ちょっと、ヨシュア様、今何を考えまちたの!?」

「ふっ」

「なんでティーナはわたくちを見下したように笑いまちたの!?」

　誰か助けて。

「オーッホッホッホッ！　愛いとしのヨシュア様！　貴方あなたのフィアンセがただ今参上でございますわ！」

　ああ、また面倒くさいのが来た。

「席、外しましょうか？」

「余計な気を回すくらいなら助けてくれ」

「他人の恋路を応援することはあっても、邪魔する気はありませんよ」

　その考え方は大変正しいと思うが、今だけは助けて。

　そうこうしている間にも、周りのことなんかまるで見えていないイルザは、俺の胸の中に飛び込んできた。

　屈強な戦士のタックルで。

　両手を封じられた上に身動きもできない俺は踏ん張ることさえできず、シェリスとティーナも巻き込んで倒れ込んだ。

　なんかあちこち柔らかかったり温かかったりするんだが、誰か助けて。

　その言外の頼みを、光こう一いち郎ろうは苦笑しながら黙もく殺さつするのだった。
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　幸いにも、俺たちの屋敷はほとんど被害を受けていなかった。多少なり流れ弾が壁に当たったり窓が割れたりしてはいたが、被害としては微々たるもので、少なくとも生活に大きな支障はない。

　場合によっては、近隣の家が壊れた人たちに宿を貸す必要があるかな、とも思ったのだが、どうやら大半の人たちは夜通しお祭り騒ぎを続けるつもりらしかった。

　うちのパーティの面々もご多分に漏れずで、俺が「疲れたから眠りたい」と言うと、シェリスとティーナは委員長たちと合流して飲み直すと人混みに消えていった。

　イルザは人の話をまったく聞かないので、とりあえず逃げ出して、最終的にはメイド隊に引き渡してきた。

　身を投げ出すように、リビングのソファに座って人心地。

「それは大変だったわね」

　その逃亡劇でいかに苦労したかとか、なんでそうなったか、なんてことを求められるまま話したところ、ネアを寝かせるために先に帰っていた杏あん奈なはにっこりと笑ってそう言った。なんかその微笑ほほえみがメチャクチャ冷たいんだが、何な故ぜだ。

「……なんか怒ってないか？」

「別に怒ってないわよ」

　いや、確実に怒ってる口調に思えるんだが……。

「でも、ちょっとガードが甘すぎるんじゃないかしら」

「なんの話だよ」

「わからないの？」

「いや……っていうか、俺はなんで怒られてるんだ？」

「……」

　杏奈はジーッと俺を睨にらみつけて、大きくため息をついた。

「この世界に来た頃は私のことが好きだなんて言っていたくせに」

「なんでその話が出てくるんだよ。っていうか、それをバッサリ斬きり捨てたのはお前自身だろう」

「うっ……。そ、それはそうだけど……」

「まあ、あの頃見てたのは全然お前じゃなかったしな」

「お互いにね」

「そうか？　俺は別に、あの頃から何も隠してないぜ？」

「そうね。義よし弥や君の場合は、隠していたというより、変わったのよ。私の目が節穴だった、というのもあるかもしれないわね。あの頃、まさか目の前にいるゲームマニアが世界まで救っちゃうなんて思いもしなかったもの」

「俺だって思ってねえよ」

「でも、今日は、みんな貴方あなたならなんとかしてくれる、って本気で思っていたわよ。私も含めてね」

　うっ。そんなにストレートに誉ほめ言葉と笑顔を向けられると照れるぞ。どういう風の吹き回しだ。

「な、なんだよ、気持ち悪いな。委員長か、お前は。だいたい、なんで自分には役割がないんだって不満たらたらだったじゃねえか」

「……そのことについては、ちゃんと納得したでしょう!?」

　杏あん奈なが唇を尖とがらせた。

「夜遅くに部屋まで押しかけてきてようやくな」

「だって……不測の事態に備そなえる、なんて、いかにもとってつけたみたいじゃない」

「トラブルがあったところに信頼してないヤツを送り込んだりしたら、解決どころか悪化させかねないだろ。むしろ、一番信用してるから手元に残そうとしてるって、お前には一発でわかってほしかったんだけどなあ」

「え……」

　杏奈が照れたように顔を赤くして言葉に詰つまる。

「それは……悪かったわよ……。でも、私だって、決戦前は色々いっぱいいっぱいだったから……」

　え、今さらそんな素直な反応かよ!?

　直前の過去に好きだった話も相まって、こっちまで照れ臭くなってくる。

「まあ、杏奈に行ってもらわなきゃならんようなことにはならずに済んでよかったけどな」

「機銃の斉せい射しやを防御した辺りで色々使い果たしていたもの、不測の事態が起こっていたら私では対応しきれなかったわよ」

「あれ自体が不測の事態だったわけだけどな」

「……あ、あのときは、ありがとう」

　さらに顔を赤くして、杏奈が言う。

「その、私を助けようとしてくれて……」

「ああ……」

　そういえば、必死だったとはいえ、杏奈を抱きしめてしまったのだった。

　もちろん疚やましい気持ちなどなかったし、無我夢中で感触だってよく覚えてないけれど、しかし、それでも急に照れ臭くなってきて顔が熱くなった。

「ま、まあ、お互い様っていうか、杏あん奈なも俺たちを守ろうと前に出たわけだし」

「……」

「……」

　なんとなく気まずい空気になって、お互いが目を泳がせた。

「あ、あのね、義よし弥や君。私、貴方あなたのこと──」

　その瞬間、バン！　とリビングのドアが開かれた。

「ちょっと！　イヤな予感がして帰ってきてみれば、どういうことですの!?」

「とりあえず、この真っピンクの空気の理由を説明して」

「ええと……あたしは、そういう勘ぐりはやめた方がいいって言ったんですけど……」

　シェリスとティーナがリビングに飛び込んできて、その後ろから申し訳なさそうにダリルが入ってきた。

「べ、別に説明しなきゃいけないようなことは何もないわよ」

　杏奈、その反応は逆に怪しい。

　結局、俺と杏奈は、酒が入ったシェリスとティーナに延々、ただ話していただけの時間について、追及され続けることになったのだった。





　　　　＊

















　ひとしきり騒いだゲームガルドの人々は、翌日には街の復興を開始した。

　こういうとき、重機や機械に頼らず身一つで魔法やスキルをガンガン使えるこっちの人たちは強い。重機が巻き込まれて壊れたとか、大型の車両が入れないとか、そういうトラブルが何一つ起こらないのだから。

　評議会は俺たちの「国交樹じゆ立りつ」の提案をどうするか話し合いを始め、すでにヘンドリー商会はリックのアイデアで『言こと霊だまの首飾り』とは真逆の、ゲームガルドの言葉を日本語に変換するアイテムの開発に着手したのだそうだ。理論的には、古来から伝わるアイテムの効果を真逆にするだけなので、さほど難しくはないらしい。ゆくゆくは、新旧両タイプの機能を併せ持った首飾りの開発を目指すのだという。

　今にして思えば、この『言霊の首飾り』も、かつての救世主の誰かが用意したモノだったのかもしれないな。

　まあ、それはともかく、さすが商売人、決断が早い。




　そして数日後、街の復興もほとんど片づいて、有志のボランティアが天使の里の復興の手伝いに出向くようになり、日常的な生活が戻ってきた頃。

　俺や杏あん奈なや光こう一いち郎ろうが何度も評議会に呼ばれて向こうの世界の実情などを聴取されたりした結果、評議会は光一郎の提案をほぼ丸まる吞のみにする形で決断を下した。

　というわけで、

「この部屋に、門を固定します」

　学院の校舎にある使われていない一室のドアに触れながら、光一郎は言った。

「まずはこの世界の時間の設定を変更して、介入のシステムを全部オフにしましょう」

「その上で、管理者キーを変更して、破は棄きする」

　俺の言葉に、全員がうなずいた。

「それで、この世界は本当の意味で一つの世界として自主独立を手にすることになるのね」

　いよいよ日本へ戻る、ということで、懐かしい制服を着た杏奈が言った。それで剣や盾、アイテム類を入れるポーチなんかは用心のために身に着けているものだから、まるでアニメかゲームの登場人物だ。

　ちなみに、俺の制服はこっちの世界に来た初日に血まみれの穴空きになってしまったので、俺の格好はいつものままだ。

「ホント、そうですわね。そして、そこから、ヨシュア様たちの世界との友好な関係が始まるのですわ！」

「でも、何も介入までできなくしなくても。案外便利なんじゃ」

「ティーナさん、あちらの世界も、ヨシュアさんたちみたいないい人ばっかりじゃないわけですから……」

「それはそうだけど」

「ティーニャ。そんにゃのなくても、みんにゃ強いから、大丈夫だよ？」

「ネアの言う通りだな。それに、世界は俺たちが死んだ後だって続いていくんだ。そのシステムを悪用しようとするヤツが、何十年後か、何百年後か、いずれ絶対に出てくる。そのときに都合よく救世主がいるとは限らないだろ」

「そんなに待たなくても、日本には絶対いると思いますよ、父みたいな悪人が。もっと狡こう猾かつでもっと悪い奴も」

「そうね。この世界における特権は管理者キーと一緒に全部破は棄きするべきだわ。お父さんもお母さんも、それを望んでいるはずよ」

「その通りです。世界に干渉できるような特権は争いの元にしかなりませんよ」

「リセットを不可能にするためには、管理者キーを破棄するしかない。どんな不都合が出てきても、そのあとじゃ介入のシステムをオフにすることはできないんだぜ」

「そうだった」

　ティーナがペロリと舌を出した。

「介入もリセットも、ないのが正常な状態なのですわ。大丈夫、『創世の聖竜』がない今、介入なんかなちでも、みんなで力を合わせればどんな困難だって乗り越えられますわ！」

「そういうことです。では、行きましょう」

　光こう一いち郎ろうが、懐からカードを取り出した。

「それは？」

「身分証ですよ。通行証も兼ねています」

　あ、そうか。テーマパークとして作られる予定だったんだよな、この世界……。

「ゲートオープン」

　光一郎がそう言いながらドアを開ける。

　すると、教室の中には、六畳間が丸々収まりそうなサイズの黒い球体が鎮ちん座ざしていた。闇やみの中に小さな光が煌きらめいていて、小さな宇宙に見えないこともない。

「なんだこりゃ……」

「向こうの世界につながる門です。さあ、一緒に来てください」

　光一郎は躊ちゆう躇ちよなくその球体へ歩いて行き、その中に入ってしまった。

　俺たちも一度顔を見合わせたが、それに倣って球体にぶつかっていく。

　すると、視界が一瞬で切り替わった。

　まるで、綺き麗れいなオフィスビルの一室だ。いや、実際、日本のどこかのそういう場所に来たということなのだろう。窓が見当たらないところを見ると、地下だろうか。

「ここは、キューブガルダ社の社屋です」

　まあ、それはそうか。

　光一郎は「こっちです」と、観音開きの扉を開けた。そしてカーペットを敷き詰つめた廊下を歩いていく。

　俺と杏あん奈なは光こう一いち郎ろうの後に続いたが、背後からは、

「こ、ここはもう、ヨシュア様たちの世界なんですわよね……？」

「そういうことになる」

「なんだか緊張しますね……？」

「……みんにゃ、どうしたの？」

　そんなやりとりが聞こえてきた。一歩ごとにおっかなびっくりらしい。

「大丈夫ですよ。それより、早く来てください。こっちの世界で約四分経たつと、ゲームガルドでは一日経ってしまうんですから」

　そう言いながら、光一郎はゲームガルドとつながったドアから数メートルほどの先にあったドアを開いた。

「ここがコンソールルームです」

　その部屋には、よくわからない機械類が壁も見えないほどびっしりと並んでいて、パイプや配線があちこちに伸びており、各所でランプや計器が光ったり動いたりしていた。

「おおー！　かっこいーにゃ！」

　ネアが目をキラキラさせる。いかん、イヤな予感がする。

「ネア、勝手に触っちゃダメだぞ」

　途端に、ネアの顔と耳と尻尾しつぽがしょんぼりする。何もそこまで落ち込まなくても……。

「柚ゆ比び坂さかさん、管理者キーを」

「ええ」

　杏奈が剣の鞘さやにくくりつけていたロケットペンダントから、小さなメモリーカードを取り出し、光一郎に手渡した。

「あー、これですか」

　光一郎はゴソゴソと自分のウエストバッグを探って、対応した携帯ゲーム機を取り出した。

「お前、ゲームガルドにそんなもん持ち込んでたのか」

「もちろんです。ゲーム屋の息子ですから、現役の携帯ゲーム機はだいたい持ち歩いていますよ。もちろん、充電機や電池もあります。例のスマホもそれで充電しました」

　あー。確かに、日本に戻って充電したんじゃあ、時間の流れを考え合わせると計算が合わないしなあ。

　っていうか、光一郎は俺たちが向こうに行ってから、ほとんどこっちに戻ってきてないんじゃないのか……？　日本の四〇分が一〇日だから、二時間で三〇日。一晩こっちで寝ただけで、ゲームガルドでは何ヶか月げつも経過してしまうのだから、おそらく報告とか、何か緊急の用事がない限り、戻ってはいなかったのかもしれない。

「では、早速始めましょう」

　光一郎はその部屋の一番奥に設置されているモニターに歩み寄り、携帯ゲーム機の画面を確認しながら、モニターの下に埋め込まれているキーボードで数列を打ち込んだ。

　すると、画面にゲームなどでよく見るような設定画面が表示された。

「志し度ど君と杏あん奈なさん以外は試作型の『言こと霊だまの首飾り（逆）』を身に着けて、しっかり画面の内容を確認していてください」

　光こう一いち郎ろうはまず「時間設定」の項目から「日本時間に準拠」を選択し、次に「管理者権限」と「従業員権限」をすべてオフにし、「ゲート設定」を「権限により開閉」から「現在地に固定」を選択。

「ここまでで問題はありますか」

　光一郎の問いに、俺たちは全員首を横に振った。

「では」

　今度は、光一郎は「管理者コードの再設定」の項目を選択した。

「適当に打ち込んでもいいんですが、誰がやっても疑惑は残りますよね」

　光一郎が、どうしたものか、という顔を俺に向けてきた。

「それなら、俺にいい考えがある。ネア」

「みゃう？」

「この機械、操作してみたいか？」

「みゃう！　いいの!?」

「ああ、いいぞ。俺たちは後ろを向いてるから、ここんとこの数字のボタンを適当に触って、最後にこの矢印みたいなマークの大きいボタンを押すんだ」

　ネアは目をキラキラさせて、「みゃう！」と元気よく返事をした。

「なるほど、確かに、それは一番邪念がない方法かもしれませんね。では、我々は後ろを向きましょう」

　みんなして、くるり、とモニターに背を向ける。

「かっこいーにゃ！　超かっこいーにゃー！」

　ネアがそう言いながら、カチャカチャとキーを弄いじる音が聞こえてくる。夢中になっている表情まで目に浮かぶようだ。

　少しして、ひとしきり触って満足したのか、

「ヨシヤ、矢印のところ押したよ？」

　とネアに服を引っ張られた。

　振り返ると、モニターには三二個の＊が並んでおり、『新規管理者キーを決定しますか？』という設問が表示されていた。

「では、これで管理者キーはもうネアさんにしかわかりません。ネアさん、今押した数字の順番、覚えていますか？」

　光一郎に訊きかれて、ネアは「みゃう？」と首を傾かしげた。

「大丈夫のようですね。では、これで決定してしまいます。いいですね？」

　全員の合意を取って、光一郎は新しい管理者キーを決定し、すべての設定変更を反映させた。

「これで、ゲームガルドの時間の流れは日本と同じになりました。一度そのことを報告しに戻って、今度は国交樹じゆ立りつのためのパフォーマンスをやりましょう」

「わざわざ戻る必要はありますの？」

「ええ、もちろんです。何ごとも最初が肝心、日本に異世界を見せつけてやりましょう」

　楽しそうに、光こう一いち郎ろうがニヤリと笑う。

　なるほど、日本のニュースを独占してやろう、という考えか。

「だったら、とりあえずシェリスのお母さんに頼んで、竜騎士団かラフローリア家のメイド隊に協力してもらおうぜ。日本に異世界を実感してもらうには、竜騎士の一団が一番インパクトあるだろ」

「なるほど、それは妙案です」

　イタズラっぽく、俺と光一郎は笑い合うのだった。





最終章▼　さて、異世界ゲームガルドを攻略しようか。




　再度ゲートを通って社屋の外へ出ると、すっかり日は暮れて月が出ていた。

　俺たちがゲームガルドで過ごした期間はゲームガルドの暦で火の月の後半から風の月の後半までの約一ヶか月げつ。ゲームガルドの一ヶ月は六〇日なので、日本での時間経過が約四時間ということになる。

「色々あったけど、こっちじゃ一日経たってないんだよなあ……」

　なんだか複雑な気分だ。

「感慨に浸るには早いわよ。私たちは、ただ帰ってきたわけじゃないんだから」

「ああ、そうだな」

　俺たちは、外交をやりに来たのだから。

「四角くて大きい建物がたくさんありますわ……」

　シェリスがオフィス街のビル群を見上げながら言った。

「鉄の箱が走ってる」

　ティーナも、道路を走るバスを見て指を指す。

「なんていうか、ゲームガルドとは夜の明かりの感じが違いますね……」

　ダリルの言う通り、魔法の明かりはＬＥＤとかの光に比べて、もうちょっとふわっとした淡い感じがあるもんな。

「あれ、にゃんだー？」

　駆け出そうとするネアの手を、杏あん奈なが慌てて摑つかんだ。

「ダメよ、今は。後で色々教えてあげるから、ね」

「みゃう……」

　俺たちのみならず、委員長たち『聖なる盾隊』やイルザ、マリアベルたちの『白薔ば薇ら兵団』を始めとした冒険者たちも、イステシア家メイド隊やラフローリア家のメイド竜騎士隊も、初めて見る俺たちの世界の光景に目を奪われていた。

「見物は後にしましょう。まずはやることをやらないと混乱するばかりですし」

「具体的にはどうする？」

「そうですね。とりあえず、近くの交番まで行きましょうか。そこで、上の人や政府関係者に取り次いでもらいましょう。来てもらうのも申し訳ありませんし」

「素直に取り次いでもらえるかしら？」

「ダメならダメで、別にいいんじゃないか？　どうせ交番までの道中で人目に触れて、俺たちの情報は勝手に拡散されるだろ」

「それもそうね。万が一ダメなら、マスコミを当たればいいわ」

「とにかく、行きましょう。車道には出ないように、列を作って歩くように徹底してください」

　そんなこんなで、会社帰りのサラリーマンやお酒を飲みに繰り出しているような人々の好奇の目を集めながら、冒険者とメイドとドラゴンによる行進が始まった。

　堂々と道を歩いて進むこと、一〇分強。

「すみません」

　一番近くの交番に詰つめていた若いお巡まわりさんに、俺が代表して声をかけた。

「俺たち三人は日本人なんですけど、異世界からのお客さんを連れてきました。偉い人に取り次いでもらえますか」

　後で聞いた話によれば、俺たちの行列は、ほとんどキューブガルダ社の社屋を出た直後くらいからネットやＳＮＳで話題になり、急速に拡散していたらしい。

　そのせいだろうか、この交番に着く頃には、どうやら警察にもある程度の情報が回っていたのだそうだ。

　最初は訝いぶかしんでいたお巡りさんも、マリアベルやメイド隊のドラゴンを見るや、大慌てでどこかに電話をかけ始めた。




　俺たちにとっても、その夜はとても長い夜になったが、きっと日本の偉い人たちはもっと大混乱だったことだろう。

　何人もの政府関係者を名乗る人間が交番にいる俺たちの下を訪れては、その都度、ドラゴンの姿に度肝を抜かれていた。その頃には、報道関係者も集まり始めて、テレビカメラに興味を示したネアが目を離した隙すきに近づいていったりして、ネコ耳幼女のドアップが全国のお茶の間に映し出されたりもしたらしい。

　見物人も集まり始めて混乱が起こり始めていたので場所を変え、話し合うことしばし。

　時間がもう夜であること、突然の来訪だったことなどもあって急に対応はできないので、正式な会談は後日ということにして、今日のところは簡単に事情を説明してもらうということでどうか、という申し入れを受けることにした。

「では、その会談はゲームガルド──異世界で、というのはどうですか。百聞は一見にしかず、と言いますし、ご招待いたしますよ。偉い人たちにも実際にその目で見て頂くのが早いかと思いますが」

　光こう一いち郎ろうのそんな言葉に、政府の関係者たちは困ったように顔を見合わせた。
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「もしもし」

　俺も杏あん奈なもキューブガルダ社の社屋に戻ってから、それぞれ電話を借りて自宅に連絡を取らせてもらった。

『ちょっと、義よし弥やなの!?　あんた、いったい何やってんのよ！　さっき、臨時ニュースでドラゴンがどうこうって言ってたとき、一緒にテレビに映ってたし、なんかさっき警察の人が来てあんたのこと色々訊きかれたんだけど!?』

　困惑気味の母親の声。それさえも、懐かしい。

「あー、ごめん色々あってさ。ちょっと一言では言えないくらい。でも、悪いことしたわけじゃないから。あと、その件にちょっと関かかわってて、今日は帰れそうにないから。何日後になるかわかんないけど、帰ったらちゃんと説明するから」

　日本人ではあっても、今の立場はゲームガルド側なのだ。さすがに、今日家に帰るのは遠慮してくれ、と言われてしまった。まあ、異世界人と一緒に来た人間が「日本人です」と言ったって、簡単には信じてもらえないだろう。

「ところで、真ま理り亜あはいる？　代わってもらえるかな」

　受話器の向こうで色々とやりとりがあってしばし。

『お兄ちゃん！　テレビでさっきからドラゴンがどうとか、お兄ちゃんを名乗る男がどうとか言ってるんだけど、どうなってるの!?　まさか、ドラゴンって本当にいるの!?』

　ああ、懐かしい妹の声。

　帰ってきたのだと実感できる声。

　有あり瀬せさん、杏あん奈なのお父さんとお母さん、歴代の救世主たちよ。俺たちは、帰ってきた。あなたたちの魂も、俺たちと一緒にここへ帰ってこられただろうか。

　なんだか、思わず目頭が熱くなる。

『……お兄ちゃん？』

「ああ、なんでもない。ドラゴンなら、今も近くにいるぜ。友達になったから、こんど紹介してやるよ」

『えーっ!?　お兄ちゃん、ホントに夕方突然いなくなってから何やってたの？』

「冒険の旅だ」

『ドラゴンと一緒に？』

「いや、ドラゴンが仲間に加わったのはちょっと後だな。最初の仲間は同級生と、戦士と魔法使いだった」

　まるで冗談を聞いた後のように、真理亜がおかしそうに笑う。まあ、真理亜の場合、テレビでやってても映像が見えてないからなあ。

「とにかく、ちょっとどうなるかわからないんだが、なるべく近いうちに帰るから」

『お兄ちゃん、なんかすっごく遠くに行っちゃうみたいな言い方だよ？』

「そりゃあ、一度異世界に戻らなきゃいけないしな」

『ドラゴンと？』

「そりゃそうだ。ドラゴンは異世界に住んでるんだから」

『……お兄ちゃん、私にはともかく、お父さんとお母さんにはちゃんと事情を言わなきゃダメだと思うよ？』

　結局、終始、真理亜は俺の話を信じてはくれなかった。
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　翌日には、第一回目の日本・ゲームガルド会談の申し入れが日本側からあった。

　ゲームガルド側の主張は、国交の樹じゆ立りつ、ゲームガルドを国家として認め、世界にも承認させるために協力すること、そして犯罪者・古ふる掛かけ光みつ比ひ呂ろの日本における犯罪を精査し、暴くこと、またその身柄を最終的には引き渡すこと。

　日本側の主張は、新技術である魔法やスキル、アイテムや素材などの異世界の特産物に関しては、ルール作りなどの体制が各国の間で出来上がるまで、流出を制限すること。ただし、テストケースとして、日本に対してはその制限を緩和すること。

　つまるところ、ネットなどでゲームガルドに関する情報が世界中に拡散してしまった今、魔法やスキルについて他の国より先んじたくて急いだというわけだ。ま、各国からの問い合わせもあるだろうし、そう思惑通りに行くかどうかはわからないが。

　とにかく、会談は二、三日に一度のハイペースで三回行われ、四度目で国交樹立に関するお互いの条件はすりあわされて、両関係者が握手するまでに一〇日ほどしかかからなかった。

　警察によって、一時的に身柄を引き渡された古掛光比呂の取り調べも順調に進んでいる。俺たちが証拠として提出した『始し祖その手記』を元に、いくつもの失しつ踪そう事件のついての捜査が警察の威信をかけて行われているのだそうだ。

　そしてさらに、有あり瀬せさんのスマホに録音されていた音声データから、先代社長、つまり光こう一いち郎ろうの祖父である古掛光みつ彦ひこ氏の死までが古掛光比呂の仕業である疑いが浮上し、そちらの捜査も進められているのだという。

　有瀬さんは、どうやら、古掛光比呂と毒殺を依頼された実行犯との報酬に関する揉もめ事ごとを偶然社内で聞いてしまい、そのやりとりを咄とつ嗟さに録音していたらしいのだ。しかし、気づかれて口封じのためにゲームガルドに閉じ込められてしまったのだという。

　見下げ果てたヤツだと思っていたが、まさかそこまでとは……。

　ゲームガルドの人々にとって、世界を発展させるために尽力した始祖や歴代の救世主は尊敬すべき恩人であり、信仰の対象ですらある。そうした人々に対するヤツの仕打ちがすべて明らかになれば、ゲームガルドの人々は烈火のごとく怒ることだろう。

　もしかしたら、自分たちを襲ったこと以上に。

　身柄を返してもらった後に下される刑罰は相当苛か烈れつなものになるかもしれないが、同情はしない。

　ヤツは俺に「自分は大人だ」と言ったのだ。俺たちガキとは違うのだと。ならば、自分のしたことの責任は取らなければならないはずだ。

　それが、大人ってもんだろう。




　そして──

　今朝から、俺たちも日本で自由に行動することが許され、いつも通りの、ゲームガルドに行く前の生活に戻ることができた。

　久しぶりに顔を合わせたクラスメイトたちは、言葉を交わすなり、みんなして、

「お前、なんか変わったよな」

　と示し合わせたように言った。

　俺にはまったく自覚がないんだけどな。

　そんな俺たちの様子を見て、杏あん奈なはくすくすと楽しそうに含み笑いをしていた。

　チャイムが鳴って、朝のホームルーム。

「えー、今日はまず、留学生を紹介します」

　通い慣れた高校の教室で聞く先生の声に、こんなにも懐かしさを覚えるとは。

　なんだろう、となりに座る話したこともないクラスメイトの顔も、斜め前方机三つ分先に見える杏奈の黒髪も、先生の事務的な声も、何も変わっていないはずなのに、どういうわけか新鮮に見えた。

　まあ、光こう一いち郎ろうは俺たちに代わって外交官的な役割を一手に引き受けてくれているので、今日は学校に来ていないし、しばらくは来られないようなことを言っていた。教室にあいつの姿がないことが、違いといえば違いだが、そういうことではなくて──。

　まあ、今までは寝ているか下向いてゲームやってるかだったしなあ。ちゃんと前を向いて先生の話を聞こう、なんて意識と習慣はゲームガルドに行かなきゃ身に付かなかったかもしれない。

　何しろ学院では、教室には俺と杏奈しかいなかったから寝てたら絶対バレたし、授業の内容も冒険の必ひつ須す知識とかだったから、知らないと命に関かかわったし。

　それはさておき。

　留学生として教室に入ってきた女子生徒が、

「ごきげんよう。わたくち、シェリス・ラフローリアと申します。よろちくお願いいたしますわ」

「ティーナ・ディアボラです」

「ええと、その、ダリル・ランサープです……！」

　と自己紹介をしていた。

　いつもビキニアーマーやゴスロリアーマーの三人の制服姿というのもなかなか新鮮だ。

　となりのクラスでは、きっと委員長たち『聖なる盾隊』の三人が自己紹介をしているはずだし、イルザやリックも別のクラスに割り振られているはずだ。各クラス、二人から三人くらいのゲームガルド人が編入すると聞いている。

　ちなみに、ネアは日本の学校には留学していない。まだ新種族のワービーストは、学院に必要な人材なのだ。

　ただし、寝起きは杏奈と一緒に柚ゆ比び坂さか家でする予定になっている。そこから、例の門を通ってゲームガルドの学院に通うわけだ。












　それに関しては、杏あん奈なは養父母に『身寄りのない妹のような存在だから、一緒に住まわせてやりたい』と初めてわがままを言ったのだそうだ。

「そうしたら、反対どころか一も二もなく賛成してくれて、逆に『わがままを言ってくれてありがとう、これでやっと本当の親子になれた気がする』なんて言われちゃって。私、今まで何をやってきたのかしらね……」

　そう話して、杏奈は苦笑していた。

　逆に、他のみんなはゲームガルドからこの学校に通うことになるわけだが。

　そして、日本からも、魔法やスキルを習得するために学院に留学していった人材がいるのだとか。

「えー、先日、異世界と日本が国交を樹じゆ立りつしたニュースはみんなも知っていると思いますが、彼女たちはその世界から──」

「私はあの席がいい」

「ちょっと、ティーナ！　あの席はわたくちも狙ねらっていたんですわよ！」

「あの、二人とも、まだ先生がお話を……」

　先生の話などお構いなしに、シェリスとティーナが俺のとなりの席を奪い合い始めた。

　……俺のとなりの席、今普通に座ってるクラスメイトがいるんだけどなあ。杏奈も、大きくため息をついている。

　世界は変わっていくが、こっちでも俺の周りが賑にぎやかなことは変わらないようだ。
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　お昼休みになって、パンでも買いに行こうと席を立った瞬間、

「あら、どこへ行くの？」

　と杏あん奈なに声をかけられた。その手には、おせち料理でも入っていそうな三段か四段のお重かと突っ込みたくなるような大きな包みがあった。

「いつも通り、パーティの人数分のお弁当は作ってきているわよ。もちろん、義よし弥や君の分もね」

　へ？　こっちの学校でも今まで通りっすか？

「ヨシュア様、こっちですわ」

　シェリスに手を摑つかまれて、ぐいぐい引っ張られた。

「さ、ヨシュア殿、早く」

　ティーナがいくつかの机をくっつけて食卓を作っていた。

「いや、ちょ……お前ら、なんで初めてのこっちの学校の昼休みでそんなに手際よく弁当の準備してるんだよ」

「もちろん、事前にアンナ殿に昼食はどうするのかを詳しく聞いておいた」

　相変わらずティーナの食事への執念はいつだって用意周到だな。

　結局、シェリスに引っ張られるままに、机をくっつけた食卓に着かされる。

　……あれ、なんか教室内がざわついているような。

「ゲームオタクの志し度どがモテてる……だと……!?」

「しかも、あの柚ゆ比び坂さかさんが手作り弁当まで……」

「二人で異世界を冒険してきたって話、やっぱホントなんだな」

　ヒソヒソと聞こえてくる声に振り返れば、男子のみならず、クラスのかなりの割合の視線を集めていた。

　……まあ、昼休みはろくに昼食に時間も使わないでゲームをやっていた俺が、いきなり女の子に囲まれての昼食に引っ張り込まれているんだから、そりゃあ奇異に見えることだろう。

　クラスのみんなは俺たちのゲームガルドでの冒険の日々をまったく知らないわけで、俺と杏奈の間柄も、いきなりガラッと変わったように見えてしまうのかもしれない。

　微妙な居心地の悪さを感じつつも、お弁当に目を向ける。

　今朝はゲームガルドの屋敷からの登校なので、串くし焼やきや各種野菜の肉にく詰づめなど、ゲームガルドの食材や伝統料理がぎっしりと詰められている。今日は俺も杏奈も日本の自宅に帰る予定なので、明日からのお弁当はこっちの素材や料理が占めることになるだろう。

「ネアちゃんはちゃんと食べてるかしら……」

　大きな弁当箱を開けながら、杏奈が呟つぶやいた。

　今頃、ネアも学院でお昼休みを迎えていることだろう。弁当は持たせず、お金を使う練習も兼ねて昼食代を渡してあるのだが、何を食べていることやら。

「大丈夫ですわよ。タニア先生にも懐いていますもの」

「うん。友達もできてるし、きっと学食でわいわい食べてる」

　杏あん奈なはシェリスとティーナの言葉にうなずきつつも、

「だといいんだけれど」

　と少し不安そうだ。

「子離れしろって」

「うるさいわよ」

　おどけて言った俺を、杏奈が頰ほおを膨らませて、拗すねたような顔で睨にらんだ。

「ところで、ヨシュア殿。からおけ？　って何？」

　唐突にティーナが訊きいてきた。

「歌を歌って楽しむこと、かな？　遊びの一種というか」

「でも、美お味いしいものもたくさんあると聞いた」

「確かに、よくわかりませんわね……」

「食べながら歌うんでしょうか……？」

　ゲームガルドから留学してきた三人娘は揃そろって首を傾かしげている。

「もしかして、クラスの誰かに誘われたのか？」

　三人がうなずく。

「今日は放課後には冒険に行く予定ですから、お断りちましたけど……」

「でも、近いうちに行ってみたい気はする」

「興味はありますよね……」

　杏奈はそんな三人の様子ににっこりと微笑ほほえんだ。

「確かに、こっちの世界を知るという意味では、一度クラスのみんなも誘って遊びに行ってみるのもいいかもしれないわね」

「それはそうだが、こっちの歌を知らなきゃ楽しみにくいんじゃないのか？」

「あら、そういうものなの？」

　杏奈までが首を傾げている。

「お前、実はカラオケに行ったことないだろう」

　ぎくり、と杏奈が顔色を変えた。

「ほ、他の人の歌を聴いているのが好きなのよ」

「へー、じゃ、そういうことにしておくか」

「ウソじゃないわよ！」

　……そういえば、養父母が厳しいとか言っていた気がするし、真面目まじめな優等生を演じていた杏奈としては、学校帰りに寄り道をすることもなかったのかもしれない。

「まあ、俺もあんまり行く方じゃないけどな、カラオケとか」

　さっさと帰ってゲームやるのが日課だったしな。

「他にも、げーむせんたあ？　とか、きっさてん？　とか」

　ティーナがたどたどしく二つの単語を口にした。

「あの、あたしはぼーりんぐ？　とかいご？　とか誘われたんですけど……」

「待て待て！　ボウリングはともかく、囲碁ってなんだ!?　渋いな！　ってかそれ、部活の勧誘じゃないのか!?」

　しかもよりによって不器用なダリルに囲碁かよ。碁石をひっくり返して盤面がメチャクチャになる光景しか思い浮かばないんだが。

「残念ながら、私たちも含めて、まだゲームガルドの人間の部活動の公式大会への出場は認められていないはずなのに」

　競技によっては、魔法やスキルを使って超人的な活躍ができてしまうのだから、当然の措置だろう。それらを使わなくても、種族によっては身体的特徴だけで相当無敵になれてしまう。

　いずれはその辺も加味したルールが作られていくのだろうが、それは当分先の話だろう。

「大会に出られなくても、一緒に練習することはできるからなあ。とはいえ、冒険に行くなら部活は無理だろうなあ」

　当面、俺たちのパーティは、放課後と休日はゲームガルドに戻って冒険に行く、ということで全員の意見がまとまっている。

　……とはいえ、週に一回か二回、日本で遊んでこっちの世界を知ってもらうための日にする、というのもありなのかもしれない。それはそれで楽しそうだし。

　と、そんなところへ、「オーッホッホッ！」という高笑いとともにドアが開け放たれ、メイド隊を引き連れてイルザがやってきた。

「ヨシュア様！　そんな女たちより、未来の妻であるわたくしと愛を語らうべきでございますわ！」

　俺は深いため息をつきつつ、

「誤解されそうなことを堂々と口走らないでくれ。っていうか、学校にメイド隊を連れてきてんのかよ」

「もちろんでございますわ！　先生方も、最初こそ驚いていらっしゃいましたけれど、授業が終わる頃には揃そろって明日以降も同席してほしいと懇願していたのでございますわ！」

　お前、そりゃアレだろ。メイド隊がいないと授業が進まないような所業をやらかしたんだろう。先生方のご苦労が偲しのばれるな……。

「お嬢様、救世主様のご迷惑になっていますから……」

　そう言って雇用主を諫いさめるメイド隊を搔かき分わけるようにして、

「やあ、救世主殿」

　と、両手に購買のパンを抱えた委員長──この学校の委員長じゃなくて、ゲームガルドの──たちがやってきた。

「救世主殿が絶対にやめておけと言っていた焼きそばパンを買ってきたぞ！」

「なんでやめろって言ったものを買ってくるんだよ！」

　言うまでもなく焼きそばパンは叡えい智ちの結晶で俺も大好きなのだが、うちの学校の購買のヤツはどうにも焼きそばがベチョベチョで美お味いしくないのだ。

「せっかく異世界に留学したのだ、色々試してみたいじゃないか」

「姐ねえさん、食べ物に関しては結構チャレンジャーだから」

　メロンパンとチョココロネを手にしたレーナが諦あきらめ気味にため息をついた。

「自分で食べる分はいいのですが、料理当番の度に新作にチャレンジするのはやめてほしいのです……」

　サリナもそう言って肩をすくめながら、クビハネウサギたちにメンチカツパンに挟まっていた千切りキャベツをあげていた。

「おい、志し度どを囲む女の子がまた増えたぞ……」

「しかも、メイドを引き連れたお嬢様まで……」

　また、外野のヒソヒソ話が加速していく。

「そりゃあ、ヨシュア君は今やゲームガルドの英雄だからねえ」

　いつの間にかやってきていたリックが、しれっと外野の話の輪に加わっていた。

「世界を救った上に、大きなお屋敷も所有してるし、将来が約束されるような功績をいくつも上げてるし、間違いなくゲームガルドで一番モテる男だよ」

「こら、リック！　ペラペラとテキトーなことを……！」

　俺に睨にらまれて首をすくめながらも、

「全部ホントのことじゃないか」

　悪びれもせずに言うのだった。
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　放課後。

　俺はキューブガルダ社の前に妹の真ま理り亜あを連れてきて、仲間たちに引き合わせた。

　そして、杏あん奈なも妹を連れてきた。

　杏奈の妹は真理亜よりも少し年下──小学三年生だっけ？　で、ボブカットの前髪が少し伸びてきて、目を隠してしまいそうだった。

　オドオドと姉の後ろに隠れている感じが、少し人見知りモードのネアと似ている。

「ヨシヤー、いもうとってにゃんだー？」

　ネアにそう訊きかれて、俺はまたどう説明したものかと考え込んでしまった。っていうか、向こうで落ち合うはずだったネアがなんでここに……？　さては待ちきれずに出てきちゃったのか。やれやれ。

「ちょっと失礼」

　そう言って、ティーナが真ま理り亜あの目を医者のように診みる。

「この目は、生まれつき？」

「いえ、何年か前に事故で……」

「だったら、魔法で治せるかもしれない」

「「えっ」」

　俺と真理亜が、同時に叫んだ。

「マジか」

「たぶん、外傷が原因なら……。水よ」

　ティーナが、真理亜のおでこに自分のおでこをくっつけるようにして、杖つえもなしに呪じゆ文もんを唱えた。

「あ、馬鹿！　日本では魔法はダメだって……！」

　だが、もう遅かった。

　魔法の力が、ティーナを中心に凄すさまじい勢いで広がっていく。もしかしたら、この一帯で、奇跡のような完治例が頻出するかもしれない。

「どう？」

　ティーナに言われて、真理亜が目を開いた。

　その時点で、俺にはハッキリとわかった。俺を見つめる真理亜の目の焦点が、きちんと合っていたから。

「お兄ちゃん、私、目が──」

　じわり、と真理亜の目元に涙が浮かぶ。

　これは感動の抱ほう擁ようか、と思い腕を広げたところ、真理亜は傍らのネアに気がついて、

「きゃー！　何この子、超可愛かわいい！」

　ネアをぎゅーっと抱きしめた。

「みゃう？」

「すごーい！　この耳と尻尾しつぽ、本物なの!?　え、そっちのお姉さんの翼と尻尾って、まさかドラゴン!?　きゃー、触っていいですか!?」

　えー。腕を広げた俺の立場は。

　くすくす笑う女の子たちに俺も照れ笑いをして、頭を搔かいた。

　でも、よかった。

　頑張ってゲームガルドで冒険してきた甲か斐いがあったじゃないか。

　世界は、間違いなく変わっていく。

　きっと、二つの世界が交わることで、今の俺たちには想像もできないような変わり方をする分野もあるだろう。

　でも、悪いことばかりじゃない。

　こんな変わり方もあるんだから、今はそのことに感謝をしたい。

　素直に、そう思った。





　　　　＊






　廊下を抜けて黒い球体の門をくぐると、そこは異世界だった。

　正確には、異世界の学院だが。

「そういえば、キューブガルダ社は別の社屋に移ることが決まったらしいわね。今ある社屋は改装して国境兼ゲームガルド大使館になるそうよ」

「へえ、そうなのか。まあ、確かに国交を結んだ国の入り口が一企業の社屋にあるのは問題だもんなあ」

「あの、この建物は……？」

「ここはわたくちたちの世界の学院ですわよ、ルカちゃん」

「ニホンのガッコウみたいなもの。でも、ニホンのガッコウは授業中に物を食べると怒られるのが辛つらい……」

　そういや何度か注意されてたな。こっちじゃなんか食いながら授業受けてたのかよ。

「あと、学院側にも、きちんとしたコッキョウの機能が必要だと思う」

「あたしたちには、今ひとつ『国』っていうのが理解が難しいですよね……」

「ダリル、くにってにゃんだー？」

「そんな、あたしもまだよくわかってないのに、教えてって言われても……」

「ところで、お兄ちゃんの仲間の人はどうして女の子ばっかりなの……？」

「俺に訊きかれても困る。あ、でもリックっていう男もいるぞ」

「あら、彼はパーティのメンバーじゃないわよ」

「そりゃそうだが、ちょくちょく情報をもらったりしてるだろう」

「それはそれ、これはこれよ」

「イルザ……のことは言わなくてもいいですわよね」

「むしろ、御ご用よう達たしのマジックショップの店長さんの方が仲間っぽい。……あ、やっぱり女だった」

「仲の良いパーティも、委員長さんたちやマリアベルさんも女性ですよね……？」

「武器屋の親父おやじは髭ひげのドワーフだろ！　女ばっかじゃねえよ！　あと、マリアベルは女でも、あいつのパーティにだって男くらいいるだろ!?」

　いや、よく覚えてないけど。

「いえ、白薔ば薇ら兵団は女性だけのパーティですよ……？」

　マジか。

「お兄ちゃん……。まさかハーレムでも作るつもりなの？」

「んなわけあるか！」

　そんな、なぜか俺が一方的に責められるような流れの会話をしつつ、学院の廊下を抜けて、前庭に出る。

　そこには、たくさんの人が俺たちを待っていた。

　光こう一いち郎ろう、委員長、イルザ、レーナ、サリナ、リック、マリアベル、学院長、教頭先生、タニア先生、イステシア家とラフローリア家のメイドさんたち、上位パーティの面々、髭ひげの天使、マジックショップの店長さんや武器屋の親父おやじさん、ティーナの親父さん、ダリルの両親、シェリスのお母さんと相棒のブラックドラゴン、ネアの友達たち、ご近所の商店街の人たち、評議会の爺じいさんたちや博物誌編へん纂さん局のエルフ青年まで……。

「どうしたんだ、みんなして」

　俺が訊きくと、

「みんな、志し度ど君がもうこっちに戻ってこないんじゃないかって不安がって出迎えに集まってきたんですよ」

　光一郎がそう言って笑った。

「わ、私は違うぞ！　次のクエストを解くのに、条件が同じでなければ勝負としてはフェアではないから、こうして待っていたのだ」

　委員長が言った。

「いや、同じ学校で同じ時間に終わるんだから同じ条件だろ」

「わたくしの信じる心は岩のごとしでございますわ！　だって、妻は夫を信じるものでございますもの！」

　言ってる意味がまったくわからない。誰が夫で誰が妻だ。

「みんな、ヨシュアさんとアンナさんが大好きなんですよ」

　学院長がにっこりと微笑ほほえんだ。

　やれやれと肩をすくめながらも、それでも、なんとなく嬉うれしくて顔が笑ってしまう。

「ったく、みんな心配性だな。トップ冒険者の座を、俺がそう簡単に譲り渡すはずがないだろ。最強決定戦だって、延期のままだし」

　それはそうだ、と誰かが笑う。

　当たり前だな、と他の誰かも笑う。

　ホッとしたような、温かい笑い声が満ちていく。

「次のクエストは『魔ま狼ろうの群れを討伐せよ』でしてよ？」

　マリアベルが言った。

「今回こそ、私たちが勝つ！」

「なのです」

　レーナとサリナが気合いたっぷりに俺たちを睨にらみつけた。

「確かに国交は樹じゆ立りつして、我らの世界は新たな広がりを見せた。だが、檻おりの壁は依然としてそびえ立ち、クエストは更新されている。新種族の天使も解放された。こちらの世界は、まだまだ冒険者を必要としているのだ」

　教頭先生が、野太い声で、檻の壁を仰ぎ見ながら言った。

　確かに、教頭先生の言う通りだ。

「忙しくなるな。日本で学校に行って、放課後と休日はゲームガルドで冒険か。真ま理り亜あと瑠る加かちゃんにも冒険のやり方を教えてあげる必要もあるしな」

「えっ、お兄ちゃん、私も行っていいの!?」

「だって、行きたいだろ？　お前がずっと憧あこがれてた剣と魔法と冒険の世界だぜ？　まあ、しんどいことも痛いこともいっぱいあるけどな」

「行く！　絶ッッッッッ対、ついていく！」

　真理亜が、光を取り戻したばかりの目をキラキラさせて叫んだ。

「瑠加はどうする？」

　杏あん奈なに訊きかれて、内気な少女はモジモジと口ごもる。

「行こう？」

　その少女に、ネアが小さな手を差し伸べた。

「みんにゃ一緒だから、大丈夫！」

　おずおずと、内気な手が小さな手に触れた。

　にんまりとネアが笑う。瑠加も、不器用にだが、笑い返した。

「決まりですわね」

「決まり」

「ですね……！」

「みゃう！」

　仲間たちの顔を一巡見回して、　俺は委員長に挑発的な笑みを向け、

「挑戦、受けて立つぜ！」

　そう言い放った。

　そして、最も信頼する相棒の杏奈とうなずき合って──、




「さて、異世界を攻略しようか！」




　冒険の世界に向けて、変わりゆく世界に向けて、俺は力強く一歩を踏み出した。













あとがき






　えー、のっけからなんですが、ここから先のあとがきにはネタバレが含まれている可能性があります。本編から先にお読みになることを推奨いたします。

　というわけで。どうも、おかざきです。

　いやあ、毎度のことながら、最終刊は感慨深いものがあります。今回は最終決戦に終始したわけですが、いかがでしたでしょうか。

　そして、大勝負の前はトンカツ！　というド直球を今回のお料理に持ってきたのですが、実は私はとんかつ屋では生姜焼きを頼むことが多かったりします。

　いや、とんかつも好きなんですよ？　好きなんですけど、歳ですかねえ、ちょっと重いなってときがあるんですよ。

　でも、とんかつ屋さんの生姜焼きは美お味いしいんです。とんかつ屋ですから肉にこだわっているところは多いですし、美味しいとんかつ屋はまず肉が美味いのは大前提じゃないですか。だから生姜焼きにしたって当然美味しい。

　しかも、お店によっては「これ、生姜焼きっていうか、ポークステーキじゃね？」みたいなどでかい肉の塊が出てくるようなお店もあったりして「マジか!?」ってなったり、角切の豚肉と同サイズのピーマンなどを一緒に炒めてあって、見た目は酢豚、中身は生姜焼き、みたいな一品が出てきたこともありました。

　ちなみに作中でもカツ煮にを作ってカツ丼にも言及していますが、私の出身の新潟県でもいわゆるソースカツ丼の文化はありまして、幼い頃の私も大好きだったようです。しかし、新潟県は細長くて、私が住んでいた下越地方ではあまり一般的ではなく、新潟市などを中心の文化だったようで、地元周辺では卵とじの一般的なカツ丼ばかりだったように記憶しています。

　玉子で閉じたカツ煮のカツ丼とソースカツ丼、どっちが好きかと問われたら、私は両方愛しています。

　ソースカツ丼の発祥については諸説あり、東京、群馬、岩手、長野、山梨、福井あたりが有力なようで新潟は蚊帳の外ですが、新潟駅の近辺にはソースカツ丼の名店も多いようです。今度実家に帰ったときに、弟にでも美味しいお店を教えてもらおうっと。

　さて。

　いつもならこのあたりで謝辞に突入するところなのですが、今回はこのあとがきのあとに掌編を載っけてもらっております。

　まずはそちらをお楽しみくださいませ。





おかざき　登のぼる







番外章▼　追慕




「さすが……」

　檻おりの壁が光の粒子に姿を変えて、少し遠くへ飛び去っていく。歓喜に包まれる街の喧けん騒そうにうつむきながら、僕は呟つぶやいた。

　志し度ど君たちが来て、壁が動くのはもう三度目。

『救世主をあの世へ送れ』

　そんな困難なクエストも実にあっさりとクリアされてしまった。

　まったく、有能すぎる人材を扱うのは難しい。彼のこの世界への適性は高いだろうと思ってはいたけれど、まさかここまでとは。

「少し、足止めを考える必要がありそうですね」

　口の中でそう呟く。父の目を欺あざむくために、そして彼らにこの世界で不自由させないために、と思って有益そうな情報を流してきたが、さすがにこのペースはまずい。リセットに手が届いてしまいかねない。

　その声を聞きつけたのか、今まで話していたヘンドリー商会の御おん曹ぞう司し、リック・ヘンドリーが首を傾かしげた。

「どうしたんです？」

「いえ、なんでもありません。また情報を持ってきます。これからも、救世主にそれとなく伝えてください」

　そう言いつつ、僕は何枚かの金貨を差し出した。

「いや、そういうの、結構ですってば。別にお金に困ってないし、こっちもヨシュア君の役には立ちたいんだし」

「それはそれ、これはこれです。こういうことは、馴なれ合あいでやるべきじゃありません。プロに徹してください」

「そりゃまあ、僕も商売人なんで、その理屈はわかりますけど」

「それに……、今後は、彼らに有益な情報ばかりを流してもらうことになるとは限りませんから」

「へっ？」

「いえ、こっちの話です」

　と、そう言って彼から目を逸そらした瞬間、裏路地を吹き抜けていった風で、深く被かぶっていたフードがめくれ上がった。

　その風が、声を運んでくる。

「おーい！　リック──」

　よく知っている、友人の声を。

　──まずい。

　目の前のリック・ヘンドリーに目配せをして、僕は路地の奥へと身を翻ひるがえした。

「おいっ、光こう一いち郎ろうっ！」

　背中でクラスメイトの声を聞きながらも、僕はスピードを緩めることなく薄暗い路地を駆け抜けた。





　　　　＊






「おや、ボス、どうしたんです？　息を切らせて」

「いつもすまし顔のボスが大慌てとは、こりゃ珍しい」

　隠れ家に戻ると、もうサマーニとパスパーの二人は帰っていた。

「こっちにも色々あるんですよ」

　それだけ答えて息を整えつつ、

「それより、報告してください」

「へいへい。簡単に言いますがね、ヤツらものすごい速度で成長してやがりますぜ。しかも魔物除よけのタリスマンを惜しげもなく使うもんだから、モンスターがガンガンこっちに来やがるし」

「確かに、あのレベルのダンジョンとなると、こっそり尾行して監視するのだって一苦労さね。もう少ししたら、あたしらの手には負えなくなるかもしれないね」

「タリスマンなどのアイテムは必要なら言ってください。経費は出します。人員は増やせませんが、賃上げ交渉なら受け付けましょう」

　すべてのダンジョンには、監視システムが備そなわっている。それは、僕が持っている従業員権限で利用できるけれど、四六時中見ているわけにもいかない。

　録画機能がないわけではないが、それは日本に戻らなくては利用できない。日本に帰ってしまえば、少しのつもりでもかなり時間が経たってしまう。

　計画が動き出してしまった現状、そのロスは致命的だ。

「では、早く報告を」

「へいへい。えーと、なんか倒す以外に方法があるんじゃないか、とか言って、墳ふん墓ぼの幽ゆう霊れいに話しかけてましたぜ。なんでも、幽霊の本当の名前はアリーゼ・カナートじゃないとかって。えー……、あー……、なんでしたっけ、姐ねえさん」

「アリセカナコだろう？　ホントに、パスパーは脳まで筋肉だね」

「姐さん、そりゃひでえや」

　後半の二人の漫才は、もう聞こえていなかった。

　アリセカナコ。

　──有あり瀬せ香か奈な子こ。

　まさか、こんなところにいたなんて──。

「おや、どうしたんです？　ボス」

　その声も耳に届かず、僕はフラフラと隠れ家を出ていた。





　　　　＊






　僕はほとんど夢遊病者のように、ドワーフの地下工房街に来ていた。

　彼女がいた墳ふん墓ぼへとつながる『旧坑道跡』の前。しかし、ダンジョンの入り口からモンスターが迷い出てこないようにと警戒する警備隊がいる。彼らに不審がられないためにも、これ以上は近づけない。

　ぽたり、と頰ほおを伝った涙が、ドワーフの手によって磨き抜かれた床石に落ちた。

　あれ……。涙が、止まらない。

　涙を隠そうとフードを目深に被かぶっても、嗚咽おえつが隠しきれない。

　お祭り騒ぎに浮かれて道を行く人々が、訝いぶかしげな顔を向けてくる。

　僕は堪たまらず、裏路地の物陰に飛び込んだ。

　──ああ。

　香か奈な子こさん。まさか、こんなところにいたなんて。

　もう、とっくに死んでしまっていると思っていた。いや、幽ゆう霊れいなのだから、死んでいたのだけれど、会えるはずがないと思っていた。

　僕が少し考え方を変えていれば、会うことができたのだろうか。

　あの声を、もう一度聞くことができたのだろうか。

　……いいや、それはない。

　ダンジョンに入れば、僕の行動も父さんの監視下に置かれてしまう。だから、極力ダンジョンには入らないと決めた。

　その判断は、やはり正しい。

　だって、もし彼女の幽霊と出会ってしまったら、僕は……とても平静では、いられないから。

　きっと、取り乱して、父の監視下であるダンジョンの中で、形なり振ふり構わずに泣なき喚わめいてしまったことだろう。何もかもを、僕が今やろうとしていることも、すべてをさらけ出して。

　正解だったのだ。

　僕の判断は間違っていなかった。

　僕のためにも。

　彼女の仇かたきを討うつためにも。

　僕らは、ここでは出会わないことこそが正解だった。

　なのに、何な故ぜだろう。

　涙が止まらない。

　嗚咽が止まらない。

　会いたいという気持ちが止まってくれない。

　僕は、お祭り騒ぎの中、止めどなく溢あふれてくる涙を拭ぬぐい続けた。




「……そうですか。彼女は、最後は自分を取り戻して、微笑ほほえんで逝いったんですね」

　隠れ家に戻って報告を最後まで聞いて、少しだけホッとした。

　最期に自作の大ファンである志し度ど君と語り合えたのなら、それはせめてものはなむけとなったことだろう。

　できれば、その話の輪に加わりたかったけれど、それは高望みというものだ。その願いが叶かなってたところで、彼女が生き返るわけじゃない。

　期せずして、志度君は僕の大切な人を苦しみから解放し、笑顔にしてくれた。その幸運だけで、今は満足しよう。

　僕には、僕自身に課した目的があるのだから。

　僕は僕のやり方で、貴女あなたへの弔とむらいをするのだ。

　だから──

「お二人には、お話ししましょう。僕の本当の目的を。あなたたちに、何を手伝ってほしいのかを」

　そう言って、覚悟を決めた。
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　父が『創世の聖竜』から出てきた後、僕は歯がゆい思いをする羽目になった。

　もともとモンスターへの介入は、従業員の権限で行われる。通常であれば必要なリソースは管理用にプールしてある資材から供給されるが、規模が大きくなって消耗が大きくなれば、足りない分は自身の魔力で補うしかない。

　志度君と柚ゆ比び坂さかさんが天使に斬きりかかられ、父にサブマシンガンで撃たれている。

　しかし、この世界での僕は純然たる魔法使い。魔力を使い果たした僕に、できることなど何もない。

　やがて、父の銃撃が止やんだ。

　弾が尽きたのだろう。今回は柚比坂さんが凌しのぎ切ったようだが、盾が砕けてしまった。

　父が弾倉を交換し終えたら、万事休すだ。

　しかし、そう思った僕の悲嘆を嘲あざ笑わらうように、柚比坂さんはひらりと横に飛んだ。

　そして、まるで示し合わせたように、柚比坂さんが空けた道を、真まっ直すぐに志度君が走り始める。

　口に、タリスマンをくわえて。

　──なんという……。

　この追い詰つめられた局面で、彼らは諦あきらめるどころか、起死回生の一手を思いついて実行に移したというのか。

　これが、彼らの凄すごさだ。救世主として信頼され、慕したわれる所以ゆえんなのだ。

　勝てる。

　父が弾倉を交換するより、志し度ど君が駆け寄る方が早い。

　だが、志度君が地面の窪くぼみに足を取られて躓つまずいた。

　そして、その瞬間──

「えっ!?」

　僕は、自分の目を疑った。

　何本もの手が、転びそうになった志度君の身体からだを支え、手助けしたように見えた。

　一人や二人の手じゃない。

　七人、八人、いや、もしかしたらもっとかもしれない。

　かつて、このゲームガルドで命を落としていった救世主や始し祖そたちの手だろうか。

　亡霊──いや、そんなおどろおどろしいモノじゃない。

　恨みとか無念とか、そういうものではなくて、大切な我が子を守ろうとしている親のような、そんな温かみがその手からは感じられた。

　そして、足を止めることなく駆け続ける志度君の背後で、一瞬、懐かしい顔が僕に向かって微笑ほほえんでくれた気がした。

　僕が一番大切に想おもっているあの人が。

　きっと、あの人は──香か奈な子こさんは、恨んだり憎んだりはしていなかった。

　その笑顔を見て、直感的にそう思った。

　彼女はこの世界でも、悲劇的な死に方をしている可能性が高い。すべては歴史の闇やみの中だけれど、でも。

　それでも彼女は、きっとこの世界を愛していた。

　ＲＰＧのファンタジー世界を愛していた彼女は、きっと、僕らを、そしてこの世界を守ろうとしていたのだ。他の歴代の救世主たちや始祖の二人とともに。

　──わかりました。

　幻だったかもしれない笑顔に、誓おうと思った。

　あらためて、貴女あなたの遺志は僕が継ぎます──と。





　　　　＊






　目を通し終えた書類を机に置いて、僕は大きく伸びをした。

　今日から、志度君たちは日本の学校に戻って、双方の留学生が編入されたはずだ。

　国交はスムーズに始まったように見えるけれど、実はかなり綱渡りだった。そもそも、ゲームガルドの評議会の面々には、外交という概念がないのだ。特に最初の会談は、少しでも有利な条件を勝ち取らんとする日本側の思惑を読み、その都度警告を与えないと危なっかしくて見ていられなかった。同席してよかったと心底思う。

　この世界を食い物にさせるわけにはいかない。

　香か奈な子こさんが死んでなお志し度ど君たちに手を貸すことで守ろうとした世界なのだから。

　今、ゲームガルド側の立場で他国とのバランスを取れる人間はそう多くない。もちろん、ゲームガルドの評議会にだって頭の切れる人はたくさんいるから、少し学べば老ろう獪かいな日本側との交渉も互角にやれるようになるだろう。でも、今はまだ誰かが立ち会う必要がある。

　ならば、それは僕の役目だ。

　どんな事情だったとしても、僕は友人である志度君たちを騙だまし、利用してしまった。それは、人として許されることではない。

　彼らは人が良いから笑って許してくれるけれど、僕としてはその好意に甘えるわけにはいかない。

　せめて、償いの意味でも、雑事は僕が引き受けなければ。

　ここから先の志度君たちの冒険は、彼ら自身のためのものであるべきだ。

　大義も世界の命運も、何も背負わない、自由気ままな冒険であるべきだ。

　それが、僕に用意できる一番の報酬だろう。

　そして、きっとそれが、ゲームガルドを──香奈子さんが守ろうとしたこの世界のためにもなる。

　だから──

　僕は、自分の肩をトントンと叩たたいて、次の書類を手に取った。





あとがきのあとがき




　再三になりますが、このあとがきのあとがきには確実なネタバレが含まれております。先に本編を読み進めることをオススメいたします。

　改めまして、おかざきです。カツ丼食べたい。

　これにて『さて、異世界ゲームガルドを攻略しようか。』シリーズは完結となります。

　すみませんね、変則的な構成で。最終巻ということ以外にも、色々とありまして。いやだわ、お盆や年末はアレがアレでバタバタしちゃって。

　さて、完結するに当たって、一番悩んだのは恋愛軸をどうするかということでした。

　悩んだ末に明確な答えを出さずに物語を閉じたわけですが、それについては異論がある方も多いのではないかと思います。私自身が悩んだんだから当たり前ですね。

　ただ、どうしても義よし弥やたちの物語を「これで終わり！」とすることができなかったのです。一応、冒険は世界を救い、敵を倒して一区切りが付いています。しかし、ゲームガルドにはまだまだ冒険が満ちていて、世界がああなった以上、これまでより格段に色々な思惑が絡んでくるでしょう。きっと、これからの義弥たちの冒険やゲームガルドを取り巻く環境は、もっともっと大変なことになっていくのではないかと思うのです。

　そう思ってしまったら、「じゃあ恋愛はどう決着させようか」とは考えられなかったのですね。私の中では、『第一部完』みたいな感じなのです。

　ああ、未練と笑うがいいさ！

　事実、現状で第二部が始まる予定は一切ありません。著作者は私ですが、もう私だけの物語ではないので、一存で勝手にどうこうするというのもアレですし。

　このあと、このシリーズがバーンと売れてくれたりすると、もしかしたらそういう展開があるかもしれないんですけどねー。

　いずれにしても、どういう形になるかはわかりませんが、この物語の続きか、あるいはまったく別のアプローチでゲームガルドを描く、みたいなことを、いつかはやってみたいなあ、とは思っております。厚かましいお願いですが、そのときが来ましたら、またみなさんに応援していただけると嬉うれしいです。

　えー、閑話休題。

　以前にも少しキャラクターの名前の話はしましたが、実はこの物語のほとんどのキャラクターの名前は、有名なＲＰＧの登場人物の名前をもじっています。わかりやすいのは某シリーズの名前で、文字の順番を入れ替えたり、間に別の文字を挟んだりしているのですが、実は別のシリーズからも、一文字変えて拝借していたりもします。答え合わせをするつもりはありませんが、気が向いたら探してみてはいかがでしょうか。

　一番わかりやすいのはネアですかね。ネアは片方のシリーズだけですが。あ、リックは両方含んでいる上に、わかりやすいかもです。一番わかりにくいのは……杏あん奈なでしょうか。

　では、謝辞を。前作から美麗なイラストを描いてくださったぺこ先生、ありがとうございました。ぺこ先生にどんなイラストを描いてもらおうか、と画策しながらプロットを作っていたのは秘密です。

　この作品は立ち上げから実に三人の編集者の方に担当して頂きました。この企画を起ち上げるところから色々相談に乗って頂いたＫさん、そしてその頃はサポート役としてチュいてくださり、その後正式に担当を引き継いだＳさんは、キャラの設計段階で「ロリってのはそういうんじゃないんです！　ただ幼女キター！　って言いたいだけのファッションロリは許されません！」と熱く語って私を導いてくださいました。現担当のＫさん（最初のＫさんとは別の人です）、次のシリーズのことで話したいことがありますので、また飲みに行きましょう！　三者三様、個性的な方ばかりでしたが、みなさまのおかげでここまで書き続けることができました。

　また、編集部のみなさま、校正様、デザイナー様、営業部のみなさま、書店員様、他、このシリーズに関かかわってくださったすべてのみなさま、ありがとうございました。

　そして、最後まで義よし弥やたちの冒険を見届けてくださった読者の皆さまにも、心より御礼申し上げます。

　またいつか、みなさまとゲームガルドで再会できることを信じて、次のシリーズも粉骨砕身、バリバリ書いて参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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